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  「
無
德
而
稱
」
に
つ
い
て

―
表
現
形
式
の
成
立
と
そ
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
―

池　

田　

恭　

哉

は
じ
め
に

本
稿
の
主
題
で
あ
る
「
無
德
而
稱
」
と
い
う
成
句
は
、
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
現
に
例
え
ば
『
漢
語
大
詞
典
』
に
採
錄
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
「
無
德
而
稱
」
に
對
し
、
次
の
二
つ
の
意
味
を
與
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
古
典
の
典
據
・
用
例
が
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ

れ
は
後
に
考
察
對
象
と
す
る
。

一
、
無
何
恩
德
可
以
稱
道
。（
何
ら
稱
贊
す
べ
き
恩
德
が
な
い
）

二
、
謂
德
高
不
可
言
狀
。（
德
の
高
い
樣
が
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
程
で
あ
る
こ
と
を
い
う
）
（
1
）

實
は
筆
者
は
あ
る
讀
書
で
「
無
德
而
稱
」
の
成
句
に
出
く
わ
し
、
右
の
『
漢
語
大
詞
典
』
を
紐
解
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
二
つ
の

意
味
を
見
る
に
、
片
や
何
の
德
も
な
い
こ
と
を
言
い
、
片
や
こ
の
上
な
い
德
の
あ
る
こ
と
を
言
い
、
兩
者
が
ま
っ
た
く
正
反
對
と
言
っ
て
も
よ
い
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意
味
内
容
を
表
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
語
彙
な
り
成
句
な
り
が
、
狀
況
や
文
脈
に
よ
っ
て
反
對
の
意
味
を
持
つ
よ
う
な
例
が
、
存
在
し
な

い
と
は
言
わ
な
い
。
だ
が
一
つ
の
「
無
德
而
稱
」
と
い
う
成
句
が
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
示
す
よ
う
な
正
反
對
の
意
味
を
帶
び
る
よ
う
に
な
っ
た

經
緯
に
、
筆
者
は
疑
問
と
興
味
を
抱
い
た
。
本
稿
は
、
そ
の
疑
問
と
興
味
に
對
す
る
筆
者
な
り
の
解
答
で
あ
る
。

一　
『
論
語
』
に
見
え
る
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
―
季
氏
篇
と
泰
伯
篇

「
無
德
而
稱
」
の
第
一
の
意
味
「
無
何
恩
德
可
以
稱
道
」
に
つ
い
て
、『
漢
語
大
詞
典
』
は
そ
の
出
典
と
し
て
『
論
語
』
季
氏
篇
を
掲
示
す
る
。

そ
れ
を
阮
元
本
に
よ
り
引
用
し
て
お
く（

2
）。

な
お
括
弧
内
は
何
晏
集
解
だ
が
、
こ
こ
で
は
參
考
に
供
す
る
ま
で
で
、
現
代
語
譯
は
し
な
い
。

齊
景
公
有
馬
千
駟
、
死
之
日
、
民
無
德
而
稱
焉
（
孔
曰
、
千
駟
、
四
千
匹
）。
伯
夷
・
叔
齊
、
餓
于
首
陽
之
下
（
馬
曰
、
首
陽
山
在
河
東
蒲

坂
縣
、
華
山
之
北
、
河
曲
之
中
）、
民
到
于
今
稱
之
。
其
斯
之
謂
與
（
王
曰
、
此
所
謂
以
德
爲
稱
）。

齊
の
景
公
は
馬
を
四
千
頭
所
有
し
て
い
た
が
、死
を
迎
え
た
時
に
は
、何
ら
人
民
が
稱
贊
す
る
に
足
る
よ
う
な
德
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
。
伯
夷
・
叔
齊
は
、
首
陽
山
の
ふ
も
と
で
餓
死
し
た
が
、
人
民
は
現
在
で
も
な
お
、
二
人
の
德
を
稱
贊
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
德
に
よ
っ

て
稱
贊
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
な
あ
。

こ
の
『
論
語
』
季
氏
篇
に
お
け
る
「
無
德
而
稱
」
は
、
生
前
に
馬
を
四
千
頭
も
所
有
す
る
程
の
富
裕
を
極
め
た
齊
の
景
公
が
、
德
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
、死
後
は
人
民
か
ら
何
ら
稱
贊
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。
訓
讀
す
れ
ば
「
德
と
し
て
稱
す
る
無
し
」
と
な
ろ
う
。

一
方
で
伯
夷
・
叔
齊
は
、
餓
死
す
る
も
節
義
を
守
り
通
し
た
た
め
に
、
人
民
の
稱
贊
を
受
け
續
け
た
。
か
く
し
て
生
前
に
「
德
」
を
備
え
て
い
た

か
否
か
に
よ
っ
て
、
後
世
に
稱
贊
さ
れ
る
か
否
か
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
『
論
語
』
季
氏
篇
の
一
段
は
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
阮
元
は
、「
民
無
德
而
稱
焉
」
に
校
勘
記（

3
）を

附
し
て
考
證
を
展
開
し
て
い
る
。

皇
本
・
高
麗
本
、
德
作
得
。
又
皇
本
無
而
字
。
案
得
與
德
字
雖
通
、
然
此
處
自
當
作
德
。
王
注
云
、
此
所
謂
以
德
爲
稱
。
正
義
云
、
此
章
貴

德
也
。
又
云
、
及
其
死
也
、
無
德
可
稱
、
又
云
、
其
此
所
謂
以
德
爲
稱
者
與
。
皆
以
斯
字
卽
指
德
言
、
直
截
自
然
。
若
改
爲
得
、
頗
乖
文
義
。

皇
本
（
皇
侃
『
論
語
義
疏
』）・
高
麗
本（

4
）で

は
、「
德
」
字
を
「
得
」
字
に
作
る
。
ま
た
皇
本
に
は
「
而
」
字
が
な
い
。
調
べ
考
え
る
に
、「
得
」

字
と
「
德
」
字
と
は
通
じ
合
う
が
、
し
か
し
こ
こ
は
き
っ
と
「
德
」
字
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
王
肅
注
（
何
晏
集
解
所
引
）
に
、「
こ
れ
が

つ
ま
り
德
に
よ
り
稱
贊
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
。
正
義
（
邢

疏
）
に
は
、「
こ
の
章
段
は
有
德
を
尊
ぶ
の
で
あ
る
」
と
言
う
。

ま
た
「
景
公
が
死
を
迎
え
た
際
、
稱
贊
す
る
に
足
る
よ
う
な
德
が
な
か
っ
た
」
と
言
い
、「
こ
れ
が
德
に
よ
っ
て
稱
贊
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
な
あ
」
と
も
言
う
。
す
べ
て
（『
論
語
』
本
文
「
其
斯
之
謂
與
」
の
）「
斯
」
字
を
、
取
り
も
直
さ
ず
「
德
」
の
こ
と
を
指
す
も

の
と
し
、
簡
潔
明
瞭
に
し
て
通
り
が
よ
い
。
も
し
「
得
」
字
に
改
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
實
に
文
章
の
意
味
と
し
て
通
じ
な
く
な
ろ
う
。

校
勘
記
の
主
張
は
、「
民
無
德
而
稱
焉
」
の
「
德
」
字
を
「
得
」
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
示
し
つ
つ
、
王
肅
注
や
邢

疏（
5
）が

こ
の
一

段
の
主
題
を
「
德
」
に
定
め
て
い
る
點
に
依
據
し
て
、意
味
と
し
て
は
「
德
」
字
に
軍
配
を
上
げ
る
。
校
勘
記
が
言
及
す
る
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
（
6
）

は
、

確
か
に
校
勘
記
の
言
の
通
り
に
「
民
無
德
而
稱
焉
」
を
「
民
無
得
稱
焉
」
に
作
る
の
で
あ
る
が
、そ
の
皇
侃
に
よ
る
義
疏
（
以
下
「
皇
疏
」）
で
は
、

こ
の
一
段
の
内
容
を
こ
う
解
説
す
る
。

云
死
之
云
云
者
、
生
時
無
德
而
多
馬
、
一
死
則
身
名
倶
消
、
故
民
無
所
稱
譽
也
。

「
死
之
云
云
」
に
つ
い
て
、
存
命
中
に
は
德
を
備
え
も
せ
ず
に
馬
を
多
く
所
有
し
、
ひ
と
た
び
死
を
迎
え
れ
ば
肉
體
も
名
聲
も
と
も
に
消
え

失
せ
、
そ
の
た
め
人
民
は
褒
め
稱
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

云
其
斯
之
謂
與
者
、
斯
、
此
也
。
言
多
馬
而
無
德
、
亦
死
卽
消
、
雖
餓
而
有
德
、
稱
義
無
息
。
言
有
德
不
可
不
重
、
其
此
謂
之
也
。

「
其
斯
之
謂
與
」
に
つ
い
て
、「
斯
」
は
「
此
（
こ
れ
）」
で
あ
る
。（
景
公
は
）
馬
を
多
く
所
有
し
な
が
ら
德
を
備
え
ず
、
し
か
も
死
ぬ
と
す
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ぐ
に
忘
れ
去
ら
れ
、（
伯
夷
・
叔
齊
は
）
餓
死
し
な
が
ら
も
德
を
備
え
、（
死
後
も
）
彼
ら
の
正
義
を
稱
贊
す
る
聲
が
止
ま
な
か
っ
た
こ
と
を

言
う
。
德
を
備
え
る
と
い
う
こ
と
を
何
よ
り
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

本
文
が
「
民
無
得
稱
焉
」
に
作
る
の
で
あ
れ
ば
、「
民
は
稱
す
る
を
得
る
無
し
」
と
訓
讀
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
皇
疏
は
、
稱
贊
さ
れ
る

か
否
か
は
や
は
り
德
の
有
無
に
よ
る
こ
と
を
强
調
し
て
お
り
、
解
釋
と
し
て
は
「
無
德
而
稱
」
の
よ
う
に
讀
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
な
の

で
は
な
い
か
。

以
上
、『
論
語
』
季
氏
篇
の
「
無
德
而
稱
」
と
い
う
表
現
は
、
齊
の
景
公
が
生
前
に
富
を
追
求
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
に
、
死
後
に
人
民

か
ら
す
れ
ば
稱
贊
に
値
す
る
德
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
德
」
字
を
「
得
」
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
存
在
し
た

が
、
そ
れ
で
も
な
お
解
釋
上
は
、「
無
德
而
稱
」
と
し
て
讀
も
う
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

實
は
『
論
語
』
に
は
も
う
一
例
、「
無
德
而
稱
」
に
關
連
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
一
段
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
泰
伯
篇
の
次
の
一
段
で
あ
る
。

や
は
り
括
弧
内
は
何
晏
集
解
で
、
こ
こ
で
は
今
後
の
議
論
と
も
關
係
す
る
た
め
、
そ
の
邦
譯
も
示
し
て
お
く
。

子
曰
、
泰
伯
、
其
可
謂
至
德
也
已
矣
。
三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
（
王
曰
、
泰
伯
、
周
太
王
之
長
子
。
次
弟
仲
雍
、
少
弟
季
歷
。
季
歷

賢
、
又
生
聖
子
文
王
昌
、
昌
必
有
天
下
、
故
泰
伯
以
天
下
三
讓
於
王
季
。
其
讓
隱
、
故
無
得
而
稱
言
之
者
。
所
以
爲
至
德
也
）。

先
生
が
言
っ
た
「
泰
伯
は
、
こ
の
上
な
い
德
の
持
ち
主
と
評
價
で
き
よ
う
か
ね
え
。
三
度
に
わ
た
っ
て
天
下
を
讓
り
、
人
民
は
そ
れ
を
稱
贊

し
よ
う
が
な
か
っ
た
」（
王
肅
は
言
う
「
泰
伯
は
、
周
の
太
王
の
長
男
で
あ
る
。
下
の
弟
が
仲
雍
、
一
番
下
の
弟
が
季
歷
で
あ
る
。
季
歷
は

賢
明
で
、
さ
ら
に
聖
人
た
る
息
子
の
文
王
・
昌
を
設
け
、
昌
が
き
っ
と
天
下
を
治
め
る
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
泰
伯
は
天
下
を
三
度

に
わ
た
っ
て
季
歷
に
讓
っ
た
。
そ
の
讓
っ
た
事
實
は
世
間
に
知
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
そ
の
こ
と
を
述
べ
立
て
て
稱
贊
す
る
こ
と
の
で
き
る
者

が
い
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
上
な
い
德
の
持
ち
主
と
評
價
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
」。）

こ
の
泰
伯
篇
で
は
、
三
度
に
わ
た
っ
て
天
下
を
弟
の
季
歷
に
讓
っ
た
泰
伯
に
よ
る
謙
讓
の
事
實
を
、
人
民
が
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
人
民
が
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謙
讓
の
美
德
に
對
す
る
稱
贊
の
言
葉
を
口
に
上
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、「
民
無
得
而
稱
焉
（
民
は
得
て
稱
す
る
無
し
）」
と

言
わ
れ
る
。
何
晏
集
解
所
引
の
王
肅
注
で
は
、
泰
伯
の
「
三
讓
」
が
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
内
實
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
鄭
玄
注
が
詳
し
い
。
い
ま
邢

疏
所
引
の
も
の
に
よ
っ
て
示
そ
う
。

鄭
玄
注
云
、
泰
伯
、
周
太
王
之
長
子
。
次
子
仲
雍
、
次
子
季
歷
。
太
王
見
季
歷
賢
、
又
生
文
王
有
聖
人
表
、
故
欲
立
之
、
而
未
有
命
。
太
王

疾
、
太
伯
因
適
吳
越
採
藥
、
太
王
歿
而
不
返
、
季
歷
爲
喪
主
。
一
讓
也
。
季
歷
赴
之
、
不
來
奔
喪
。
二
讓
也
。
免
喪
之
後
、
遂
斷
髮
文
身
。

三
讓
也
。
三
讓
之
美
、
皆
隱
蔽
不
著
、
故
人
無
得
而
稱
焉
。

鄭
玄
注
に
言
う
「
泰
伯
は
、
周
の
太
王
の
長
男
で
あ
る
。
下
の
弟
が
仲
雍
、
そ
の
下
の
弟
が
季
歷
で
あ
る
。
太
王
は
季
歷
が
賢
明
な
人
物
で

あ
る
と
看
取
し
、
ま
た
聖
人
の
オ
ー
ラ
を
ま
と
う
文
王
を
設
け
た
た
め
、
そ
こ
で
季
歷
を
後
繼
者
に
立
て
よ
う
と
し
た
が
、
な
お
そ
の
命
令

は
下
さ
れ
ず
に
い
た
。
太
王
が
病
氣
に
な
り
、
太
伯
（
泰
伯
）
は
そ
こ
で
呉
・
越
に
出
か
け
て
行
っ
て
藥
草
を
摘
み
、
太
王
が
亡
く
な
っ
て

も
歸
國
せ
ず
、
季
歷
が
喪
主
を
務
め
た
。
第
一
の
謙
讓
で
あ
る
。
季
歷
は
狀
況
を
（
泰
伯
に
）
報
告
し
た
が
、（
泰
伯
が
）
喪
の
た
め
に
驅

け
つ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
二
の
謙
讓
で
あ
る
。
喪
が
明
け
た
後
、（
泰
伯
は
）
そ
の
ま
ま
ざ
ん
ば
ら
髪
に
入
れ
墨
姿
（
呉
・
越
の
風
習
）

と
な
っ
た
。
第
三
の
謙
讓
で
あ
る
。
三
度
の
謙
讓
の
美
德
は
、
す
べ
て
覆
い
隱
さ
れ
て
世
間
に
は
知
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
人
民
は
そ
れ
を
稱

贊
し
よ
う
が
な
か
っ
た
」
（
7
）。

鄭
玄
注
は
「
三
讓
」
を
具
體
的
に
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
お
り
、泰
伯
の
行
な
っ
た
謙
讓
の
實
態
が
よ
く
わ
か
る
わ
け
だ
が
、「
民
無
得
而
稱
焉
」

の
解
釋
自
體
は
、
王
肅
注
と
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
意
し
た
い
の
は
、
鄭
玄
注
で
は
「
三
讓
」
の
内
實
が
詳
し
い
一
方
で
、
そ
れ
が
泰

伯
の
「
至
德
」
の
評
價
と
ど
う
結
び
付
く
の
か
は
、
語
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
王
肅
注
は
、「
三
讓
」
が
人
民
に
知
ら
れ
ず
、
稱
贊
さ

れ
な
か
っ
た
が
故
に
こ
そ
、
泰
伯
は
「
至
德
」
で
あ
っ
た
と
結
ん
で
い
た
。
同
じ
よ
う
な
論
理
展
開
は
、
皇
疏
が
引
く
范
寧
や
繆
協
の
説
に
も
見

え
て
い
る
。
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云
民
無
得
而
稱
焉
者
、
德
讓
跡
既
隱
、
當
時
人
民
不
覺
、
故
無
能
稱
其
讓
德
者
也
。
故
范
寧
曰
、
詭
道
合
權
、
隱
而
不
彰
。
故
民
無
得
而
稱
、

乃
大
德
也
。
繆
協
曰
、
其
讓
之
跡
詭
、
當
時
莫
能
知
、
故
無
以
稱
焉
。
可
謂
至
德
也
。

「
民
無
得
而
稱
焉
」
に
つ
い
て
、
謙
讓
の
美
德
の
痕
跡
は
隱
滅
さ
れ
、
當
時
の
人
民
た
ち
は
そ
れ
に
氣
が
付
か
ず
、
そ
の
た
め
泰
伯
に
よ
る

謙
讓
の
美
德
を
稱
贊
し
得
る
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
范
寧
は
言
う
「
正
道
に
反
し
て
假
初
の
處
置
に
合
致
さ
せ
、
そ
れ
が
隱

滅
さ
れ
て
世
に
知
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
人
民
は
そ
れ
を
稱
贊
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
こ
そ
大
い
な
る
德
な
の
で
あ
る
」。
繆
協
は
言

う
「
泰
伯
に
よ
る
謙
讓
の
痕
跡
は
正
道
に
反
し
て
お
り
、
當
時
に
は
知
ら
し
め
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
稱
贊
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の

上
な
い
德
で
あ
る
と
評
價
で
き
る
」。

范
寧
と
繆
協
は
、
と
も
に
「
經
」
と
「
權
」
の
發
想
を
持
ち
出
し
て
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
は
鄭
玄
注
や
王
肅
注
に
は
な
い
獨
自
な
觀
點
で
あ

る
。
そ
し
て
兩
者
は
、こ
う
し
た
「
經
」
に
背
き
つ
つ
、實
は
「
權
」
に
適
う
よ
う
な
「
三
讓
」
の
事
績
が
、世
の
人
民
一
般
に
は
知
ら
れ
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
、泰
伯
は
「
至
德
」
で
あ
る
、と
い
う
論
法
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
三
讓
」
の
事
績
が
世
に
知
ら
れ
ず
、人
民
に
稱
贊
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
理
由
に
、
泰
伯
を
「
至
德
」
と
評
價
す
る
論
法
は
、
王
肅
注
と
同
樣
と
言
っ
て
よ
い
。

す
る
と
こ
の
「
民
無
得
而
稱
焉
」
と
い
う
句
は
、
單
純
に
人
民
が
稱
贊
し
得
な
い
、
と
い
う
事
實
の
み
を
語
る
も
の
と
は
捉
え
ら
れ
ま
い
。
人

民
は
確
か
に
泰
伯
に
よ
る
「
三
讓
」
の
美
德
の
事
實
を
知
ら
ず
、
だ
か
ら
そ
れ
を
稱
贊
し
得
な
い
。
だ
が
王
肅
・
范
寧
・
繆
協
は
、
そ
の
背
後
に

泰
伯
の
こ
の
上
な
い
德
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
泰
伯
の
「
至
德
」
は
、
人
民
が
簡
單
に
知
り
得
ず
、
か
つ
輕
々
に
は
稱
贊
の
言
葉
を

施
し
切
れ
な
い
程
の
德
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
泰
伯
篇
の
「
民
無
得
而
稱
焉
」
に
つ
い
て
、
實
は
「
得
」
字
を
「
德
」
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
、
つ
ま
り
結
果
的
に
季
氏
篇
と
同

樣
「
民
無
德
而
稱
焉
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
。
陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
論
語
音
義
が
、「
民
無
得
」
を
掲
出
し
て
「
本
亦
作
德
」
と
指

摘
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
異
本
を
取
り
上
げ
て
、阮
元
の
校
勘
記
は
「
民
無
得
而
稱
焉
」
に
對
し
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
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釋
文
出
民
無
得
云
、
本
亦
作
德
。
案
後
漢
書
・
丁
鴻
傳
論
引
、
孔
子
曰
、
泰
伯
三
以
天
下
讓
、
民
無
德
而
稱
焉
、
李
注
云
、
論
語
載
孔
子
之

言
也
。
又
引
鄭
玄
注
云
、
三
讓
之
美
、
皆
蔽
隱
不
著
、
故
人
無
德
而
稱
焉
。
據
此
、
釋
文
所
云
作
德
者
、
乃
鄭
君
所
據
之
本
也
。
然
字
雖
作

德
、
而
義
仍
爲
得
、
蓋
德
・
得
古
字
通
。

『
經
典
釋
文
』
で
は
「
民
無
得
」
を
掲
出
し
て
、「『
德
』
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
」
と
言
う
。
調
べ
考
え
る
に
、『
後
漢
書
』
丁
鴻
傳
の

論
が
引
用
す
る
と
こ
ろ
で
は
、「
孔
子
曰
、
泰
伯
三
以
天
下
讓
、
民
無
德
而
稱
焉
」
と
し
、
李
賢
の
注
は
「『
論
語
』
所
載
の
孔
子
の
言
葉
で

あ
る
」
と
言
う
。
さ
ら
に
鄭
玄
注
が
「
三
度
の
謙
讓
の
美
德
は
、
す
べ
て
覆
い
隱
さ
れ
て
世
間
に
は
知
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
人
民
は
そ
の
德

を
稱
贊
し
な
か
っ
た
（
無
德
而
稱
焉
）」
と
言
う
の
を
引
用
す
る
。
こ
れ
を
根
據
と
す
れ
ば
、『
經
典
釋
文
』
が
「『
德
』
字
に
作
る
」
と
指

摘
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
實
に
鄭
玄
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
文
字
は
「
德
」
字
に
作
っ
て
は
い
て
も
、
意
味
上

は
や
は
り
「
得
」
字
で
あ
っ
て
、
思
う
に
「
德
」
字
と
「
得
」
字
は
、
古
は
通
じ
合
っ
た
の
だ
。

『
後
漢
書
』
丁
鴻
傳
の
范
曄
に
よ
る
論
に
、
孔
子
の
言
葉
と
し
て
「
泰
伯
三
以
天
下
讓
、
民
無
德
而
稱
焉
」
と
見
え
、
ま
た
そ
れ
に
對
す
る
唐

の
李
賢
注
が
、「
人
無
德
而
稱
焉
」
と
す
る
鄭
玄
注
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
根
據
に
校
勘
記
は
、『
經
典
釋
文
』
の
提
示
す
る
「
德
」
字
に
作

る
テ
キ
ス
ト
は
、
鄭
玄
注
が
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
推
定
を
す
る
。
そ
し
て
『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
こ
こ
で
は
「
德
」
字
よ
り

も
「
得
」
字
に
軍
配
を
上
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
先
の
季
氏
篇
の
場
合
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
考
證
と
言
え
よ
う
。

だ
が
こ
の
考
證
は
、
實
は
鄭
玄
の
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
が
「
德
」
字
に
作
っ
て
い
た
と
す
る
點
に
つ
い
て
、
是
認
し
難
い
部
分
を
含
む
。
と
い

う
の
も
、校
勘
記
が
論
及
す
る
『
後
漢
書
』
丁
鴻
傳
論
の
當
該
の
「
德
」
字
は
、な
る
ほ
ど
南
宋
慶
元
四
年
の
建
安
黃
善
夫
刊
本（

8
）や

汲
古
閣
本
（
及

び
こ
れ
を
底
本
と
す
る
王
先
謙
『
後
漢
書
集
解
』）
な
ど
で
は
「
德
」
字
に
作
る
が
、
南
宋
の
紹
興
刊
本
（
及
び
こ
れ
を
底
本
と
す
る
中
華
書
局

標
點
本
）
な
ど
で
は
「
得
」
字
に
作
っ
て
お
り
、『
後
漢
書
』
の
版
本
に
よ
っ
て
揺
れ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
先
に
擧
げ
た
よ
う
に
、

邢

疏
所
引
の
鄭
玄
注
は
「
人
無
得
而
稱
焉
」
だ
っ
た
し
、伯
二
五
一
〇
の
鄭
氏
注
『
論
語
』
太
伯
も
、本
文
「
民
無
以
得
而
稱
焉
」、鄭
玄
注
「
故
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人
無
得
而
稱
之
」
で
あ
っ
た
。
す
る
と
こ
れ
に
從
う
な
ら
ば
、
鄭
玄
注
の
テ
キ
ス
ト
が
「
德
」
字
と
は
卽
斷
で
き
ず
、
む
し
ろ
「
得
」
字
の
方
が

蓋
然
性
は
高
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
後
漢
書
』
丁
鴻
傳
論
お
よ
び
李
賢
注
に
引
か
れ
る
『
論
語
』
泰
伯
の
文
や
鄭
玄
注
に
よ
っ
て
、「
德
」
字
と
「
得
」
字
に
つ
い

て
云
々
す
る
の
は
、
些
か
問
題
を
孕
む
。
だ
が
少
な
く
と
も
『
經
典
釋
文
』
か
ら
、
泰
伯
篇
の
「
民
無
得
而
稱
焉
」
を
季
氏
篇
と
同
樣
の
「
民
無

德
而
稱
焉
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
で
は
こ
の
時
、
泰
伯
篇
の
「
民
無
德
而
稱
焉
」
を
、
季
氏
篇
と
同
樣
に

「
稱
贊
す
る
程
の
德
が
な
い
」
と
解
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
は
な
る
ま
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
で
、
民
衆
が
簡
單
に
稱
贊
し
切
れ
な
い
程
の
德

を
泰
伯
が
備
え
、
そ
れ
が
泰
伯
の
「
至
德
」
と
い
う
評
價
と
結
び
付
く
こ
と
に
な
る
と
、
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
泰
伯
篇
「
無
德
而
稱
」
の
理
解
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
が
「
無
德
而
稱
」
に
示
す
第
二
の
意
味
「
謂
德
高
不
可
言
狀
」
に
近
い
。『
漢

語
大
詞
典
』
が
こ
の
意
味
の
用
例
と
し
て
擧
げ
る
の
は
、泰
伯
篇
の
「
無
德
而
稱
」
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
（
實
際
に
擧
げ
ら
れ
る
用
例
は
後
掲
）。

だ
が
こ
の
泰
伯
篇
の
「
無
得
而
稱
焉
」
を
「
無
德
而
稱
焉
」
に
作
る
異
本
の
存
在
は
、「
無
德
而
稱
」
と
い
う
成
句
が
、「
稱
贊
す
る
程
の
德
が
な

い
」
と
「
稱
贊
し
切
れ
な
い
程
の
德
を
備
え
る
」
と
い
う
、
ま
っ
た
く
相
反
す
る
方
向
の
二
通
り
の
意
味
を
表
し
得
た
こ
と
、
そ
の
理
由
を
考
え

る
上
で
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
ま
で
『
論
語
』
季
氏
篇
と
泰
伯
篇
に
見
え
る
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
に
つ
い
て
、檢
討
し
て
き
た
。
阮
元
本
に
よ
る
限
り
、季
氏
篇
は
「
無

德
而
稱
」
で
、
齊
の
景
公
に
稱
贊
す
る
程
の
德
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
泰
伯
篇
は
「
無
得
而
稱
」
で
、
人
民
が
泰
伯
の
謙
讓
の
美
德
を
（
知

ら
な
い
で
い
る
た
め
に
）
稱
贊
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
つ
つ
、
そ
の
背
後
に
稱
贊
し
切
れ
な
い
程
に
泰
伯
の
德
の
至
高
な
る
こ
と
を
も
意
識
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
兩
者
と
も
に
「
德
」
字
と
「
得
」
字
に
つ
い
て
異
本
が
存
在
し
た
こ
と
に
も
、
注
意
が
必
要
と
な

ろ
う
。
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二　
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
用
法
―
『
論
語
』
の
一
部
か
否
か

前
節
で
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
と
い
う
成
句
が
『
論
語
』
季
氏
篇
と
泰
伯
篇
に
出
る
こ
と
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
お
け
る
意
味
を
確
認
し
た
。

で
は
こ
の
成
句
が
後
世
、
實
際
に
は
ど
う
用
い
ら
れ
た
の
か
。
ま
ず
は
正
史（

9
）で

の
用
例
を
見
て
い
き
た
い
。

『
史
記
』『
漢
書
』
で
は
、「
無
德
而
稱
」
の
用
例
は
な
く
、「
無
得
而
稱
」
が
一
例
ず
つ
あ
る
。
そ
し
て
『
史
記
』『
漢
書
』
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

呉
に
關
わ
る
話
の
中
で
、『
論
語
』
泰
伯
篇
の
言
葉
と
し
て
、『
論
語
』
の
前
後
の
文
脈
を
伴
う
形
で
引
か
れ
て
い
る（
10
）。

『
後
漢
書
』
で
は
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
用
例
が
複
數
見
え
る
。
後
漢
當
時
に
發
せ
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
記
錄
さ
れ
る
例
か
ら
紹
介
す
れ
ば
、

一
例
目
は
列
傳
三
十
二
・
光
武
十
王
傳
・
濟
南
安
王
康
で
、
永
元
年
間
（
八
九
〜
一
〇
五
）
の
初
め
、
贅
澤
三
昧
の
濟
南
安
王
・
劉
康
を
諫
め
た

何
敞
の
言
葉
の
中
に
、「
景
公
千
駟
、
民
無
稱
焉
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
嚴
密
に
は
「
民
無
稱
焉
」
で
あ
っ
て
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
で
は
な
い
が
、

李
賢
注
も
基
づ
く
と
こ
ろ
を
『
論
語
』
季
氏
篇
と
す
る（
11
）通

り
、
贅
澤
を
し
て
民
衆
か
ら
稱
贊
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
齊
の
景
公
を
引
き
合
い
に
出

し
て
、
や
は
り
贅
澤
に
明
け
暮
れ
る
劉
康
を
諫
め
た
の
で
あ
る
。

二
例
目
は
列
傳
五
十
七
・
黨
錮
傳
・
劉
祐
で
、
延
篤
か
ら
の
書
簡
の
中
に
「
昔
太
伯
三
讓
、
人
無
德
而
稱
焉
」
と
あ
る
。
李
賢
注
は
こ
れ
に
對

し
て
「
三
讓
、
解
見
和
紀
」
と
言
う
。
そ
こ
で
本
紀
四
・
和
帝
紀
に
目
を
轉
じ
る
と
、
そ
こ
に
は
章
和
二
年
（
八
八
）
三
月
庚
戌
に
皇
太
后
が
發

し
た
詔
が
見
え
、
鄧
彪
が
弟
に
封
を
讓
っ
た
こ
と
を
「
三
讓
彌
高
」
と
嘉
す
る
言
葉
に
對
し
、
李
賢
注
が
『
論
語
』
泰
伯
篇
と
そ
の
鄭
玄
注
を
引

い
て
い
る
の
で
あ
る（
12
）。

黨
錮
傳
・
劉
祐
に
お
け
る
「
人
無
德
而
稱
焉
」
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

た
だ
延
篤
の
書
簡
中
に
見
え
る
文
が
、「
人
無
德
而
稱
焉
」
と
「
德
」
字
に
作
る
點
に
は
、少
し
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、黨
錮
傳
・

劉
祐
の
李
賢
注
は
和
帝
紀
を
參
照
せ
よ
と
言
っ
て
、
そ
こ
で
引
か
れ
る
『
論
語
』
泰
伯
篇
は
「
民
無
得
而
稱
焉
」
と
「
得
」
字
に
作
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
和
帝
紀
の
李
賢
注
で
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
の
本
文
の
み
な
ら
ず
、
鄭
玄
注
を
も
合
わ
せ
て
引
い
て
お
り
、
あ
る
い
は
鄭
玄
注
『
論
語
』
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の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
た
か
ら
「
得
」
字
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
假
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
鄭
玄
（
一
二
七
〜
二
〇
〇
）
と
同
じ
後
漢
の
延
篤

（
？
〜
一
六
七
）
が
「
德
」
字
の
テ
キ
ス
ト
を
書
簡
中
に
引
用
し
て
お
り
、
後
漢
に
は
泰
伯
篇
に
つ
い
て
、「
得
」
字
と
「
德
」
字
の
兩
テ
キ
ス
ト

が
併
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、「
德
」
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在
は
、
前
節
に
『
經
典
釋
文
』
を
擧
げ
て
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。
も
っ
と

も
現
行
本
『
後
漢
書
』
の
文
字
だ
け
か
ら
輕
率
に
議
論
で
き
な
い
こ
と
も
、
す
で
に
泰
伯
篇
に
お
け
る
阮
元
の
校
勘
記
の
議
論
に
對
し
て
注
意
し

た
如
く
で
あ
る
の
で
、
今
は
指
摘
す
る
に
止
め
て
お
く
。

さ
て
以
上
は
後
漢
當
時
の
用
例
で
あ
っ
た
が
、『
後
漢
書
』
で
は
、
そ
の
撰
者
た
る
范
曄
の
「
論
」
の
中
に
も
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
用
例

が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
先
に
『
論
語
』
泰
伯
篇
の
阮
元
の
校
勘
記
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
列
傳
二
十
七
・
丁
鴻
傳
の
論
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
「
論
曰
、
孔
子
曰
、
太
伯
三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
」
と
さ
れ
、
李
賢
注
も
「
此
上
論
語
載
孔
子
之
言
也
」
と
言
っ
た
上
で
鄭
玄
注
を

引
い
て
い
た
よ
う
に
、『
論
語
』
泰
伯
篇
の
語
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

范
曄
の
論
に
は
、
も
う
一
例
の
「
無
德
而
稱
」
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
諸
例
に
比
し
て
、
異
例
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
列
傳
四
十
三
・
黃
憲
傳
の
論
で
あ
る
。

論
曰
、
黃
憲
言
論
風
旨
、
無
所
傳
聞
、
然
士
君
子
見
之
者
、
靡
不
服
深
遠
、
去
玼
吝
。
將
以
道
周
性
全
、
無
德
而
稱
乎
（
李
賢
注
、
道
周
備
、

性
全
一
。
無
德
而
稱
、
言
其
德
大
無
能
名
焉
）。

論
に
言
う
「
黃
憲
の
議
論
や
風
操
は
、
實
際
に
傳
え
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
士
人
君
子
た
ち
が
彼
に
出
會
う
と
、
誰
も
が
そ
の

奧
深
さ
に
感
服
し
、
自
ら
の
缺
點
を
改
め
た（
13
）。

道
が
普
く
備
わ
り
、
性
が
一
つ
に
貫
か
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
そ
の
德
は
表
現
し
よ
う
が

な
い
の
だ
な
あ
（
李
賢
注
、
道
は
普
く
備
わ
り
、
性
は
一
つ
に
貫
か
れ
て
い
た
。『
無
德
而
稱
』
と
は
、
そ
の
德
が
宏
大
で
名
狀
し
難
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
）」。

こ
の
黃
憲
傳
の
范
曄
の
論
に
見
え
る
「
無
德
而
稱
」
と
い
う
表
現
に
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
『
後
漢
書
』
の
諸
例
、
さ
ら
に
「
無
得
而
稱
」
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な
が
ら
『
史
記
』『
漢
書
』
の
例
と
は
、大
き
く
異
な
る
特
徵
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
の
他
の
例
が
「
景
公
千
駟
」
や
「
太
伯
三
讓
」
な
ど
を
伴
っ

て
、
要
す
る
に
『
論
語
』
季
氏
篇
や
泰
伯
篇
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
結
果
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
こ
の
例
で
は
「
無
德
而
稱
」
が
單
獨
で

用
い
ら
れ
、
一
見
し
て
『
論
語
』
に
基
づ
く
か
が
わ
か
ら
な
い
。
李
賢
注
も
、
そ
の
他
の
例
で
は
基
づ
く
『
論
語
』
季
氏
篇
も
し
く
は
泰
伯
篇
を

明
示
す
る
こ
と
で
注
釋
に
代
え
て
い
た
の
に
、
こ
こ
で
は
『
論
語
』
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

ま
た
如
上
の
形
式
面
の
他
に
、「
無
德
而
稱
」
の
解
釋
も
、
こ
の
黃
憲
傳
の
論
の
例
は
些
か
特
殊
で
は
な
い
か
。『
論
語
』
の
本
文
を
伴
う
諸
例

は
、『
後
漢
書
』
で
あ
れ
ば
李
賢
注
が
『
論
語
』
本
文
や
鄭
玄
注
を
引
用
す
る
の
み
で
、
特
に
「
無
德
而
稱
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
説
か
な
い

か
ら
、
い
ず
れ
も
前
節
に
見
た
よ
う
な
舊
來
の
『
論
語
』
の
解
釋
に
沿
っ
て
、「
無
德
而
稱
」
を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
特
に
注
釋
は
な
い
も
の
の
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
「
無
得
而
稱
」
も
同
樣
と
見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
黃
憲
傳
の
論
で
は
、
李
賢
注
は
わ
ざ
わ
ざ
「
無
德
而
稱
、
言
其
德
大
無
能
名
焉
」
と
解
説
を
施
す
。『
論
語
』
に
言
及
せ
ず
、

さ
ら
に
獨
自
に
「
無
德
而
稱
」
の
意
味
を
解
説
す
る
の
は
、
そ
の
他
の
『
後
漢
書
』
で
の
例
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
こ
の

「
無
德
而
稱
」
が
、
た
だ
『
論
語
』
季
氏
篇
や
泰
伯
篇
の
「
無
德
而
稱
」
を
引
い
た
も
の
と
は
異
な
る
と
の
認
識
が
李
賢
注
に
は
あ
り
、
ま
た
そ

の
意
味
も
舊
來
の
『
論
語
』
の
そ
れ
を
當
て
は
め
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
考
え
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
實
は
こ
の
黃
憲
傳
論
の

「
無
德
而
稱
」
こ
そ
、『
漢
語
大
詞
典
』
が
本
稿
冒
頭
に
提
示
し
た
第
二
の
意
味
「
謂
德
高
不
可
言
狀
」
に
對
す
る
用
例
と
し
て
、
擧
げ
る
も
の
に

他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
、「
無
德
而
稱
」
の
第
二
の
意
味
「
謂
德
高
不
可
言
狀
」
に
對
し
、『
後
漢
書
』
黃
憲
傳
論
と
そ
れ
に
對
す
る
李
賢
注
を

提
示
す
る
。
そ
し
て
黃
憲
傳
論
に
お
け
る
「
無
德
而
稱
」
の
句
に
よ
っ
て
范
曄
が
言
い
た
か
っ
た
内
容
は
、
李
賢
注
が
解
説
す
る
通
り
で
あ
ろ
う

こ
と
に
、
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
た
だ
前
節
で
少
し
く
觸
れ
た
よ
う
に
、『
論
語
』
泰
伯
篇
で
の
「
無
得
而
稱
」
は
、
單
純
に
人
民
が
泰
伯
の
三

讓
の
美
德
を
知
ら
な
か
っ
た
が
た
め
に
顯
彰
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
、
そ
れ
程
ま
で
に
至
高
な
る
德
を
泰
伯
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が
備
え
て
い
た
こ
と
を
賞
嘆
す
る
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
お
り
、
實
際
に
「
無
德
而
稱
」
に
作
る
本
が
存
在
し
た
樣
子
も
、『
經
典
釋
文
』
に
示
さ

れ
て
い
た
。
す
る
と
こ
の
黃
憲
傳
論
の
「
無
德
而
稱
」
は
、
范
曄
に
よ
る
獨
創
や
濫
用
と
も
言
え
ず
、『
論
語
』
泰
伯
篇
を
踏
ま
え
た
表
現
、
解

釋
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

黃
憲
傳
論
の
范
曄
に
よ
る
「
無
德
而
稱
」
が
、『
論
語
』
泰
伯
篇
を
踏
ま
え
た
も
の
か
否
か
は
、
後
に
議
論
の
對
象
と
す
る
の
で
一
先
ず
措
き
、

少
な
く
と
も
明
確
に
『
論
語
』
の
一
部
と
し
て
で
は
な
く
、
單
獨
で
「
無
德
而
稱
」
の
四
字
を
用
い
る
例
は
、
こ
れ
が
正
史
の
中
で
は
初
出
と
言

え
る
。

范
曄
（
三
九
八
〜
四
四
五
）
と
近
い
時
代
で
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
正
史
で
は
な
い
が
、
後
漢
と
范
曄
の
間
に
位

置
す
る
西
晉
・
左
思
（
二
五
三
？
〜
三
〇
七
？
）
の
「
呉
都
賦
」（『
文
選
』
卷
五（
14
））

に
は
、
呉
を
立
派
な
國
に
導
い
た
人
物
と
し
て
太
伯
と
季

札
を
擧
げ
、
太
伯
に
つ
い
て
「
こ
の
上
な
い
德
を
打
ち
立
て
て
偉
大
な
る
呉
國
を
創
業
し
た
が
、
世
間
で
は
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
稱
揚
す
る
こ
と

が
で
き
ず
に
い
た
（
建
至
德
以
剏
洪
業
、世
無
得
而
顯
稱
）」
と
あ
る
。
太
伯
（
泰
伯
）
を
「
至
德
」
と
し
、そ
れ
を
世
の
人
々
が
稱
贊
で
き
な
か
っ

た
と
言
っ
て
、
明
ら
か
に
『
論
語
』
泰
伯
篇
を
踏
ま
え
て
お
り
、
劉
淵
林
の
注
も
そ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
正
史
で
は
『
晉
書
』
卷
一
百
二
十
四
・
載
記
・
慕
容
盛
で
、
慕
容
盛
（
三
七
三
〜
四
〇
一
）
が
次
の
よ
う
に
發
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

『
論
語
』
泰
伯
篇
を
用
い
た
極
め
て
標
準
的
な
用
法
と
言
え
る
。

夫
非
常
之
人
、
然
後
能
立
非
常
之
事
。
非
常
人
之
所
見
也
、
亦
猶
太
伯
之
三
讓
、
人
無
德
而
稱
焉
。

い
っ
た
い
非
凡
な
る
人
物
で
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
非
凡
な
る
事
績
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
。
凡
人
に
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
の
は
、
あ
た
か

も
太
伯
の
三
度
の
謙
讓
の
美
德
に
つ
い
て
、
人
民
が
稱
贊
し
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る（
15
）。

續
い
て
『
宋
書
』
卷
一
百
・
自
序
の
例
を
紹
介
し
た
い
。
沈
璞
（
四
一
六
〜
四
五
三
）
は
「
舊
宮
賦
」
に
着
手
し
た
が
な
か
な
か
完
成
せ
ず
、

そ
れ
を
劉
濬
（
四
二
九
〜
四
五
三
）
が
責
め
た
。
こ
れ
に
對
す
る
沈
璞
の
回
答
が
劉
濬
を
滿
足
さ
せ
、
劉
濬
は
さ
ら
に
主
簿
の
顧
邁
と
孔
道
存
に
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宛
て
て
書
簡
を
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

又
與
主
簿
顧
邁
・
孔
道
存
書
曰
、
沈
璞
淹
思
踰
歲
、
卿
研
慮
數
旬
、

麗
之
美
、
信
同
在
昔
。
向
聊
問
之
、
而
還
答
累
翰
、
辭
藻
豔
逸
、
致

慰
良
多
。
既
欣
股
肱
備
此
髦
楚
、還
慚
豫
躬
無
德
而
稱
。
復
裁
少
字
、宣
志
於
璞
、聊
因
尺
紙
、使
卿
等
具
知
厥
心
（
原
注
、此
書
眞
本
猶
存
）。

（
劉
濬
は
）
ま
た
主
簿
の
顧
邁
・
孔
道
存
に
書
簡
を
送
っ
て
言
っ
た
「
沈
璞
が
あ
れ
こ
れ
と
文
章
を
練
る
こ
と
一
年
以
上
、
二
人
（
顧
邁
・

孔
道
存
）
が
思
慮
を
巡
ら
せ
る
こ
と
幾
十
日
、
き
ら
び
や
か
な
文
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
ま
っ
た
く
古
人
た
ち
と
同
等
で
あ
る
。
先
に
も
少
し

ば
か
り
お
う
か
が
い
し
た
だ
け
な
の
に
、
返
答
の
手
紙
を
忝
な
く
し
、
そ
の
言
葉
は
潤
美
に
し
て
飄
逸
で
、
私
の
心
を
大
變
に
慰
撫
し
て
く

れ
た
。
私
の
周
圍
に
こ
の
よ
う
な
英
傑
の
士
た
ち
が
い
て
く
れ
る
の
は
喜
ば
し
い
が
、
私
自
身
の
方
が
稱
贊
す
る
に
足
る
德
を
何
ら
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
こ
と
に
恥
じ
入
る
ば
か
り
だ
。
再
び
わ
ず
か
ば
か
り
の
文
章
を
書
い
て
、
私
の
氣
持
ち
を
沈
璞
に
述
べ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、

こ
の
書
信
に
託
し
て
、
君
ら
二
人
に
も
こ
の
心
の
内
を
事
細
か
に
了
解
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
」（
原
注
、
こ
の
書
簡
の
原
物
は
ま
だ
殘
っ

て
い
る
）。

こ
の
書
簡
に
お
け
る
「
無
德
而
稱
」
は
、
沈
璞
や
書
簡
の
相
手
で
あ
る
顧
邁
・
孔
道
存
に
比
し
て
、
自
ら
が
取
り
立
て
て
稱
贊
す
べ
き
德
も
な

い
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
う
と
の
意
味
で
あ
り
、
す
る
と
『
論
語
』
季
氏
篇
を
踏
ま
え
た
表
現
に
な
ろ
う
。『
論
語
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が

明
確
で
あ
る
と
い
う
點
で
は
、近
い
時
代
の
左
思
や
『
晉
書
』
載
記
・
慕
容
盛
の
例
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
范
曄
の
黃
憲
傳
論
の
場
合
と
同
樣
、「
無

德
而
稱
」
に
『
論
語
』
の
「
景
公
」
や
「
三
讓
」「
至
德
」
と
い
っ
た
情
報
が
伴
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
范
曄
や
劉
濬
な

ど
南
朝
に
な
っ
て
、「
無
德
而
稱
」
と
い
う
成
句
が
『
論
語
』
の
中
で
の
一
句
と
い
う
扱
い
を
離
れ
て
、
單
獨
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
實
際
、
南
朝
に
あ
っ
て
は
、「
無
德
而
稱
」
や
「
無
得
而
稱
」
と
い
う
成
句
が
單
獨
で
多
用

さ
れ
る
に
至
る
。
次
節
で
は
そ
の
樣
相
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
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三　

南
朝
に
お
け
る
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
―
用
例
と
内
容

本
節
で
は
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
單
獨
で
の
使
用
例
が
急
增
す
る
南
朝
に
專
ら
焦
點
を
當
て
る
。
具
體
的
に
は
南
朝
の
文
人
の
生
年
順
（
た

だ
し
行
論
の
都
合
上
、
一
部
順
序
を
入
れ
替
え
た
）
に
そ
の
使
用
例
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
謝
莊
（
四
二
一
〜
四
六
六
）
の
「
舞
馬
賦
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
宋
書
』
卷
八
十
五
・
謝
莊
傳
に
載
錄
さ
れ
、
同

傳
前
後
の
謝
莊
の
經
歷
よ
り
推
す
に
、
大
明
二
年
（
四
五
八
）
か
ら
同
五
年
（
四
六
一
）
の
間
の
こ
と
、
河
南
の
舞
馬
が
中
央
に
獻
上
さ
れ
た
際

に
、
群
臣
に
敕
命
で
詠
じ
さ
せ
た
も
の
の
内
の
一
篇
で
あ
る
。
謝
莊
は
國
家
に
と
っ
て
瑞
祥
が
有
す
る
意
義
を
述
べ
連
ね
、
そ
の
最
後
を
、
宋
朝

を
贊
嘆
す
る
形
で
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。

然
後
悟
聖
朝
之
績
、
號
慶
榮
之
烈
。
比
盛
乎
天
地
、
爭
明
乎
日
月
、
茂
實
冠
於
胥
・
庭
、
鴻
名
邁
於
勛
・
發
。
業
底
於
告
成
、
道
臻
乎
報
謁
、

巍
巍
乎
、
蕩
蕩
乎
、
民
無
得
而
稱
焉
。

こ
う
し
て
本
朝
の
優
れ
た
事
績
に
思
い
至
り
、
輝
か
し
き
瑞
祥
の
素
晴
ら
し
さ
を
言
明
す
る
。
盛
大
さ
は
天
地
に
も
竝
ぶ
程
で
、
明
々
た
る

樣
は
日
月
と
競
い
合
い
、
立
派
な
實
績
は
赫
胥
氏
・
大
庭
氏
を
も
凌
ぎ
、
宏
大
な
名
聲
は
放
勛
（
堯
）・
發
（
武
王
）
に
も
勝
る
。
功
業
は

天
に
報
告
す
べ
き
も
の
で
、
道
義
は
祖
先
に
傳
達
す
べ
き
も
の
で
、
こ
の
上
な
く
崇
高
、
遙
か
遠
大
に
し
て
、
人
民
が
稱
贊
し
よ
う
の
な
い

程
で
あ
る
。

舞
馬
と
い
う
瑞
祥
が
出
現
し
た
宋
朝
を
絶
贊
す
る
句
を
竝
べ
立
て
、そ
の
締
め
括
り
を
「
無
得
而
稱
」
の
表
現
が
擔
う
。
し
か
も
こ
こ
で
は
「
無

得
而
稱
」
に
よ
っ
て
、
范
曄
の
黃
憲
傳
論
に
お
け
る
「
無
德
而
稱
」
と
同
樣
の
意
味
を
表
出
し
て
い
る
。
こ
の
事
實
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
泰

伯
篇
の
「
無
得
而
稱
」
に
、「
無
德
而
稱
」
と
作
る
異
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
ら
れ
た
い
。

こ
の
よ
う
な
、
對
象
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
」
と
聲
高
に
主
張
す
る
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
用
法
を
、
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以
下
「
絶
贊
型
」
と
呼
稱
す
る
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、『
南
齊
書
』
卷
一
・
高
帝
紀
上
に
見
え
る
、宋
か
ら
南
齊
へ
の
禪
讓
に
際
し
て
の
詔
で
あ
る
。
こ
れ
は
昇
明
三
年
（
四
七
九
）

の
三
月
辛
卯
に
下
さ
れ
た
。

辛
卯
、
宋
帝
禪
位
、
下
詔
曰
、
…
…
相
國
齊
王
…
…
道
邁
於
重
華
、
勳
超
乎
文
命（
16
）、

蕩
蕩
乎
無
得
而
稱
焉
。

辛
卯
、
宋
帝
（
順
帝
・
劉
準
）
は
帝
位
を
（
蕭
道
成
に
）
禪
讓
し
、
詔
を
下
し
て
言
っ
た
「
…
…
相
國
・
齊
王
（
南
齊
高
帝
・
蕭
道
成
）
は
、

…
…
道
德
は
虞
舜
に
も
勝
り
、
功
勳
は
夏
禹
を
も
凌
ぎ
、
遙
か
遠
大
に
し
て
、
稱
贊
し
よ
う
の
な
い
程
で
あ
る
」。

こ
の
禪
讓
の
詔
の
作
者
に
つ
い
て
、『
南
齊
書
』
卷
二
十
三
・
王
儉
傳
に
は
「
時
に
大
い
な
る
禪
讓
の
式
典
が
擧
行
さ
れ
よ
う
と
し
、
王
儉
は

南
齊
王
朝
の
創
業
を
輔
佐
し
、
儀
注
や
詔
書
は
す
べ
て
王
儉
の
手
に
成
っ
た
。
褚
淵
は
た
だ
禪
讓
の
詔
の
文
章
を
著
し
た
だ
け
で
、
王
儉
に
も
一

緒
に
文
章
を
練
ら
せ
た
（
時
大
典
將
行
、
儉
爲
佐
命
、
禮
儀
詔
策
、
皆
出
於
儉
。
褚
淵
唯
爲
禪
詔
文（
17
）、

使
儉
參
治
之
）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
從

え
ば
、
禪
讓
の
詔
は
褚
淵
（
四
三
五
〜
四
八
二
）
が
主
に
筆
を
執
り
、
王
儉
（
四
五
二
〜
四
八
九
）
の
あ
る
程
度
の
潤
色
も
加
わ
っ
た
結
果
の
文

章
と
な
る
。
こ
こ
で
の
「
無
得
而
稱
」
は
、
ま
さ
に
南
齊
王
朝
を
創
業
せ
ん
と
し
て
い
る
蕭
道
成
の
「
道
」
や
「
勳
」
を
絶
贊
し
、
そ
れ
が
稱
贊

し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。「
蕩
蕩
乎
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
點
も
含
め
、
謝
莊
「
舞
馬
賦
」
と
同
樣
の
「
絶
贊
型
」

で
あ
る
。

樂
藹
は
具
體
的
な
生
卒
年
は
不
明
な
が
ら
、『
南
齊
書
』
卷
二
十
二
・
豫
章
文
獻
王
嶷
傳
に
「
羣
吏
中
南
陽
樂
藹
・
彭
城
劉
繪
・
吳
郡
張
稷
最

被
親
禮
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
豫
章
文
獻
王
・
蕭
嶷
（
四
四
四
〜
四
九
二
）
と
親
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
樂
藹
が
、
沈
約
に
對
し
て
蕭
嶷

へ
の
墓
誌
を
撰
述
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
た
書
簡
が
、
豫
章
文
獻
王
嶷
傳
に
は
載
錄
さ
れ
て
い
る（
18
）。

藹
又
與
右
率
沈
約
書
曰
、
夫
道
宣
餘
烈
、
竹
帛
有
時
先
朽
、
德
孚
遺
事
、
金
石
更
非
後
亡
。
丞
相
獨
秀
生
民
、
傍
照
日
月
。
標
勝
丘
園
、
素

履
穆
於
忠
義
、
譽
應
華

、
功
迹
著
於
弼
諧
。
無
得
而
稱
、
理
絶
照
載
。
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樂
藹
は
ま
た
右
率
の
沈
約
に
書
簡
を
送
り
言
っ
た
「
い
っ
た
い
道
に
つ
い
て
生
前
に
な
さ
れ
た
功
業
を
述
べ
立
て
て
も
、（
そ
れ
を
記
し
た
）

竹
帛
が
先
行
し
て
朽
ち
果
て
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
德
に
つ
い
て
後
世
に
遺
す
べ
き
事
績
を
明
る
み
に
出
し
て
も
、（
そ
れ
を
刻
ん
だ
）

金
石
が
よ
り
遲
れ
て
失
わ
れ
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
丞
相
（
蕭
嶷
）
は
世
に
抜
き
ん
出
た
人
物
で
あ
り
、
日
月
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
存
在
で

す
。
高
尚
な
る
道
を
辯
え
愼
ま
し
や
か
に
暮
ら
し
、
平
素
の
行
爲
は
忠
貞
義
烈
の
精
神
に
和
ら
ぎ
、
評
判
が
起
こ
っ
て
貴
顯
の
士
に
仲
間
入

り
し
、
功
業
事
績
が
朝
廷
の
政
治
を
輔
佐
す
る
形
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
言
葉
に
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
記
錄
に
留
め
ら
れ
る

範
圍
を
超
絶
し
て
い
ま
す
」。

こ
の
書
簡
で
は
、
優
れ
た
人
物
の
事
績
を
竹
帛
や
金
石
に
明
記
し
宣
揚
し
て
も
、
な
お
そ
れ
が
傳
承
さ
れ
な
い
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た

上
で
、蕭
嶷
の
事
績
を
抽
象
的
な
が
ら
も
述
べ
る
。
そ
の
後
で
「
無
得
而
稱
、理
絶
照
載
」
と
言
う
の
だ
が
、ま
ず
「
理
絶
照
載
」
に
つ
い
て
、「
照

載
」
の
語
は
先
行
す
る
用
例
を
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
は
っ
き
り
と
蕭
嶷
の
事
績
を
記
載
す
る
こ
と
と
考
え
る
。
す
る
と
「
理
絶
照
載
」
は
訓
讀

す
れ
ば
「
理
は
照
載
を
絶
つ
」、
つ
ま
り
蕭
嶷
の
事
績
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
故
に
記
載
で
き
る
道
理
が
な
い
、
と
い
う
意
味
に
解
せ
よ
う（
19
）。

そ
し
て
對
を
成
す
「
無
得
而
稱
」
は
、
蕭
嶷
の
事
績
の
偉
大
さ
が
筆
舌
に
盡
く
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か（
20
）。

こ
こ

で
の
「
無
得
而
稱
」
は
、「
絶
贊
型
」
と
も
見
な
せ
る
が
、
蕭
嶷
の
事
績
を
絶
贊
す
る
意
圖
の
下
、
そ
れ
が
言
語
化
し
得
な
い
と
主
張
す
る
こ
と

に
力
點
を
置
い
た
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

任
昉
（
四
六
〇
〜
五
〇
八
）
は
計
三
つ
の
「
無
得
而
稱
」
の
用
例
が
あ
る
。
ま
ず
は
『
文
選
』
に
採
錄
さ
れ
た
二
例
を
見
た
い
。
一
例
目
は
卷

三
十
六
の
「
宣
德
皇
后
令
」
で
あ
る
。
南
齊
最
末
期
の
中
興
二
年
（
五
〇
二
）、
帝
位
を
狙
う
蕭
衍
（
後
の
梁
の
武
帝
）
は
、
梁
公
の
位
を
受
け

る
よ
う
勸
め
る
内
容
で
こ
の
「
宣
德
皇
后
令
」
を
出
さ
せ
た
の
だ
が
、
任
昉
は
蕭
衍
が
南
齊
の
東
昏
侯
を
征
伐
し
た
樣
子
を
次
の
よ
う
に
詠
じ
て

い
る
。惟

彼

僮
、
窮
凶
極
虐
、
衣
冠
泯
絶
、
禮
樂
崩
喪
。
既
而
鞠
旅
誓
衆
、
言
謀
王
室
、
白
羽
一
麾
、
黃
鳥
底
定
、
甲
既
鱗
下
、
車
亦
瓦
裂
、
致
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天
之
届
、
拱
揖
群
后
。
豐
功
厚
利
、
無
得
而
稱
。

あ
の
東
昏
侯
の
野
郞
が
、
極
惡
非
道
の
限
り
を
盡
く
し
、
士
人
た
ち
は
す
っ
か
り
い
な
く
な
り
、
禮
樂
文
化
は
崩
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
間

も
な
く
（
蕭
衍
が
）
軍
勢
に
號
令
を
か
け
て
誓
い
を
立
て
、
齊
王
室
の
た
め
に
計
略
を
巡
ら
し
、
白
色
の
軍
旗
が
ひ
と
た
び
振
ら
れ
、
黃
鳥

の
御
旗
が
位
置
を
定
め
る
と
、（
東
昏
侯
の
軍
勢
の
）
甲
冑
は
鱗
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
と
落
下
し
、
戰
車
も
瓦
の
よ
う
に
碎
け
散
り
、（
蕭
衍

は
）
天
か
ら
の
誅
伐
を
下
す
と
、
百
官
の
者
た
ち
に
敬
意
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
豐
富
な
功
績
と
手
厚
い
恩
惠
と
は
、
稱
贊
し
よ
う
も
な

い
程
で
あ
る
。

こ
れ
は
先
の
褚
淵
（
と
王
儉
）
に
よ
る
宋
か
ら
南
齊
へ
の
禪
讓
の
詔
と
同
趣
旨
の
用
法
で
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
世
の
支
配
者
と
な
る
蕭
衍
が
、

東
昏
侯
を
壞
滅
さ
せ
た
功
績
を
「
豐
功
厚
利
」
と
ま
と
め
、
そ
れ
が
稱
贊
し
得
な
い
程
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
典
型
的
な
「
絶
贊
型
」
と

言
え
る
。

も
う
一
例
は
卷
三
十
八
の
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
（
范
始
興
の
爲
め
に
作
り
て
太
宰
の
碑
を
立
つ
る
を
求
む
る
表
）」
で
あ
る
。
太
宰

は
蕭
子
良
（
四
六
〇
〜
四
九
四
）
で
あ
り
、
彼
の
死
後
に
あ
っ
た
立
碑
の
計
畫（
21
）に

伴
う
文
章
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
蕭
子
良
が
南
齊
王
室
の
一
員

と
し
て
國
家
に
寄
與
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ（
22
）、

そ
の
後
、
そ
れ
と
對
比
さ
れ
る
形
で
次
の
よ
う
な
文
章
が
續
く
。

若
夫
一
言
一
行
、
盛
德
之
風
、
琴
書
藝
業
、
述
作
之
茂
、
道
非
兼
濟
、
事
止
樂
善
、
亦
無
得
而（
23
）稱

焉
。

あ
の
一
つ
一
つ
の
言
動
に
う
か
が
え
る
、
盛
大
な
る
德
を
備
え
た
風
格
、
琴
や
書
や
藝
術
に
お
け
る
、
實
作
者
と
し
て
の
立
派
さ
は
、
道
義

の
面
で
は
世
の
中
ま
で
も
救
う
類
の
も
の
で
は
な
く
、
事
柄
と
し
て
は
自
ら
に
善
を
見
出
す
だ
け
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
さ

え
も
稱
贊
さ
れ
ず
に
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
蕭
子
良
の
た
め
の
立
碑
の
認
可
を
願
い
出
る
文
章
で
あ
り
、
こ
の
後
で
は
さ
ら
に
蕭
子
良
の
生
前
の
關
係
者
た
ち
が
、
絹
と
筆
を
手
に

そ
の
行
跡
を
書
き
留
め
よ
う
と
待
望
す
る
樣
子
が
嘆
じ
ら
れ
て
い
る（
24
）。

す
る
と
直
前
に
述
べ
ら
れ
た
蕭
子
良
に
よ
る
國
家
へ
の
寄
與
を
踏
ま
え
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つ
つ
、「
琴
書
藝
業
、
述
作
之
茂
」
と
い
っ
た
、
世
の
中
の
た
め
に
す
る
（
兼
濟
）
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
た
め
に
す
る
（
樂
善
）
よ
う
な

事
績（
25
）で

す
ら
、「
無
得
而
稱
焉
」、
つ
ま
り
ま
だ
言
葉
に
さ
れ
て
い
な
い
、
文
字
化
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
事
績
の
言
語
化
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
點
で
、
先
に
紹
介
し
た
樂
藹
の
使
用
例
と
接
近
す
る
。
ち
ょ
う
ど
樂
藹
の
例
も
蕭
嶷

の
た
め
の
立
碑
を
願
っ
て
物
さ
れ
た
書
簡
で
あ
り
、「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
で
は
他
で
も
な
い
蕭
嶷
の
立
碑
を
先
例
と
し
て
ほ
し
い
旨

を
述
べ
て
い
る（
26
）か

ら
、
兩
者
に
は
影
響
關
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
樂
藹
の
例
で
は
「
無
得
而
稱
」
に
よ
っ
て
、
蕭

嶷
の
事
績
が
偉
大
で
あ
る
が
故
に
言
語
で
は
表
現
し
難
い
こ
と
を
强
調
し
て
い
た
の
に
對
し
、こ
の
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
の
場
合
は
、

よ
り
大
き
く
顯
彰
す
べ
き
は
や
は
り
蕭
子
良
の
王
室
の
一
員
と
し
て
の
國
家
に
對
す
る
貢
獻
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
一
籌
を
輸
す
る
事
績
す
ら
も
言

葉
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
だ
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
訴
え
た
い
の
で
あ
り
、
や
や
ト
ー
ン
が
異
な
る
と
言
え
よ
う
。

任
昉
の
第
三
の
例
は
、
い
ま
取
り
上
げ
た
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
に
も
登
場
し
た
范
雲
（
四
五
一
〜
五
〇
三
）
が
沒
し
た
折
、
任
昉

が
沈
約
に
與
え
た
書
簡
の
中
に
見
え
る
。
范
雲
は
『
梁
書
』
卷
二
・
武
帝
本
紀
中
に
、
天
監
二
年
（
五
〇
三
）
五
月
丁
巳
に
亡
く
な
っ
た
と
明
記

さ
れ
る
。『
藝
文
類
聚
』
卷
三
十
四
・
人
部
十
八
・
哀
傷
に
引
か
れ
る
こ
の
書
簡
は
、「
范
僕
射
は
と
う
と
う
病
か
ら
回
復
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
（
范

僕
射
遂
不
救
疾
）」
と
切
り
出
さ
れ
た
後
、
范
雲
の
事
績
を
竝
べ
て
い
く
。
具
體
的
に
は
家
庭
で
は
孝
行
者
で
あ
り
、
朝
廷
で
は
躊
躇
う
こ
と
な

く
諫
言
し
、
家
族
や
友
人
の
た
め
に
俸
祿
を
分
け
與
え
、
梁
王
朝
創
業
の
た
め
に
身
を
捧
げ
、
友
人
と
の
付
き
合
い
で
は
江

の
遺
兒
を
慈
し
み
、

王

の
た
め
に
葬
儀
を
出
し
て
や
っ
た
こ
と
で
あ
り（
27
）、

す
べ
て
『
梁
書
』
卷
十
三
と
『
南
史
』
卷
五
十
七
の
范
雲
傳
に
對
應
す
る
記
事
を
見
出

だ
し
得
る
。
そ
し
て
以
上
の
事
績
を
、「
則
惟
其
常
、
無
得
而
稱
矣
」
と
ま
と
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
則
惟
其
常
」
は
、『
詩
』
小
雅
・
十
月
之
交
「
日
月
告
凶
、
不
用
其
行
、
四
國
無
政
、
不
用
其
良
。
彼
月
而
食
、
則
維
其
常
、
此
日
而
食
、

于
何
不
臧
」
の
「
則
維
其
常
」
に
基
づ
こ
う
。
十
月
之
交
の
詩
は
「
太
陽
や
月
が
凶
惡
の
兆
し
を
示
す
の
は
、
日
蝕
や
月
蝕
と
い
う
不
規
則
な
運

行
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
四
方
の
國
々
が
善
政
を
敷
か
ず
、
良
才
を
任
用
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
月
蝕
と
い
う
不
規
則
は
、
よ
く
生
じ
る
常
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例
と
も
言
え
よ
う
が
、
日
蝕
と
い
う
不
規
則
は
、
何
の
善
か
ら
ぬ
こ
と
が
あ
っ
て
の
故
か
」
と
邦
譯
で
き
る
。
こ
の
「
則
維
其
常
」
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
任
昉
が
范
雲
の
事
績
を
ま
と
め
て
言
っ
た
「
則
惟
其
常
、
無
得
而
稱
矣
」
と
は
、「
こ
れ
ら
は
す
べ
て
彼
に
と
っ
て
は
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
事
績
な
の
で
す
が
、そ
れ
す
ら
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
な
の
で
す
」
と
の
意
味
で
は
な
い
か
。
す
る
と
こ
こ
で
の
「
無
得
而
稱
」
は
「
絶
贊
型
」

と
な
る（
28
）。

以
上
か
ら
、
任
昉
は
「
無
得
而
稱
」
に
よ
っ
て
、
二
通
り
の
意
味
を
表
出
し
た
と
言
え
よ
う
。
一
つ
は
蕭
衍
や
范
雲
の
功
績
、
事
績
が
稱
贊
し

得
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
絶
贊
型
」
の
意
味
で
、も
う
一
つ
は
蕭
子
良
の
事
績
が
文
字
化
、稱
贊
さ
れ
ず
に
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る（
29
）。

徐
勉
（
四
六
六
〜
五
三
五
）
は
、『
梁
書
』
卷
二
十
五
・
徐
勉
傳
に
見
え
る
普
通
六
年
（
五
二
五
）
の
「
修
五
禮
表
（
五
禮
を
修
む
る
表
）」
に

お
い
て
、「
無
德
而
稱
」
を
用
い
て
い
る
。

普
通
六
年
、
上
修
五
禮
表
曰
、
…
…
爰
自
受
命
、
迄
于
告
成
、
盛
德
形
容
備
矣
、
天
下
能
事
畢
矣
。
明
明
穆
穆
、
無
德
而
稱
焉
。

普
通
六
年
、「
修
五
禮
表
」
を
呈
上
し
て
言
っ
た
「
…
…
五
禮
編
纂
の
命
令
を
受
け
て
か
ら
、
完
成
を
報
告
す
る
段
に
至
り
、
盛
大
な
る
恩

德
の
體
現
は
存
分
に
行
な
わ
れ
、
世
の
中
の
な
す
べ
き
事
業
は
完
遂
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
上
な
く
尊
く
恭
し
く
、
そ
の
素
晴
ら
し
き
德
は
稱

贊
し
よ
う
が
な
い
程
で
す
」。

自
ら
が
主
た
る
任
を
擔
っ
た
國
家
事
業
の
五
禮
編
纂
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
命
じ
た
國
家
の
偉
大
さ
を
絶
贊
す
る
文
脈
で
「
無
德
而
稱
」
を
用
い

て
お
り
、
典
型
的
な
「
絶
贊
型
」
で
あ
る
。

さ
て
先
に
任
昉
に
よ
り
、「
宣
德
皇
后
令
」
の
中
で
「
無
得
而
稱
」
と
そ
の
事
績
を
絶
贊
さ
れ
た
蕭
衍
（
四
六
四
〜
五
四
九
）
だ
っ
た
が
、
彼

自
身
も
ま
た
「
無
德
而
稱
」
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
が
『
出
三
藏
記
集
』
卷
八
に
見
え
る
「
注
解
大
品
序
」
で
あ
る
。

至
如
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
者
、
洞
達
無
底
、
虛
豁
無
邊
、
心
行
處
滅
、
言
語
道
斷
、
不
可
以
數
術
求
、
不
可
以
意
識
知
、
非
三
明
所
能
照
、
非

四
辯
所
能
論
。
此
乃
菩
薩
之
正
行
、
道
場
之
直
路
、
還
源
之
眞
法
、
出
要
之
上
首
、
本
來
不
然
、
畢
竟
空
寂
。
…
…
若
談
一
相
、
事
絶
百
非
、
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補
處
默
然
、
等
覺
息
行
、
始
廼
可
謂
無
德
而
稱
。

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
と
も
な
れ
ば
、
す
べ
て
に
奧
深
く
通
じ
て
い
て
底
知
れ
ず
、
か
ら
り
と
ひ
ら
け
て
限
り
が
な
く
、
心
の
は
た
ら
き
は
す
っ

か
り
滅
び
去
り
、
言
葉
の
は
た
ら
き
も
す
っ
か
り
斷
た
れ
て
い
る
。（
だ
か
ら
）
算
術
で
は
求
め
ら
れ
な
い
し
、
意
識
で
知
る
こ
と
も
で
き

な
い
。（
阿
羅
漢
の
）
三
明
の
智
慧
で
も
知
り
え
な
い
し
、
四
辯
と
い
う
無
礙
の
言
説
で
も
論
じ
え
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
菩
薩
の
正
し

い
行
爲
で
あ
り
、
道
場
（
さ
と
り
）
へ
の
眞
直
ぐ
な
路
で
あ
り
、
本
源
に
た
ち
か
え
る
眞
實
の
教
え
で
あ
り
、
根
本
を
あ
ら
わ
す
た
め
の
第

一
の
も
の
だ
が
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
何
も
な
く
ひ
っ
そ
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
も
し
も
そ
の

窮
極
の
相
（
す
が
た
）
を
云
々
し
よ
う
と
し
て
も
、
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
言
説
を
超
越
し
て
い
る
。
補
處
の
菩
薩
が
沈
默
し
、
等
覺
の
菩
薩
が

行
道
を
や
め
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
始
め
て
「
稱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言
え
る
の
だ（
30
）。

こ
の
例
で
「
無
德
而
稱
」
は
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
が
言
葉
に
具
現
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
總
括
す
る
べ
く
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
對
象
の
言
語
化
に
注
意
し
た
用
例
は
、
樂
藹
の
例
や
任
昉
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
の
例
な
ど
と
共
通
し
よ
う
。
ま
た
「
可
謂

無
德
而
稱
」
の
言
い
方
か
ら
、
當
時
す
で
に
「
無
德
而
稱
」
が
獨
立
し
た
四
字
の
成
句
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
十
分
に
う
か
が
わ
せ
る
。

蕭
衍
の
息
子
た
ち
、
具
體
的
に
は
蕭
綱
（
梁
の
簡
文
帝
、
五
〇
三
〜
五
五
一
）・
蕭
繹
（
梁
の
元
帝
、
五
〇
八
〜
五
五
五
）
も
ま
た
、「
無
德
（
得
）

而
稱
」
を
何
度
も
用
い
て
い
る
。
蕭
綱
の
第
一
例
は
、
彼
が
ま
だ
皇
太
子
時
代
の
太
清
元
年
（
五
四
七
）
四
月
、
神
馬
が
出
現
し
た
際
に
獻
上
し

た
「
馬
寶
頌
」（『
文
苑
英
華
』
卷
七
七
八
）
に
見
え（
31
）、

父
の
蕭
衍
（
武
帝
）
を
次
の
よ
う
に
稱
贊
す
る
。

帝
王
之
道
、
超
邁
開
闢
、
睿
聖
之
功
、
殫
歷
邃
古
。
軒
羲
不
足
鑿

、
堯
舜
不
足
憲
章
。
至
哉
大
哉
、
無
得
而
稱
也
。

（
武
帝
の
）
帝
王
と
し
て
の
道
義
は
、
天
地
開
闢
よ
り
後
の
ど
の
王
を
も
凌
ぎ
、
聖
王
と
し
て
の
功
績
は
、
遙
か
昔
か
ら
の
王
た
ち
の
そ
れ

を
覆
い
盡
く
す
。
軒
轅
氏
や
伏
犠
氏
で
あ
っ
て
も
相
手
に
は
な
ら
ず
、
堯
帝
や
舜
帝
で
あ
っ
て
も
則
る
必
要
が
な
い
。
こ
の
上
な
く
偉
大
で

あ
る
な
あ
、
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。
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第
二
例
は
『
梁
書
』
卷
四
・
簡
文
帝
紀
に
引
か
れ
る
、
太
清
か
ら
大
寶
へ
の
改
元
の
詔
（
五
五
〇
）
に
見
え
、
や
は
り
蕭
衍
（
武
帝
）
の
治
世

を
評
し
た
も
の
で
あ
る
。

事
非
爲
己
、
義
寔
從
民
、
故
功
成
弗
居
、
卑
宮
菲
食
、
大
慈
之
業
普
薰
、
汾
陽（
32
）之

詔
屢
下
。
于
茲
四
紀
、
無
得
而
稱
。

政
事
は
利
己
の
た
め
で
は
な
く
、
道
義
は
實
に
人
民
の
た
め
に
施
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
功
績
を
上
げ
て
も
そ
れ
に
得
意
に
な
ら
ず
、
低
層
の

宮
室
に
暮
ら
し
粗
末
な
食
事
を
口
に
し
、
大
い
な
る
慈
愛
の
事
業
は
廣
範
に
及
び
、
堯
帝
に
よ
る
も
の
と
見
紛
う
詔
敕
が
幾
度
も
下
っ
た
。

こ
う
し
て
四
十
八
年
、
そ
の
優
れ
た
事
績
は
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。

武
帝
の
在
位
は
西
曆
で
言
え
ば
五
〇
二
〜
五
四
九
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
詔
が
下
さ
れ
る
直
前
ま
で
の
武
帝
に
よ
る
治
世
を
、「
無
得
而
稱
」

に
よ
り
總
括
し
贊
嘆
す
る（
33
）。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
蕭
綱
の
二
例
は
、「
絶
贊
型
」
に
よ
り
父
・
蕭
衍
の
功
績
や
治
世
を
稱
贊
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、

實
は
弟
の
蕭
繹
に
も
共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
う
か
が
え
る
二
例
を
列
擧
し
よ
う
。

粤
我
皇
之
握
鏡
、
實
乃
神
而
乃
聖
。
…
…
大
矣
廣
矣
、
無
德
而
稱
。（「
玄
覽
賦
」）
（
34
）

我
ら
が
皇
帝
（
武
帝
）
は
帝
王
の
象
徵
た
る
明
鏡
を
掌
握
さ
れ
、
誠
に
神
妙
の
道
を
辯
え
す
べ
て
の
事
物
に
通
曉
し
て
い
る（
35
）。

…
…
大
い

な
る
も
の
で
あ
り
廣
々
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
德
は
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。

卽
位
五
十
年
、
至
於
安
上
治
民
、
移
風
易
俗
、
度
越
終
古
、
無
得
而
稱
焉
。（『
金
樓
子
』
興
王
篇
・
梁
高
祖
武
皇
帝
）
（
36
）

（
武
帝
は
）
卽
位
し
て
五
十
年
、上
に
安
閑
と
し
て
民
衆
を
統
治
し
、世
の
風
俗
を
よ
り
良
き
も
の
へ
と
變
じ
た
こ
と
は
、過
去
に
類
を
見
ず
、

稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。

た
だ
し
彼
ら
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
、父
・
蕭
衍
の
治
世
を
稱
贊
す
る
「
絶
贊
型
」
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
、そ
う
で
は
な
い
。『
梁

書
』
卷
五
・
元
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
大
寶
二
年
（
五
五
一
）、
蕭
繹
（
元
帝
）
の
年
號
で
は
太
清
五
年
、
そ
の
十
月
に
蕭
綱
（
簡
文
帝
）
が
崩
御
す

る
と
、
王
僧
辯
ら
が
蕭
繹
に
卽
位
を
勸
め
る
も
蕭
繹
は
拒
む
。
十
一
月
に
改
め
て
卽
位
を
勸
め
た
と
こ
ろ
、
蕭
繹
は
そ
れ
に
對
す
る
回
答
の
中
で
、
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君
主
の
存
在
意
義
を
次
の
如
く
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。

孤
聞
天
生
蒸
民
而
樹
之
以
君
、
所
以
對
揚
天
休
、
司
牧
黔
首
。
攝
提
・
合
雒
以
前
、
栗
陸
・
驪
連
之
外
、
書
契
不
傳
、
無
得
稱
也
。

私
が
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
天
が
人
民
を
生
み
出
し
て
そ
こ
に
君
主
を
戴
か
せ
た
の
は
、
天
の
下
し
た
素
晴
ら
し
き
命
令
を
稱
揚
し
、
人
民
を

統
治
す
る
た
め
で
あ
る
。（
十
紀
の
）
攝
提
・
合
雒
と
い
っ
た
時
代
よ
り
以
前
、
栗
陸
氏
・
驪
連
氏
な
ど
以
外
に
は
、
文
字
記
錄
が
傳
承
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
か
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
無
得
稱
也
」
で
あ
る
が
、「
何
か
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
が
言
葉
に
具
現
化
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
し
た
蕭
衍
の
「
無
德
而
稱
」
と
近
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
蕭
氏
一
族
で
こ
そ
な
い
も
の
の
、
蕭
衍
の
第
四
女
を
娶
り
、
蕭
繹
と
親

交
を
結
ん
で
彼
か
ら
「
簡
憲
公
」
の
諡
號
を
贈
ら
れ
る
な
ど
、
蕭
氏
と
深
い
交
流
が
あ
っ
た
張
纘
も
、
大
同
九
年
（
五
四
三
）
に
作
っ
た
「
南
征

賦
」
に
お
い
て
、
や
は
り
武
帝
・
蕭
衍
を
「
實
に
そ
の
功
勳
は
百
代
の
王
者
た
ち
よ
り
も
秀
で
、
誠
に
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
（
諒
殊
功

於
百
王
、
固
無
得
而
稱
矣
）」
と
、「
絶
贊
型
」
に
よ
っ
て
稱
贊
し
て
い
る
（『
梁
書
』
卷
三
十
四
・
張
纘
傳
）。
こ
こ
に
蕭
衍
を
筆
頭
と
す
る
蕭
氏

一
族
と
そ
の
周
邊
に
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
表
現
が
共
有
さ
れ
、
か
つ
「
絶
贊
型
」
に
よ
っ
て
蕭
衍
の
治
世
を
好
評
す
る
こ
と
が
多
用
さ
れ

て
い
た
事
實
を
知
れ
よ
う
。

さ
て
こ
こ
ま
で
の
用
例
で
も
十
分
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
南
朝
で
は
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
例
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
狀
況
を

見
せ
る
。
そ
の
多
さ
を
示
す
た
め
に
も
、
も
う
少
し
だ
け
例
を
紹
介
し
た
い
。
陸
倕
（
四
七
〇
〜
五
二
六
）
の
「
新
刻
漏
銘
」（『
文
選
』
卷

五
十
六
）
は
、
天
監
六
年
（
五
〇
七
）
完
成
の
漏
刻
の
精
密
さ
を
、
永
遠
に
稱
贊
す
べ
き
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
「
絶
贊
型
」
の
「
無

得
而
稱
」
で
ま
と
め
る
。

天
監
六
年
、
太
歲
丁
亥
、
十
月
丁
亥
朔
、
十
六
日
壬
寅
、
漏
成
進
禦
。
以
考
辰
正

、
測
表
候
陰
、
不
謬
圭
撮
、
無
乖
黍
累
。
又
可
以
校
運

筭
之
睽
合
、
辨
分
天
之
邪
正
、
察
四
氣
之
盈
虛
、
課
六
曆
之
踈
密
。
永
世
貽
則
、
傳
之
無
窮
、
赫
矣
煥
乎
、
無
得（
37
）而

稱
也
。



四
七

京都大學文學部研究紀要　第60号

天
監
六
年
十
月
十
六
日
、
漏
刻
が
完
成
し
て
進
呈
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
時
を
調
べ
考
え
、
日
の
影
を
測
定
し
て
み
る
に
、
些
か
の
誤
差

も
生
じ
る
こ
と
が
な
く
、
わ
ず
か
の
狂
い
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
日
月
の
巡
る
樣
子
を
精
査
し
、
晝
夜
の
長
さ
を
正
し
く
辨
別
し
、

四
時
の
氣
の
密
度
を
省
察
し
、
歷
代
六
種
の
曆
の
精
粗
を
試
驗
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
こ
の
漏
刻
は
）
長
く
後
世
に
ま
で
規
範
を
遺
し
、

い
つ
果
て
る
こ
と
も
な
く
傳
承
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
ま
で
の
輝
か
し
さ
は
、
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。

慧
皎
（
四
九
七
〜
五
五
四
）
に
よ
る
『
高
僧
傳
』
（
38
）

は
、
卷
十
四
・
序
錄
に
、
取
り
上
げ
る
年
代
の
下
限
を
梁
の
天
監
十
八
年
（
五
一
九
）
と

す
る
旨
が
宣
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
卷
三
・
譯
經
篇
下
の
最
後
に
見
え
る
「
論
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
め
ら
れ
る
。

論
曰
、
傳
譯
之
功
尚
矣
、
固
無
得
而
稱
焉（
39
）。

論
に
言
う
「
佛
典
の
飜
譯
の
功
業
に
は
久
し
い
由
來
が
あ
り
、
實
に
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
」。

「
論
」
は
こ
の
後
、如
來
入
滅
後
の
佛
法
の
傳
承
と
、そ
の
中
國
へ
の
流
入
に
つ
い
て
述
べ
、そ
れ
が
數
々
の
人
物
た
ち
の
飜
譯
を
經
た
こ
と
や
、

そ
れ
に
伴
っ
た
勞
苦
に
つ
い
て
、
多
角
的
に
紹
介
す
る
。
ま
さ
に
「
論
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
上
下
か
ら
成
る
譯
經
篇
の
内
容
を
總
括
す

る
わ
け
だ
が
、
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
佛
典
飜
譯
が
中
國
の
地
で
長
期
に
渡
っ
て
爲
さ
れ
て
き
た
有
意
義
な
營
み
で
あ
る
こ
と
を
、「
絶
贊
型
」

の
「
無
得
而
稱
」
に
よ
っ
て
高
ら
か
に
宣
言
し
、
續
い
て
語
ら
れ
る
そ
の
具
體
的
な
樣
子
を
導
く
わ
け
で
あ
る
。
最
後
の
ま
と
め
と
し
て
で
は
な

く
、
冒
頭
の
總
括
と
い
う
位
置
は
や
や
異
例
だ
が
、「
絶
贊
型
」
と
し
て
は
よ
く
あ
る
形
と
言
え
る
。

さ
ら
に
徐
陵
（
五
〇
七
〜
五
八
三
）
に
至
っ
て
は
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
使
用
が
實
に
四
例
を
數
え
、
し
か
も
す
べ
て
が
「
絶
贊
型
」
で

あ
る
。
一
例
目
は
、
北
齊
に
い
た
時
期
に
、
梁
の
湘
東
王
・
蕭
繹
、
す
な
わ
ち
後
の
元
帝
に
卽
位
を
勸
め
た
文
で
、
太
寶
三
年
（
太
清
六
年
、

五
五
二
）
八
月
に
南
朝
の
梁
に
届
い
た
も
の
で
あ
る
。『
梁
書
』
卷
五
・
元
帝
紀
に
見
え
る（
40
）。

伏
惟
皇
帝
陛
下
…
…
擬
茲
三
大
、
賓
是
四
門
、
歷
試
諸
難
、
咸
熙
庶
績
、
斯
無
得
而
稱
也
。

伏
し
て
考
え
ま
す
に
、
皇
帝
陛
下
（
蕭
繹
）
は
、
…
…
道
・
天
・
地
の
三
つ
の
偉
大
な
存
在
に
則
り
、
四
方
の
門
を
開
い
て
賓
客
を
迎
え
、
樣
々
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な
難
題
に
直
面
し
た
と
て
、
す
べ
て
に
お
い
て
宏
大
な
る
功
績
を
展
開
し
、
こ
れ
は
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
り
ま
す
。

陳
霸
先
の
下
で
文
書
作
成
の
任
を
擔
っ
て
い
た
時
分
に
は
、
盛
ん
に
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
を
用
い
て
、
梁
に
取
っ
て
代
わ
る

陳
を
興
す
陳
霸
先
を
稱
揚
し
て
い
る
。『
陳
書
』
卷
一
・
高
祖
本
紀
上
に
見
え
る
、
梁
の
太
平
二
年
（
五
五
七
）
九
月
辛
丑
に
發
せ
ら
れ
た
詔
・

策
で
あ
る
。

詔
曰
、
…
…
公
神
兵
奄
至
、
不
日
清
澄
、
惟
是
孱
蒙
、
再
膺
天
祿
。
斯
又
巍
巍
蕩
蕩
、
無
德
而
稱
焉
。
…
…
策
曰
、
…
…
（
公
）
高
勳
踰
於

象
緯
、
積
德
冠
於
嵩
華
、
固
無
德
而
稱
者
矣（
41
）。

詔
に
言
う
「
…
…
公
（
陳
霸
先
）
の
神
の
如
き
軍
隊
は
突
如
と
し
て
や
っ
て
來
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
の
中
を
清
ら
か
に
し
、
こ
の
蒙
昧

た
る
私
（
梁
の
敬
帝
・
蕭
方
智
）
は
、
改
め
て
天
子
の
地
位
に
卽
く
こ
と
と
な
っ
た（
42
）。

こ
れ
ま
た
こ
の
上
な
く
崇
高
に
し
て
遙
か
遠
大
な

る
德
は
、
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。
…
…
」。
…
…
策
に
言
う
「
…
…
（
陳
霸
先
の
）
と
て
つ
も
な
い
功
勳
は
日
月
五
星
を
凌
駕
し
、

積
み
重
ね
た
德
業
は
嵩
山
や
華
山
を
覆
い
、
實
に
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
の
德
を
備
え
た
存
在
で
あ
る
」。

そ
し
て
十
月
辛
未
、
つ
い
に
梁
の
敬
帝
は
陳
霸
先
に
禪
讓
す
る
に
至
る
の
だ
が
、
そ
の
際
の
詔
で
も
や
は
り
「
絶
贊
型
」
の
「
無
得
而
稱
」
を

用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

相
國
陳
王
…
…
大
功
在
舜
、
盛
績
惟
禹
、
巍
巍
蕩
蕩
、
無
得
而
稱（
43
）。

相
國
陳
王
（
陳
霸
先
）
は
…
…
大
い
な
る
功
業
は
舜
の
よ
う
で
、
盛
ん
な
る
事
績
は
禹
の
よ
う
で
、
こ
の
上
な
く
崇
高
に
し
て
遙
か
遠
大
な

樣
は
、
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。
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四　
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
定
着
と
そ
の
要
因
―
「
絶
贊
型
」
を
中
心
に

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
南
朝
で
は
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
多
用
さ
れ
た
。
し
か
も
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
、「
絶
贊
型
」
の
例
が
そ
の
數
を

增
し
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
に
よ
っ
て
あ
る
人
物
（
や
そ
の
德
）
な
り
事
績
な
り
を
「
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
だ
」
と
稱
揚
す
る
こ
と
が
、パ
タ
ー

ン
化
し
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
逆
に
最
初
に
確
認
し
た
如
く
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
『
論
語
』
季
氏
篇
と
泰
伯
篇
に
出
る
成
句
だ
っ
た

わ
け
だ
が
、
南
朝
の
用
例
で
は
、
季
氏
篇
に
基
づ
き
「
稱
贊
す
る
に
足
る
德
が
な
い
」
と
い
う
意
味
に
用
い
る
例
は
、『
宋
書
』
自
序
に
引
か
れ

た
劉
濬
の
書
簡
を
除
け
ば
、
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
本
節
で
は
こ
う
し
た
現
象
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
、『
論
語
』
季
氏
篇
と
泰
伯
篇
と
に
あ
っ
た
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
ど
ち
ら
を
踏
ま
え
た
表

現
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
「
絶
賛
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
い
く
つ
か
に
對
し
、
す
で
に
先
人
の
諸
注
釋
が

泰
伯
篇
を
踏
ま
え
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
都
度
注
記
し
た
如
く
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
べ
く
、
陸
雲

公
（
五
一
一
〜
五
四
七
）
に
よ
る
「
太
伯
碑
」（『
藝
文
類
聚
』
卷
二
十
一
・
人
部
五
・
讓
）
（
44
）

を
見
て
み
た
い
。
太
伯
と
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
で

三
讓
の
美
德
を
稱
贊
さ
れ
た
泰
伯
に
他
な
ら
な
い
。

昔
蒼
洲

迹
、
箕
山
辭
位
、
志
守
幽
優
、
不
越
鐏
俎
、
猶
以
稱
首
高
節
、

名
往
代
。
豈
若
吾
君
之
子
、
義
結
民
心
、
獄
訟
載
歸
、
謳
歌
屢

請
、
能
捨
玉
輿
之
貴
、
永
襲
皮
冠
之
迹
、
悠
然
獨
往
、
信
無
德
而
稱
焉
。

そ
の
昔
、
蒼
洲
（
滄
州
）
に
は
支
伯
が
病
と
稱
し
て
隱
れ
、
箕
山
に
は
許
由
が
堯
か
ら
の
禪
讓
を
拒
ん
で
逃
げ
、
支
伯
は
深
く
憂
え
る
氣
持

ち
を
固
持
し
、
許
由
は
分
不
相
應
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
彼
ら
で
さ
え
も
、
節
義
の
高
さ
に
お
い
て
筆
頭
と
目
さ
れ
、
名
聲

が
過
去
の
世
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
君
王
の
實
子
で
あ
り
、
道
義
は
人
民
の
心
情
に
か
な
い
、
訴
訟
沙
汰
の
件
で
は
賴
ら
れ
、
そ
の
德
を

頌
歌
す
る
聲
が
幾
度
も
上
が
り
、
玉
を
飾
っ
た
車
に
乘
る
高
貴
な
身
分
を
打
ち
捨
て
、
永
久
に
皮
帽
子
を
被
る
人
生
を
た
ど
り
、
悠
々
と
自
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己
を
貫
い
て
、
實
に
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
の
德
を
備
え
て
い
る
、
そ
ん
な
太
伯
に
ど
う
し
て
及
ぼ
う
か
。

支
伯
（
子
州
支
父
）
は
、
堯
や
舜
か
ら
天
下
を
讓
ら
れ
た
際
、
い
ず
れ
も
「
適
有
幽
憂
之
病
」
と
斷
っ
た
（『
莊
子
』
讓
王
）。
ま
た
許
由
は
堯

か
ら
の
禪
讓
を
拒
む
際
、「
庖
人
雖
不
治
庖
、
尸
祝
不
越
樽
爼
而
代
之
矣
」、
つ
ま
り
料
理
人
が
料
理
を
怠
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
神
主
が
酒
樽
や

供
物
臺
を
乘
り
越
え
て
ま
で
厨
房
に
出
向
き
、代
わ
り
に
料
理
を
す
る
こ
と
は
な
い
、と
言
っ
た
。
自
ら
を
「
尸
祝
」（
神
主
）
に
、堯
を
「
庖
人
」

（
料
理
人
）
に
擬
え
て
、
帝
位
に
卽
く
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
（『
莊
子
』
逍
遙
遊
）。
支
伯
や
許
由
は
、
堯
や
舜
の
實
子
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
帝
位
を
讓
ら
れ
よ
う
と
し
、
し
か
も
そ
れ
を
拒
ん
だ
事
實
に
よ
っ
て
、
昔
か
ら
高
い
評
判
を
得
て
い
た
。

「
豈
若
」
に
始
ま
る
「
吾
君
之
子
」
や
「
獄
訟
載
歸
、
謳
歌
屢
請
」
は
、『
孟
子
』
萬
章
上
を
下
敷
き
と
す
る
。
禹
に
は
息
子
の
啓
が
あ
っ
た
の

だ
が
、
自
ら
の
後
繼
者
に
は
益
を
推
薦
し
た
。
と
こ
ろ
が
益
が
自
ら
箕
山
の
北
に
身
を
隱
す
と
、
裁
判
を
求
め
る
人
は
益
で
は
な
く
啓
の
下
に
出

向
き
、
人
々
は
益
で
は
な
く
や
は
り
啓
の
德
を
稱
揚
し
、
い
ず
れ
も
「
吾
君
之
子
也
」、
す
な
わ
ち
吾
が
君
主
（
禹
）
の
實
子
で
あ
る
と
、
啓
を

後
繼
者
と
見
做
し
た
と
い
う
の
で
あ
る（
45
）。

こ
こ
で
は
啓
の
故
事
に
借
り
て
、
帝
王
（
周
の
太
王
）
の
實
子
と
し
て
優
れ
て
い
た
太
伯
（
泰
伯
）

の
こ
と
を
描
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
こ
の
陸
雲
公
「
太
伯
碑
」
の
文
脈
は
、
他
人
と
し
て
帝
位
を
讓
ら
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
支
伯
や
許
由
で
す
ら
、
そ
の
謙
讓
の
た
め
に
評

判
が
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
彼
ら
よ
り
、
帝
王
・
太
王
の
優
れ
た
實
子
（
長
男
）
で
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
帝
位
を
繼
承
せ
ず
、
弟
の
季
歷
に
三
度

も
謙
讓
の
意
を
示
し
た
太
伯
（
泰
伯
）
の
方
が
、
よ
ほ
ど
勝
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
主
張
し
た
い
と
讀
め
る
。
そ
し
て
そ
の
泰
伯
の
優
れ
て

い
る
こ
と
を
、
最
後
に
「
信
無
德
而
稱
焉
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
南
朝
で
の
「
絶
贊
型
」
の
パ
タ
ー
ン
に
類
似
し

よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
太
伯
碑
」
は
、
他
な
ら
ぬ
太
伯
（
泰
伯
）
を
稱
揚
す
る
た
め
の
碑
文
で
あ
り
、「
無
德
而
稱
」
の
句
は
『
論
語
』
泰
伯

篇
に
出
現
し
た
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
南
朝
で
の
「
絶
贊
型
」
が
『
論
語
』
の
文
脈
を
離
れ
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
を
單
獨
で

用
い
て
い
た
の
と
は
、
や
や
性
格
を
異
に
は
す
る
。
だ
が
太
伯
（
泰
伯
）
を
絶
贊
す
る
た
め
に
、
最
後
に
「
無
德
而
稱
」
の
句
に
よ
っ
て
結
ぶ
の
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は
、「
絶
贊
型
」
が
『
論
語
』
季
氏
篇
で
は
な
く
泰
伯
篇
に
依
據
す
る
も
の
と
し
て
定
着
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
、
十
分
に
示
す
も
の
と
言
え

よ
う（
46
）。

た
だ
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
で
の
、
泰
伯
に
よ
る
三
度
の
謙
讓
の
美
德
を
指
し
た
表
現
に
の
み
由
來
す

る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
節
に
見
た
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
諸
例
を
見
る
と
、「
巍
巍
」「
蕩
蕩
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る

場
合
が
複
數
存
在
す
る
こ
と
に
氣
が
付
く
で
あ
ろ
う
。
具
體
的
に
は
、謝
莊
「
舞
馬
賦
」、褚
淵
（
と
王
儉
）
に
よ
る
宋
か
ら
南
齊
へ
の
禪
讓
の
詔
、

徐
陵
「
勸
進
梁
元
帝
表
」「
封
陳
公
九
錫
詔
」「
禪
位
陳
王
詔
」
な
ど
で
あ
り
、い
ず
れ
も
言
う
ま
で
も
な
く
「
絶
贊
型
」
で
あ
る
。
實
は
こ
の
「
巍

巍
」「
蕩
蕩
」
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
の
次
の
一
段
を
出
處
と
す
る
。

子
曰
、
大
哉
、
堯
之
爲
君
也
。
巍
巍
乎
、
唯
天
爲
大
、
唯
堯
則
之
。
蕩
蕩
乎
、
民
無
能
名
焉
。
巍
巍
乎
、
其
有
成
功
也
。
煥
乎
、
其
有
文
章
。

先
生
が
言
っ
た
「
偉
大
だ
な
あ
、
君
王
と
し
て
の
堯
は
。
こ
の
上
な
く
崇
高
で
、
天
だ
け
が
偉
大
な
存
在
で
あ
る
が
、
た
だ
堯
の
み
が
こ
れ

を
規
範
に
教
化
を
行
な
っ
た
。
遙
か
遠
大
で
、
人
民
は
そ
れ
を
ど
う
言
葉
で
形
容
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
上
な
く
崇
高
で
、

優
れ
た
功
績
を
成
し
遂
げ
た
。
輝
か
し
く
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
文
明
を
展
開
し
た
」。

こ
の
「
蕩
蕩
乎
、
民
無
能
名
焉
」
に
對
し
、
何
晏
集
解
所
引
の
包
咸
注
は
、「
蕩
蕩
と
は
、
遙
か
に
遠
大
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
言
い
た
い
の
は
、

堯
の
敷
き
廣
げ
た
德
は
遙
か
遠
大
で
、
人
民
は
そ
の
堯
と
い
う
名
前
を
知
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
（
蕩
蕩
、
廣
遠
之
稱
。
言
其
布
德

廣
遠
、
民
無
能
識
其
名
焉
）」
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
鄭
玄
注
は
「『
民
無
能
名
焉
』（
人
民
が
言
葉
で
形
容
で
き
な
い
）
と
は
、
ど
う
し
て
堯
が
天

に
則
る
偉
大
な
存
在
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
（
民
無
能
名
者
、
不
知
其
所
以
然
）」
（
47
）

と
説
明
し
て
い
て
、
こ
の
「
名
」
は
「
言

葉
で
形
容
す
る
」
と
い
う
意
味
に
解
釋
し
て
い
る
と
思
し
い
。
ま
た
皇
疏
も
「
言
い
た
い
の
は
、
堯
が
敷
き
廣
げ
た
德
は
遙
か
遠
大
で
、
そ
の
作

用
は
あ
ま
ね
く
行
き
渡
り
、
た
め
に
人
民
は
そ
の
存
在
を
認
識
し
て
言
葉
で
形
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
言
堯
布
德

廣
遠
、
功
用
遍
匝
、
故
民
無
能
識
而
名
之
者
也
）」
と
説
明
し
て
お
り
、
解
釋
と
し
て
は
包
咸
よ
り
も
、
鄭
玄
や
皇
侃
の
方
が
勝
る
の
で
は
な
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い
か（
48
）。

つ
ま
り
堯
に
よ
る
德
が
あ
ま
り
に
遙
か
遠
大
で
あ
る
が
た
め
に
、
人
民
に
は
認
識
す
る
こ
と
も
言
葉
で
形
容
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
、
と
い
う
意
味
に
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
以
下
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
つ
い
て
混
亂
を
防
ぐ
た
め
、
こ
の
堯
を
稱
贊
す
る
段
を
「
泰
伯
篇
（
堯
）」

と
、
泰
伯
の
三
讓
の
美
德
を
稱
贊
す
る
段
を
「
泰
伯
篇
（
三
讓
）」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
稱
す
る
。

如
上
の
泰
伯
篇
（
堯
）
に
對
す
る
理
解
は
、
泰
伯
篇
（
三
讓
）
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
ろ
う
。
泰
伯
篇
（
三
讓
）
の
場
合
は
、
泰
伯
を
人
民
が

稱
贊
し
得
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
泰
伯
が
至
高
の
德
を
備
え
る
と
さ
れ
た
。
一
方
で
泰
伯
篇
（
堯
）
の
場
合
は
、
堯
が
備
え
る
德
が
遙
か
遠
大
で
あ
っ

た
が
た
め
に
、
人
民
が
そ
れ
を
具
體
的
に
言
語
化
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
。
德
の
存
在
と
人
民
の
無
自
覺
の
關
係
は
一
見
す
る
と
逆
だ
が
、
ど
ち

ら
に
し
て
も
、
偉
大
な
人
物
（
泰
伯
・
堯
）
に
優
れ
た
德
が
備
わ
り
、
そ
れ
に
人
民
が
無
自
覺
で
い
る
（
知
覺
で
き
ず
に
い
る
）、
と
い
う
構
造

自
體
は
、
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
、
表
現
と
し
て
は
泰
伯
篇
（
三
讓
）
を

踏
襲
し
て
い
る
の
は
疑
い
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
、
泰
伯
篇
（
堯
）
を
も
内
包
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
振
り
返
っ
て
み
る
に
、
第
一
節
で
泰
伯
篇
（
三
讓
）
を
紹
介
す
る
中
で
引
い
た
王
肅
注
（
何
晏
集
解
所
引
）
は
、「
無
得
而
稱
」
を
「
故

無
得
而
稱
言
之
者
」
と
し
て
、「
稱
」
字
を
單
に
「
稱
贊
す
る
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
に
よ
っ
て
稱
贊
す
る
と
い
う
意
味
を
明
確
化
し

て
い
た
。
ま
た
第
二
節
で
檢
證
し
た
范
曄
に
よ
る
『
後
漢
書
』
黃
憲
傳
の
論
で
は
、
范
曄
が
黃
憲
を
「
將
以
道
周
性
全
、
無
德
而
稱
乎
」
と
評
し

て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
「
絶
贊
型
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
李
賢
注
が
、「
無
德
而
稱
、
言
其
德
大
無
能
名
焉
」
と
、
ま
さ
に
泰
伯
篇
（
堯
）

の
言
葉
「
無
能
名
焉
」
を
用
い
て
説
明
す
る
の
は
、
こ
の
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
而
稱
」
に
對
し
て
、
泰
伯
篇
（
三
讓
）
の
み
な
ら
ず
、
泰
伯
篇

（
堯
）
を
も
意
識
し
た
上
で
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
、「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
、
泰
伯
篇
（
堯
）
に
見
え
る
「
巍
巍
」「
蕩
蕩
」
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
た
場
合
は
無
論
の
こ

と
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
單
獨
で
用
い
ら
れ
た
場
合
も
含
め
て
、
泰
伯
篇
（
三
讓
）
と
泰
伯
篇
（
堯
）
の
兩
者
を
踏
ま
え
た
上
で
の
成
句
で
あ

る
と
考
え
た
い
。
そ
も
そ
も
「
稱
」
字
は
、「
稱
揚
」
の
意
に
も
「
呼
稱
」（
言
語
化
）
の
意
に
も
な
り
得
、
ま
た
稱
揚
は
一
般
に
言
語
表
現
を
伴
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う
行
爲
で
あ
ろ
う
。「
絶
贊
型
」
と
は
、「
稱
」
字
に
「
稱
揚
」
と
「
呼
稱
」
の
兩
方
の
意
を
持
た
せ
（
今
し
方
觸
れ
た
王
肅
注
が
「
稱
」
字
を
「
稱

言
」
と
具
體
化
し
て
い
た
の
が
そ
の
典
型
）、
泰
伯
篇
（
三
讓
）
と
泰
伯
篇
（
堯
）
の
雙
方
を
取
り
込
む
形
で
、
常
人
が
把
捉
し
、
言
葉
に
よ
っ

て
形
容
し
、
そ
し
て
稱
贊
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
不
可
能
な
程
に
偉
大
な
る
性
格
を
帶
び
る
人
物
（
や
そ
の
德
）、
事
業
を
贊
嘆
す
る
た
め
の
表

現
と
し
て
、
定
着
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
る
と
こ
こ
ま
で
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
を
、「
稱
贊
し
よ
う
も
な
い

程
で
あ
る
」
と
邦
譯
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、そ
の
「
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
」
と
は
、「
言
葉
で
は
形
容
し
得
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
あ
っ

て
、よ
り
精
確
な
邦
譯
を
期
す
る
な
ら
ば
、「
如
何
な
る
言
葉
を
以
て
し
て
も
稱
贊
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
な
ろ
う
。
加
え
て
泰
伯
篇
（
三
讓
）

と
泰
伯
篇
（
堯
）
で
は
、
贊
嘆
の
對
象
は
専
ら
「
德
」
で
あ
り
、
特
に
前
者
で
は
、「
無
德
而
稱
」
の
「
德
」
が
一
段
の
理
解
の
焦
點
と
な
っ
て

い
た
こ
と
は
、
第
一
節
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
だ
が
南
朝
の
「
絶
贊
型
」
に
あ
っ
て
は
、
最
早
贊
嘆
の
對
象
は
「
德
」
に
限
定
さ
れ
ず
、
政
治
的

な
事
績
で
あ
っ
た
り
教
え
の
内
容
で
あ
っ
た
り
と
、
樣
々
に
應
用
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
事
實
も
、
指
摘
し
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
に
お
け
る
言
語
化
の
不
能
と
い
う
内
容
は
、
實
は
南
朝
で
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
「
絶
贊
型
」
で
は
な

い
用
例
に
も
該
當
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
樂
藹
の
書
簡
に
お
け
る
「
無
得
而
稱
」
は
、
蕭
嶷
の
功
績
が
言
語
化
を
超
越
す
る
程
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
强
調
す
る
文
脈
で
あ
っ
た
し
、
蕭
衍
「
注
解
大
品
序
」
の
「
無
德
而
稱
」
は
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」
の
言
語
化
を
超
越
し
て
い

る
事
實
を
象
徵
的
に
示
す
成
句
で
あ
っ
た
。
蕭
繹
も
一
例
、「
無
得
稱
也
」を「
何
か
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
」と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
た（『
梁

書
』
元
帝
紀
）。

ま
た
任
昉
の
三
例
の
「
無
得
而
稱
」
に
つ
い
て
、
前
節
で
は
二
通
り
に
區
分
し
て
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
蕭
衍
や
范
雲
の
功
績
、
事
績
が
稱
贊

し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
こ
と
を
言
う
「
宣
德
皇
后
令
」
や
沈
約
へ
の
書
簡
と
、
蕭
子
良
の
事
績
が
文
字
化
さ
れ
ず
稱
贊
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る

こ
と
を
言
う
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
と
で
あ
る
。
だ
が
「
絶
贊
型
」
で
あ
る
前
者
は
言
語
に
よ
る
稱
贊
の
不
可
能
性
の
方
に
重
き
を
置

い
た
も
の
で
あ
り
、後
者
は
言
語
化
自
體
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
方
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、任
昉
の
三
例
に
及
ぶ
「
無
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得
而
稱
」
と
い
う
表
現
に
は
、
通
底
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
な
い
か
。

加
え
て
「
絶
贊
型
」
で
は
、「
明
明
穆
穆
」（
徐
勉
「
修
五
禮
表
」）、「
至
哉
大
哉
」（
蕭
綱
「
馬
寶
頌
」）、「
大
矣
廣
矣
」（
蕭
繹
「
玄
覧
賦
」）、「
赫

矣
煥
乎
」（
陸
倕
「
新
刻
漏
銘
」）
な
ど
、
共
通
性
は
な
い
も
の
の
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
直
前
に
修
飾
の
語
を
伴
う
例
が
多
い
。
こ
れ
ら
は

絶
贊
の
强
調
と
し
て
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
に
冠
す
る
語
彙
の
「
巍
巍
」「
蕩
蕩
」
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
表
現
が
、
と
り
わ
け
「
絶
贊
型
」
を
中
心
に
南
朝
文
人
の
間
で
廣
く
共
有
さ
れ
、
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
定

着
し
て
い
た
事
實
は
、
す
で
に
實
例
に
よ
っ
て
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。「
無
德
（
得
）
而
稱
」
と
い
う
表
現
は
、
す
で
に
『
論
語
』
の
文
脈
を

伴
う
こ
と
な
く
、
四
字
の
成
句
と
し
て
、
一
つ
の
意
味
を
示
す
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

で
は
こ
の
共
有
、
定
着
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
を
用
い
た
南
朝
文
人
た
ち
に
、
任
昉
・
蕭
衍
・

陸
倕
ら
所
謂
「
竟
陵
八
友
」
の
メ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
李

宇
「
南
朝
に
お
け
る
集
團
文
學
の
形
成
―
蕭
子
良
の
西
邸
を

起
點
と
し
て
」
は
、
蕭
子
良
の
西
邸
に
集
ま
っ
た
竟
陵
八
友
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、
類
書
の
編
纂
な
ど
を
通
じ
て
典
故
や
故
事
を
共
有
し
、

そ
れ
が
彼
ら
の
詩
文
創
作
の
營
み
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
、
實
際
の
作
品
例
の
分
析
か
ら
指
摘
す
る（
49
）。

ま
た
先
に
言
及
し
た
蕭
衍
の
息
子

の
蕭
綱
・
蕭
繹
、
彼
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
張
纘
が
、
揃
っ
て
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
に
よ
り
武
帝
を
絶
贊
し
て
い
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ

の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
も
、
竟
陵
八
友
や
蕭
氏
一
族
を
核
と
し
た
南
朝
の
文
人
の
間
で
の
典
故
の
共
有
と
、
そ
の
表
現
へ
の
展
開
の
一
事
例
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
絶
贊
型
」
の
用
例
が
、
多
く
王
朝
交
替
期
、
新
し
く
帝
位
に
卽
い
て
次
代
を
擔
お
う
と
し
て
い
る
人
物
を
稱
贊
す
る
際
に
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
も
、
注
目
に
値
す
る
。
具
體
的
に
は
褚
淵
（
と
王
儉
）
に
よ
る
宋
か
ら
南
齊
へ
の
禪
讓
の
詔
、
任
昉
「
宣
德
皇
后
令
」、
徐
陵
「
勸
進

梁
元
帝
表
」「
封
陳
公
九
錫
詔
」「
册
陳
王
九
錫
文
」「
禪
位
陳
王
詔
」
で
あ
り
、
宋
・
南
齊
・
梁
・
陳
と
、
南
朝
で
は
す
べ
て
の
王
朝
交
替
に
際
し
、

「
絶
贊
型
」が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、王
朝
の
交
替
劇
が
頻
發
し
た
當
時
に
あ
っ
て
、禪
讓
の
詔
を
中
心
と
し
て
一
つ
の
表
現
パ
タ
ー
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ン
が
踏
襲
さ
れ
た
も
の
と
見
た
い
。

そ
し
て
實
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
南
朝
だ
け
で
な
く
、
北
朝
に
ま
で
波
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
魏
の
武
定
八
年
（
五
五
〇
）
夏
五
月
、
孝

靜
帝
か
ら
高
洋
へ
の
禪
讓
が
行
な
わ
れ
、
北
齊
が
創
業
さ
れ
た
際
の
こ
と
と
し
て
、『
北
齊
書
』
卷
四
・
文
宣
帝
紀
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

魏
帝
以
天
人
之
望
有
歸
、
丙
辰
、
下
詔
曰
、
…
…
賴
齊
獻
武
王
奮
揚
靈
武
、
剋
剪
多
難
、
重
懸
日
月
、
更
綴
參
辰
、
廟
以
掃
除
、
國
由
再
造
。

鴻
勳
巨
業
、
無
德
而
稱
。
…
…
戊
午
、
乃
卽
皇
帝
位
於
南
郊
、
升
壇
柴
燎
告
天
曰
、
…
…
是
日
、
京
師
獲
赤
雀
、
獻
於
南
郊
。
事
畢
、
還
宮
、

御
太
極
前
殿
、
詔
曰
、
無
德
而
稱
、
代
刑
以
禮
、
不
言
而
信
、
先
春
後
秋
。
…
…

東
魏
帝
（
孝
靜
帝
）
は
、
天
と
人
の
信
望
が
高
洋
の
上
に
あ
る
た
め
に
、
丙
辰
、
詔
を
下
し
て
言
っ
た
「
…
…
齊
の
獻
武
王
（
高
歡
）
が
神

靈
な
る
武
力
を
振
る
い
、
數
多
の
困
難
を
克
服
し
て
く
れ
た
お
蔭
で
、
再
び
日
月
の
運
行
は
正
常
に
な
り
、
改
め
て
星
々
が
あ
る
べ
き
位
置

に
竝
び
、
東
魏
王
朝
の
宗
廟
は
す
っ
か
り
清
め
ら
れ
、
國
家
と
し
て
再
興
し
た
の
で
あ
っ
た
。
優
れ
た
勳
功
と
大
い
な
る
業
績
、
そ
の
德
は

稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。
…
…
」。
戊
午
、
實
に
南
郊
に
て
（
高
洋
は
）
皇
帝
に
卽
位
し
、
壇
上
に
昇
り
柴
を
燃
や
し
て
天
帝
に
報

告
し
た
「
…
…
」。
こ
の
日
、
都
で
は
（
瑞
祥
の
）
赤
い
雀
が
捕
獲
さ
れ
、
南
郊
に
獻
上
さ
れ
た
。
儀
式
が
終
了
し
、
宮
殿
に
戻
る
と
、
太

極
前
殿
に
向
か
い
、
詔
に
言
っ
た
「
恩
德
が
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
の
者
は
、
刑
罰
の
代
わ
り
に
禮
儀
を
採
用
し
、
言
葉
に
出
さ
ず
と
も
信

用
さ
れ
る
者
は
、

容
な
政
治
を
優
先
し
嚴
肅
な
處
罰
を
後
回
し
に
す
る
。
…
…
」。

こ
の
二
例
の
う
ち
、前
者
は
魏
收（
五
〇
六
〜
五
七
二
）、後
者
は
邢
卲（
四
九
六
〜
五
六
二
？
）の
手
に
成
る（
50
）。

こ
の
二
人
は
、溫
子
昇（
四
九
五

〜
五
四
七
）
と
と
も
に
「
三
才
」
と
稱
さ
れ
る
北
朝
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
り
、
同
時
に
南
朝
の
文
學
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
人
物
で
も
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
事
情
を
示
す
有
名
な
記
事
に
、
次
の
『
北
史
』
卷
五
十
六
・
魏
收
傳
が
あ
る
。

始
收
比
溫
子
昇
・
邢
卲
稍
爲
後
進
、
卲
既
被
疏
出
、
子
昇
以
罪
死
、
收
遂
大
被
任
用
、
獨
步
一
時
。
議
論
更
相

毀
、
各
有
朋
黨
。
收
每
議

陋
邢
文
、
卲
又
云
、
江
南
任
昉
、
文
體
本
疏
、
魏
收
非
直
模
擬
、
亦
大

竊
。
收
聞
乃
曰
、
伊
常
於
沈
約
集
中
作
賊
、
何
意
道
我
偸
任
。
任
・
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「無德而稱」について

沈
俱
有
重
名
、
邢
・
魏
各
有
所
好
。
武
平
中
、
黃
門
郞
顏
之
推
以
二
公
意
問
僕
射
祖
珽
、
珽
答
曰
、
見
邢
・
魏
之
臧
不
、
卽
是
任
・
沈
之

優
劣（
51
）。

最
初
、
魏
收
は
溫
子
昇
・
邢
卲
に
比
し
て
や
や
遲
れ
を
取
っ
て
い
た
が
、
邢
卲
が
疎
ま
れ
て
刺
史
に
出
さ
れ
、
溫
子
昇
が
罪
を
得
て
獄
死
す

る
と（
52
）、

魏
收
は
か
く
て
大
變
な
信
任
を
受
け
る
に
至
り
、
一
時
代
を
謳
歌
し
た
。（
邢
・
魏
）
兩
者
の
互
い
の
批
評
は
け
な
し
合
う
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
支
持
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
。
魏
收
は
い
つ
も
邢
卲
の
文
章
を
貶
め
る
批
評
を
し
、
邢
卲
の
方
で
も
「
江
南
（
南
朝
）

の
任
昉
は
、文
章
の
骨
格
が
そ
も
そ
も
粗
っ
ぽ
い
の
に
、魏
收
は
そ
れ
を
模
倣
す
る
ば
か
り
か
、盛
大
に
盜
用
し
て
さ
え
い
る
の
だ
」
と
言
っ

た
。
魏
收
は
そ
れ
を
聞
き
つ
け
る
と
、
何
と
「
彼
は
常
々
沈
約
の
文
集
中
か
ら
表
現
を
失
敬
し
て
い
る
く
せ
に
、
ま
さ
か
私
が
任
昉
の
文
章

を
盜
用
し
て
い
る
な
ど
と
宣
う
と
は
」
と
言
っ
た
。
任
昉
・
沈
約
は
と
も
に
多
大
な
名
聲
が
あ
り
、
邢
卲
・
魏
收
に
は
そ
れ
ぞ
れ
（
文
學
的

な
）
好
尚
が
あ
っ
た
。
武
平
年
間
（
五
七
〇
〜
五
七
六
）、
黃
門
侍
郞
の
顏
之
推
が
、
二
公
（
邢
卲
・
魏
收
）
に
對
す
る
見
解
を
尚
書
左
僕

射
の
祖
珽
に
質
問
す
る
と
、
祖
珽
は
答
え
て
言
っ
た
「
邢
・
魏
の
良
し
惡
し
と
い
う
の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
任
・
沈
の
優
劣
の
こ
と
だ
ね
」。

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、『
顏
氏
家
訓
』
文
章
篇
に
も
、
邢
卲
が
沈
約
を
重
ん
じ
て
任
昉
を
輕
ん
じ
、
一
方
の
魏
收
が
任
昉
を
重
ん
じ
て
沈
約

を
輕
ん
じ
て
い
た
と
い
う
前
提
を
踏
ま
え
、
紹
介
さ
れ
て
い
る（
53
）。

そ
の
他
、
や
は
り
『
顏
氏
家
訓
』
文
章
篇
に
、
沈
約
の
打
ち
立
て
た
文
章
に

お
け
る
「
三
易
」（
三
つ
の
平
易
：
内
容
の
わ
か
り
易
さ
、
文
字
用
法
の
わ
か
り
易
さ
、
朗
誦
の
し
易
さ
）
に
對
し
、
邢
卲
が
心
服
し
て
い
た
こ

と
が
見
え
て
い
る（
54
）。

こ
の
よ
う
に
邢
卲
も
魏
收
も
、
自
ら
の
文
學
觀
の
中
に
南
朝
の
そ
れ
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ら
を
根
據
に
、
互
い
を
ラ
イ
バ

ル
視
し
て
い
た
。
そ
し
て
魏
收
と
邢
卲
は
、南
朝
の
文
學
を
取
り
込
む
際
に
表
現
を
剽
竊
す
る
こ
と
を
も
厭
わ
な
か
っ
た
と
、互
い
に
指
彈
し
合
っ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
實
際
、
矢
嶋
徹
輔
「
魏
收
の
文
學
傾
向
に
つ
い
て
」
で
は
、
魏
收
の
「
册
命
齊
王
九
錫
文
」（『
北
齊
書
』
卷
四
・
文
宣
紀
）

と
任
昉
の
「
策
梁
公
九
錫
文
」（『
梁
書
』
卷
一
・
武
帝
紀
上
）
を
比
較
し
、
前
者
に
お
け
る
後
者
の
模
倣
（
盜
用
）
ぶ
り
を
明
ら
か
に
し
て
、「
こ

の
一
篇
の
文
章
を
比
較
し
た
だ
け
で
も
い
か
に
收
が
南
朝
の
有
名
な
駢
儷
文
の
大
家
で
あ
っ
た
任
昉
の
文
章
を
模
倣
し
て
い
る
か
が
よ
く
分
か
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る
。
と
い
う
よ
り
も
、
收
の
こ
の
文
章
の
場
合
は
模
放
ど
こ
ろ
か
邢
卲
の
い
う
「
大
い
に
偸
竊
す
」
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
で

あ
る（
55
）。

以
上
の
事
實
を
知
る
と
き
、魏
收
や
邢
卲
が
、任
昉
「
宣
德
皇
后
令
」
な
ど
次
代
を
擔
う
人
物
の
功
業
を
稱
贊
す
る
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）

而
稱
」
を
、
自
ら
が
制
作
し
た
東
魏
か
ら
北
齊
へ
の
禪
讓
に
關
す
る
文
章
の
中
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、
疑
い
あ
る
ま
い（
56
）。

こ
こ
に
南
朝
か
ら

北
朝
へ
の
表
現
形
式
の
傳
播
の
一
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る（
57
）。

と
こ
ろ
で
南
朝
か
ら
北
朝
ま
で
、
幅
廣
く
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
實
證
し
、
ま
た
そ
の
影
響
關
係
に
つ

い
て
も
考
察
し
た
わ
け
だ
が
、そ
も
そ
も
こ
れ
を
最
初
に
用
い
た
の
は
誰
な
の
か
。
現
存
す
る
資
料
に
よ
る
限
り
、最
も
早
い
「
絶
贊
型
」
の
「
無

德
（
得
）
而
稱
」
の
用
例
は
、
范
曄
に
よ
る
『
後
漢
書
』
黃
憲
傳
の
論
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
『
後
漢
書
』
の
序
・
論
・
贊
は
、
范
曄

自
身
か
な
り
力
を
入
れ
て
執
筆
し
、
そ
れ
が
後
世
に
與
え
た
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
ま
ず
范
曄
に
お
け
る
序
・
論
・
贊
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

吉
川
忠
夫
氏
は
訓
讀
・
注
釋
を
施
し
た
『
後
漢
書
』、
そ
の
解
題
に
お
い
て
、『
後
漢
書
』
列
傳
の
構
成
と
そ
の
特
色
を
槪
觀
し
た
上
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
ら
特
色
あ
る
部
分
も
先
行
す
る
後
漢
時
代
史
を
踏
襲
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
先
行
す

る
材
料
の
取
捨
選
擇
や
按
排
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
史
家
范
曄
の
本
領
は
、
皇
后
紀
や
い
く
つ
か
の
列
傳
の
冒
頭
に
そ
え
ら
れ
て
い
る
序
、

敍
事
に
託
し
て
吐
露
さ
れ
る
史
論
で
あ
る
と
こ
ろ
の
論
、
あ
る
い
は
一
卷
ご
と
の
内
容
を
簡
潔
に
四
字
句
を
も
っ
て
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
文

學
性
の
高
い
贊
、
そ
れ
ら
の
部
分
に
こ
そ
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
こ
と
を
范
曄
自
身
も
强
烈
に
意
識
し
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
自

信
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
元
嘉
二
十
二
年
（
四
四
五
）、
獄
中
に
お
い
て
し
た
た
め
ら
れ
た
「
諸
甥
姪
に
與
う
る
書
」、
す
な
わ
ち
一
族
の

子
弟
た
ち
に
與
え
た
書
簡
に
語
ら
れ
て
い
る（
58
）。

そ
し
て
吉
川
氏
は
こ
の
解
題
の
五
「
范
曄
の
心
の
軌
跡
―
「
諸
甥
姪
に
與
う
る
書
」」
に
お
い
て
、
序
・
論
・
贊
に
對
す
る
范
曄
の
自
負
を
、「
諸
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甥
姪
に
與
う
る
書
」
に
よ
っ
て
證
明
し
て
い
る（
59
）。

さ
ら
に
氏
は
「
范
曄
と
劉
知
幾
」
の
中
で
、
そ
う
し
た
范
曄
得
意
の
文
章
で
あ
っ
た
序
・
論
・

贊
の
後
世
に
與
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
文
選
』
の
史
論
部
に
、『
後
漢
書
』
か
ら
皇
后
紀
論
、
二
十
八
將
論
、
宦
者
傳
論
、
逸
民
傳
論
の
四
篇
（
ほ
か
に
『
漢
書
』
か
ら
一
篇
、
干

寶
『
晉
紀
』
か
ら
二
篇
、
沈
約
『
宋
書
』
か
ら
二
篇
）、
ま
た
史
述
贊
部
に
光
武
紀
贊
一
篇
（
ほ
か
に
『
漢
書
』
か
ら
三
篇
）、
あ
わ
せ
て
五

篇
の
多
く
を
引
い
て
い
る
の
は
、
す
く
な
く
と
も
六
朝
時
代
に
お
い
て
、『
後
漢
書
』
の
論
贊
が
史
書
の
文
章
の
典
型
と
し
て
た
か
い
評
價

を
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
實
で
あ
る（
60
）。

范
曄
が
個
性
を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
の
『
後
漢
書
』
の
論
贊
は
、
こ
の
よ
う
に
南
朝
に
お
い
て
廣
い
讀
者
を
獲
得
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

さ
ら
に
范
曄
『
後
漢
書
』
の
贊
が
實
際
に
讀
ま
れ
て
い
た
痕
跡
を
、
南
北
朝
時
代
の
正
史
か
ら
一
二
拾
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。『
梁
書
』

卷
三
十
三
・
王
筠
傳
に
は
、
王
筠
が
子
息
た
ち
に
與
え
た
、
王
氏
の
文
集
に
つ
い
て
論
じ
た
書
簡
が
引
か
れ
る
が
、
そ
の
冒
頭
は
こ
う
説
き
出
し

て
い
る
。

史
傳
稱
安
平
崔
氏
及
汝
南
應
氏
、
竝
累
世
有
文
才
。
所
以
范
蔚
宗
云
崔
氏
世
擅
雕
龍（
61
）。

史
書
に
は
安
平
の
崔
氏
と
汝
南
の
應
氏
が
、
と
も
に
複
數
世
代
に
渡
っ
て
文
章
の
才
能
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
范
蔚
宗
（
范
曄
）
が
崔

氏
に
つ
い
て
は
「
代
々
龍
の
文
樣
を
刻
ん
だ
か
の
如
き
文
章
を
傳
承
し
た
」
と
言
う
所
以
で
あ
る
。

こ
こ
に
王
筠
が
引
く
范
曄
の
言
葉
は
、『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
二
・
崔

傳
の
贊
に
「
贊
に
言
う
『
崔

は
文
章
の
大
家
で
あ
り
、
代
々
龍
の

文
樣
を
刻
ん
だ
か
の
如
き
文
章
を
傳
承
し
た
』（
贊
曰
、
崔
爲
文
宗
、
世
禪
雕
龍
）」
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
で
王
筠
は
、
こ
の
崔
氏
や
應

氏
と
て
父
子
二
三
代
程
度
の
文
才
の
繼
承
で
あ
り
、
七
世
代
に
も
渡
っ
て
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
吾
ら
王
氏
に
は
及
ば
な
い
と
續
け
、
さ

ら
に
沈
約
が
、
そ
の
お
墨
付
き
か
の
よ
う
に
王
氏
の
文
才
の
繼
承
を
絶
贊
し
て
い
る
言
葉
を
引
い
た
上
で
、
子
息
に
努
力
を
要
求
す
る（
62
）。

つ
ま

り
王
筠
の
主
眼
は
、
あ
く
ま
で
王
氏
の
文
才
を
誇
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
崔
氏
を
引
き
合
い
に
出
す
折
に
、
范
曄
『
後
漢
書
』
の
贊
に
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言
及
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
北
朝
に
も
例
が
あ
る
。『
北
齊
書
』
卷
三
十
・
高
德
政
傳
に
よ
れ
ば
、
武
定
八
年
（
五
五
〇
）
五
月
八
日
、
東
魏
最
後
の
孝
靜
帝
が
い
よ

い
よ
北
齊
（
文
宣
帝
・
高
洋
）
へ
禪
讓
す
る
こ
と
と
な
り
、
着
々
と
そ
の
段
取
り
が
進
ん
で
い
く
。
そ
の
中
で
孝
靜
帝
は
今
後
の
自
ら
の
處
遇
が

氣
に
掛
か
り
、「
朕
の
身
を
ど
こ
に
置
く
つ
も
り
か
、
ま
た
ど
う
や
っ
て
そ
こ
へ
連
れ
て
行
く
つ
も
り
か
（
安
置
朕
何
所
、
復
若
爲
去
）」
と
問
う
。

す
る
と
楊
愔
が
、

の
北
城
の
御
殿
ま
で
護
衞
付
き
の
皇
帝
用
の
車
で
連
れ
て
行
く
と
答
え
る
の
だ
が
、
以
下
は
孝
靜
帝
が
觀
念
し
て
御
座
を
離

れ
た
場
面
で
あ
る
。

魏
靜
帝
於
是
下
御
坐
、
就
東

、
口
詠
范
蔚
宗
後
漢
書
贊
云
、
獻
生
不
辰
、
身
播
國
屯
、
終
我
四
百
、
永
作
虞
賓
。

東
魏
・
孝
靜
帝
は
そ
こ
で
御
座
か
ら
下
り
、
東
側
の
回

へ
と
向
か
い
つ
つ
、
范
蔚
宗
（
范
曄
）『
後
漢
書
』
の
贊
を
、「（
後
漢
の
）
獻
帝

は
惡
い
時
運
に
生
ま
れ
合
わ
せ
、
自
身
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
彷
徨
い
王
朝
も
行
き
詰
ま
り
、
四
百
年
續
い
た
漢
王
朝
は
終
わ
り
を
迎
え
、
永

遠
に
虞
舜
の
賓
客
と
な
っ
た
」
と
口
ず
さ
ん
だ
の
で
あ
っ
た（
63
）。

こ
こ
に
口
ず
さ
ま
れ
る
の
は
、『
後
漢
書
』
本
紀
九
・
孝
獻
帝
紀
の
范
曄
の
贊
で
あ
る
。
獻
帝
が
漢
王
朝
の
命
運
に
飜
弄
さ
れ
、
そ
の
滅
亡
と

と
も
に
三
國
魏
の
賓
客
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の（
64
）で

、
孝
靜
帝
は
東
魏
の
滅
亡
に
伴
い
高
洋
の
賓
客
と
な
る
自
ら
の
立
場
を
獻
帝
に
重
ね

た
た
め
に
、
こ
の
贊
が
口
を
つ
い
て
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
孝
靜
帝
は
『
魏
書
』
卷
十
二
の
本
紀
に
「
帝
好
文
學
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
高
氏
の
傀
儡

政
權
と
化
し
て
い
る
鬱
々
と
し
た
狀
況
か
ら
謝
靈
運
の
詩
を
口
ず
さ
む（
65
）な

ど
、
日
頃
か
ら
樣
々
な
詩
文
を
暗
誦
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

う
し
た
身
近
な
詩
文
の
一
つ
と
な
る
程
に
、
范
曄
『
後
漢
書
』
の
贊
が
當
時
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
史
書
の
最
後
に
「
論
」
と
「
贊
」
を
併
記
す
る
（「
論
」
の
後
に
さ
ら
に
「
贊
」
を
附
す
）
ス
タ
イ
ル
自
體
も
、
范
曄
が
始
め
て
か
ら

蕭
子
顯
『
南
齊
書
』
や
李
百
藥
『
北
齊
書
』
へ
と
繼
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
夙
に
劉
知
幾
が
『
史
通
』
内
篇
・
論
贊
で
批
判
的
な
文
脈
で
指

摘
し
て
い
る
事
實
で
あ
る（
66
）。

そ
れ
を
繼
承
し
た
の
は
史
書
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
前
節
で
慧
皎
『
高
僧
傳
』
卷
三
・
譯
經
篇
下
の
「
論
」
に
「
絶
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贊
型
」
の
「
無
得
而
稱
」
が
見
え
る
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
實
は
こ
の
「
論
」
の
後
に
は
さ
ら
に
「
贊
」
が
附
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
卷

四
か
ら
卷
八
の
義
解
篇
、
卷
九
・
十
の
神
異
篇
、
卷
十
一
の
習
禪
篇
、
明
律
篇
、
卷
十
二
の
亡
身
篇
、
誦
經
篇
、
卷
十
三
の
興
福
篇
に
お
い
て
も
、

そ
の
ス
タ
イ
ル
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
67
）。

こ
の
よ
う
に
范
曄
『
後
漢
書
』
の
論
や
贊
は
、
南
朝
・
北
朝
を
問
わ
ず
幅
廣
く
一
つ
の
文
章
の
形
式
と
し
て
定
着
し
、
ま
た
そ
の
言
葉
が
讀
ま

れ
、
實
際
に
樣
々
な
場
面
で
引
用
さ
れ
も
し
た（
68
）。

す
る
と
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
も
、
范
曄
の
『
後
漢
書
』
黃
憲
傳
の
論
に
お

け
る
「
無
德
而
稱
」
に
端
を
發
し
、
徐
々
に
南
朝
の
文
人
た
ち
の
手
で
繼
承
さ
れ
、
ま
た
北
朝
に
も
傳
播
し
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
考

え
る
こ
と
も
、
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
證
明
は
不
可
能
な
事
柄
に
屬
す
る
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。

五　
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
と
ジ
ャ
ン
ル
―
墓
誌
銘
お
よ
び
序
文

前
節
で
は
、「
絶
贊
型
」
と
し
て
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
、
南
朝
で
の
王
朝
交
替
期
の
詔
の
類
に
多
數
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

實
は
そ
の
他
に
も
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
集
中
し
て
見
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
そ
れ
が
墓
誌
銘
と
序
文
の
二
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

最
初
に
墓
誌
銘
で
注
目
し
た
い
の
は
、
徐
勉
の
手
に
成
る
「
故
侍
中
司
空
永
陽
昭
王
墓
誌
銘
」
で
あ
る
。「
永
陽
昭
王
」
と
は
蕭
敷
（
四
六
一

〜
四
九
七
）
の
こ
と
で
、
こ
の
墓
誌
銘
は
、
彼
の
妻
の
王
氏
（
瑯
耶
臨
沂
の
人
）
が
彼
と
合
葬
さ
れ
た
普
通
元
年
（
五
二
〇
）
に
撰
さ
れ
た
。
蕭

敷
は
蕭
順
之
の
次
男
で
あ
っ
て
、
三
男
の
梁
の
武
帝
・
蕭
衍
か
ら
見
れ
ば
一
つ
上
の
兄
に
あ
た
る
が
、
そ
う
し
た
彼
の
墓
誌
銘
は
次
の
よ
う
に
始

ま
る
。公

諱
敷
、
字
仲
達
、
蘭
陵
蘭
陵
人
、
皇
帝
之
次
兄
也
。
炳
靈
聖
緒
、
體
□
璇
源
、
積
德
累
仁
之
基
、
配
天
經
營
之
業
、
固
以
詳
乎
二
筴
、
載
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在
六
詩
、
今
無
得
而
稱
矣（
69
）。

公
は
諱
が
敷
、
字
が
仲
達
、
蘭
陵
の
人
、
皇
帝
（
武
帝
・
蕭
衍
）
の
二
番
目
の
兄
で
あ
る
。（
蕭
氏
は
）
靈
德
を
帝
王
の
血
統
か
ら
承
け
、

□
を
皇
族
の
淵
源
よ
り
體
得
し
、
仁
德
を
積
み
重
ね
た
家
柄
の
土
臺
や
、
天
に
竝
ぶ
國
家
統
治
を
成
し
遂
げ
た
功
業
は
、
實
に
「
二
筴
」
に

詳
述
さ
れ
、「
六
詩
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
こ
こ
に
描
出
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

墓
誌
の
文
章
は
こ
の
後
、「
公
夙

珪
璋
、
早
標
時
譽
」
云
々
と
、
蕭
敷
個
人
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
語
る
べ
き
、

蕭
敷
が
連
な
る
皇
族
の
蕭
氏
に
關
す
る
「
炳
靈
聖
緒
、
體
□
璇
源
、
積
德
累
仁
之
基
、
配
天
經
營
之
業
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
二
筴
」

や
「
六
詩
」
に
見
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
撰
者
の
徐
勉
は
殊
更
に
述
べ
立
て
る
こ
と
を
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る（
70
）。

實
は
徐
勉
は
、
や
は

り
普
通
元
年
に
蕭
敷
の
妻
の
王
氏
の
墓
誌
銘
も
手
掛
け
て
お
り
、
そ
こ
で
は
王
氏
の
祖
先
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

其
先
周
靈
王
之
後
、
自
秦
漢
逮
於
晉
宋
、
世
載
光
華
、
羽
儀
相
屬
。
既
以
備
於
前
志
、
故
可
得
而
略
焉
。
祖
粹
、
…
…
、
父
儼
、
…
…（
71
）

彼
女
の
祖
先
は
周
の
靈
王
の
後
裔
で
、
秦
漢
か
ら
晉
宋
に
至
る
ま
で
、
代
々
有
德
者
が
燦
然
と
輝
き
、
高
位
高
德
の
人
間
が
相
次
い
だ
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
は
前
人
の
記
錄（
72
）に

完
備
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
に
從
っ
て
よ
い
。
祖
父
の
王
粹
は
…
…
、
父
の
王
儼
は
…
…

こ
の
「
既
以
備
于
前
志
、
故
可
得
而
略
焉
」
が
、
蕭
敷
の
墓
誌
銘
の
「
固
以
詳
乎
二
筴
、
載
在
六
詩
、
今
無
得
而
稱
矣
」
に
相
當
し
よ
う
。
つ

ま
り
蕭
敷
の
墓
誌
銘
に
お
け
る
「
無
得
而
稱
」
は
、「
言
語
化
し
な
い
（
し
な
く
て
よ
い
）」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
節
で
指
摘
し

た
よ
う
に
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
「
絶
贊
型
」
と
同
時
に
、「
言
語
化
で
き
な
い
（
で
き
て
い
な
い
）」
と
い
う
意
味
の
表
出
に
用
い
ら
れ
た

例
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
徐
勉
の
例
も
そ
れ
に
類
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
作
家
自
身
の
意
志
表
明
と
し
て
用
い
た
も
の
と
言
え
る
。
さ

ら
に
徐
勉
は
第
三
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
修
五
禮
表
」
に
て
「
絶
贊
型
」
を
用
い
て
も
い
た
わ
け
で
、
す
る
と
徐
勉
に
あ
っ
て
も
、
任
昉
と

同
樣
に
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
に
使
い
分
け
が
存
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
墓
誌
銘
に
お
け
る
こ
う
し
た
「
言
語
化
し
な
い
（
し
な
く
て
よ
い
）」
と
い
う
意
味
で
の
「
無
得
而
稱
」
の
用
例
は
、
何
も
徐
勉
だ
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け
の
も
の
で
は
な
く
、
他
に
も
存
在
し
た
。
例
え
ば
北
魏
の
建
義
元
年
（
五
二
八
）
の
元
譚
墓
誌
銘（
73
）で

は
、
冒
頭
か
ら
元
譚
を
「
公
諱
譚
、
字

延
思
、
河
南
洛
陽
人
也
。
獻
文
皇
帝
之
孫
、
使
持
節
都
督
中
外
諸
軍
事
車
騎
大
將
軍
特
進
司
州
牧
趙
郡
靈
王
之
第
三
子
」
と
し
た
上
で
、
次
の
よ

う
に
續
け
る
。

締
構
連
珠
、
開
峰
合
璧
、
綿
基
雲
藹
、
故
以
煥
乎
圖
緯
矣
。
若
夫
玉
板
銀
繩
之
言
、
華
渚
丹
陵
之
事
、
斯
已
炳
灼
金
匱
、
彪
行
石
室
、
伊
余

故
可
而
略
、
無
得
而
稱
耳
。

元
氏
が
珠
玉
を
連
ね
た
よ
う
な
星
々
や
、
日
と
月
の
兩
方
か
ら
の
精
氣
を
享
受
し
て
始
ま
り
、
そ
の
後
も
密
集
す
る
雲
氣
の
如
く
家
柄
を
受

け
繼
い
で
い
っ
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
河
圖
や
讖
緯
の
類
に
明
示
さ
れ
て
き
た（
74
）。

あ
の
玉
片
に
刻
ま
れ
白
金
で
縛
ら
れ
た
帝
王
出
現
の
符

瑞
の
言
葉
や
、
華
渚
や
丹
陵
と
い
っ
た
地
に
帝
王
（
少
昊
や
堯
）
が
生
ま
れ
出
た
事
績
に
至
っ
て
は
、
す
で
に
銅
製
の
書
箱
の
中
で
光
を
放

ち
、
石
造
り
の
書
庫
に
所
藏
さ
れ
た
文
書
を
飾
り
立
て
て
い
る（
75
）の

で
、
私
の
方
で
は
省
略
し
て
よ
く
、
今
こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い

で
お
く
。

北
魏
の
宗
室
で
あ
る
元
氏
の
來
歷
を
、
す
で
に
明
確
な
記
錄
が
他
に
存
在
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
こ
の
墓
誌
銘
に
て
述
べ
る
必
要
は
な
い
と

し
て
、「
無
得
而
稱
耳
」
で
承
け
る
。
そ
し
て
こ
の
後
は
「
公
瑤
臺
籍
慶
、
瓊
宮
麗
景
」
云
々
と
、
元
譚
自
身
に
つ
い
て
説
き
及
ぶ
の
で
あ
っ
て
、

ま
さ
に
先
の
徐
勉
の
例
と
同
樣
の
構
成
で
あ
る
。

ま
た
や
は
り
建
義
元
年
の
元
宥
墓
誌
銘（
76
）で

も
、「
君
諱
宥
、
字
顯
恩
、
河
南
洛
陽
人
也
。
魏
太
宗
元
皇
帝
之
玄
孫
、
樂
安
宣
王
之
曾
孫
、
樂

安
簡
王
之
孫
、
巴
州
景
公
之
元
子
也
」
と
そ
の
由
緒
が
提
示
さ
れ
、「
君
資
神
特

、
稟
質

奇
」
云
々
と
元
宥
自
身
の
話
に
入
る
の
に
挾
ま
れ

る
形
で
、
次
の
よ
う
に
元
氏
の
來
歷
に
關
し
て
語
ら
れ
る
。

若
夫
分
源
巨
壑
、
析
本
高
林
、

玉
鳴
鸞
、
傳
華

世
、
固
無
得
而
稱
焉
。

あ
の
根
源
を
巨
大
な
る
谷
か
ら
分
か
れ
さ
せ
、
根
本
を
高
々
と
し
た
林
か
ら
派
生
さ
せ
、
皇
族
の
象
徵
た
る
玉
で
で
き
た
鈴
を
付
け
た
馬
車
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を
引
き
、
華
麗
さ
を
歷
代
に
わ
た
り
繼
承
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
誠
に
こ
こ
に
述
べ
る
必
要
は
な
い
。

こ
こ
だ
け
を
切
り
出
せ
ば
、こ
の
例
は
「
絶
贊
型
」
と
理
解
可
能
な
よ
う
に
も
思
え
る
。
だ
が
徐
勉
の
蕭
敷
の
墓
誌
銘
や
元
譚
の
墓
誌
銘
の
例
、

前
後
の
文
脈
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
「
無
得
而
稱
」
は
「
言
語
化
し
な
い
（
し
な
く
て
よ
い
）」
と
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え

た
い
。
そ
し
て
實
は
墓
誌
銘
に
は
、
對
象
者
の
祖
先
に
つ
い
て
、
す
で
に
先
行
す
る
記
錄
が
あ
る
の
で
こ
の
墓
誌
銘
で
は
述
べ
な
い
と
表
明
す
る

例
が
、「
無
得
而
稱
」
の
表
現
に
よ
ら
ず
と
も
、
數
多
く
存
す
る（
77
）。

す
る
と
そ
う
し
た
表
現
の
一
形
式
と
し
て
「
無
得
而
稱
」
が
選
擇
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
す
で
に
出
處
た
る
『
論
語
』
泰
伯
篇
は
作
者
の
意
識
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
墓
誌
銘
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
、
す
べ
て
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
用
例
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
北
魏

普
泰
元
年
（
五
三
一
）
の
「
元
天
穆
墓
誌
銘
」
（
78
）

の
銘
文
に
は
、
次
の
四
句
が
見
え
る
。
元
天
穆
は
北
魏
の
神
武
・
拓
跋
孤
の
玄
孫
に
當
た
る
。

神
武
秉
德
、
福
善
冥
應
、
義
均
採
藥
、
無
德
而
稱
。

神
武
（
拓
跋
孤
）
は
德
を
守
り
、
幸
い
な
る
應
報
が
あ
り
、
道
義
は
藥
草
を
摘
み
に
行
っ
た
泰
伯
と
同
等
で
、
そ
の
德
は
稱
贊
し
よ
う
も
な

い
程
で
あ
る
。

こ
の
銘
文
の
理
解
の
た
め
に
は
、
拓
跋
孤
の
經
歷
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。『
魏
書
』
卷
十
四
・
神
元
平
文
諸
帝
子
孫
・
高
涼
王
孤
傳
に
、

次
の
よ
う
な
逸
話
が
見
え
る
。
豫
め
人
間
關
係
を
整
理
し
て
お
け
ば
、
こ
の
列
傳
は
平
文
帝
・
拓
跋
鬱
律
の
息
子
た
ち
の
た
め
に
設
け
ら
れ
、
烈

帝
が
拓
跋
翳
槐
で
長
男
、
當
時
は
王
位
に
あ
っ
た
。
昭
成
帝
が
拓
跋
什
翼
犍
で
次
男
、
當
時
は
人
質
と
し
て
石
氏
後
趙
の

に
い
た
。
拓
跋
屈
が

三
男
、
こ
の
傳
の
主
人
公
の
拓
跋
孤
が
四
男
と
續
く
。

後
烈
帝
臨
崩
、
顧
命
、
迎
昭
成
立
之
、
社
稷
可
安
。
及
崩
、
羣
臣
咸
以
新
有
大
故
、
內
外
未
安
、
昭
成
在
南
、
來
未
可
果
、
比
至
之
間
、
恐

生
變
詐
、
宜
立
長
君
、
以
鎭
衆
望
。
次
弟
屈
、
剛
猛
多
變
、
不
如
孤
之

和
柔
順
。
於
是
大
人
梁
蓋
等
殺
屈
、
共
推
孤
。
孤
曰
、
吾
兄
居
長
、

自
應
繼
位
、
我
安
可
越
次
而
處
大
業
。
乃
自
詣

奉
迎
、
請
身
留
爲
質
。
石
虎
義
而
從
之
。
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後
に
烈
帝
（
長
男
）
が
い
よ
い
よ
崩
御
す
る
と
い
う
段
に
、
遺
命
を
與
え
、（
石
氏
後
趙
に
囚
わ
れ
て
い
る
）
昭
成
（
次
男
）
を
迎
え
て
王

位
に
立
て
、
國
家
を
安
泰
に
さ
せ
よ
と
指
示
し
た
。（
烈
帝
が
）
崩
御
す
る
と
、
臣
下
の
誰
も
が
、
國
家
に
大
事
が
起
こ
っ
た
ば
か
り
で
、

世
の
内
外
の
情
勢
は
な
お
安
定
せ
ず
、
昭
成
も
南
方
（
後
趙
）
に
人
質
に
取
ら
れ
て
お
り
、
歸
還
し
よ
う
に
も
ま
だ
そ
の
望
み
は
果
た
せ
そ

う
に
な
く
、
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
何
か
し
ら
變
亂
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ず
、
一
番
上
の
兄
（
現
狀
で
は
三
男
の
拓
跋
屈
が
該
當
）
を
王

位
に
立
て
て
、
世
の
中
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。（
昭
成
の
）
次
の
弟
の
拓
跋
屈
は
、
性
格
が
獰
猛
で
一
貫
性
が
な
く
、
拓
跋
孤
の
溫

厚
で
柔
和
從
順
な
の
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
大
人
の
梁
蓋
ら
が
拓
跋
屈
を
殺
害
し
、全
會
一
致
で
（
四
男
の
）
拓
跋
孤
を
推
戴
し
た
。

拓
跋
孤
は
言
っ
た
「
吾
が
兄
上
の
方
が
年
長
で
あ
り
、
王
位
を
繼
承
し
て
然
る
べ
き
で
、
私
が
そ
の
順
序
を
飛
び
越
え
て
王
位
の
座
に
卽
く

と
い
う
道
理
が
あ
ろ
う
か
」。
そ
こ
で
自
ら

に
出
向
い
て
昭
成
を
出
迎
え
、自
身
が
そ
の
地
に
殘
っ
て
人
質
に
な
る
こ
と
を
申
し
出
た
。（
後

趙
の
）
石
虎
は
そ
の
義
理
に
感
じ
て
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
拓
跋
孤
は
兄
弟
の
序
列
を
守
り
、
兄
を
優
先
さ
せ
て
自
ら
が
王
位
に
卽
く
の
を
拒
ん
だ
。
こ
う
し
た
兄
弟
間
で
の
謙
讓
を
、
泰
伯

を
例
に
し
て
稱
贊
し
た
の
が
、
先
の
銘
文
な
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
正
確
に
は
、
泰
伯
は
兄
で
あ
り
な
が
ら
弟
・
季
歷
の
優
秀
さ
を
認
め
て
讓
っ

た
わ
け
で
、
そ
の
點
は
泰
伯
と
拓
跋
孤
で
は
異
な
る
。
だ
が
銘
文
は
「
義
均
採
藥
」
と
言
っ
て
、
明
白
に
第
一
節
で
紹
介
し
た
『
論
語
』
泰
伯
篇

（
三
讓
）
の
鄭
玄
注
（
泰
伯
が
藥
草
を
摘
み
に
行
く
こ
と
を
理
由
に
呉
越
に
向
か
っ
た
話
）
を
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
「
無
德
而
稱
」

で
あ
る（
79
）。

こ
の
例
は
、
單
獨
で
「
無
德
而
稱
」
を
用
い
た
も
の
で
は
な
く
、『
論
語
』
泰
伯
篇
（
三
讓
）
の
文
脈
を
伴
う
。
だ
が
泰
伯
篇
（
三
讓
）
で
は

人
民
を
主
體
に
、
彼
ら
が
泰
伯
の
德
を
稱
贊
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
例
で
は
あ
く
ま
で
拓
跋
孤
の
優
れ
た
道
義
を
稱
贊
す

る
こ
と
に
主
眼
を
据
え
て
「
無
德
而
稱
」
を
用
い
て
お
り
、『
論
語
』
の
文
脈
を
伴
っ
た
「
絶
贊
型
」
と
見
て
よ
い
。
第
四
節
の
陸
雲
公
「
太
伯
碑
」

の
用
例
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
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ま
た
『
魏
書
』
卷
八
十
四
・
儒
林
傳
序
に
よ
れ
ば
、
北
魏
で
は
『
論
語
』
に
つ
い
て
は
一
般
に
鄭
玄
注
が
行
な
わ
れ
て
い
た（
80
）。「

元
天
穆
墓

誌
銘
」
の
「
義
均
採
藥
、無
德
而
稱
」
は
、『
論
語
』
と
そ
の
鄭
玄
注
を
踏
ま
え
た
表
現
と
な
っ
て
お
り
、儒
林
傳
序
の
記
述
を
實
證
し
て
く
れ
る
。

各
時
代
に
ど
の
經
書
が
誰
の
注
釋
に
則
し
て
讀
ま
れ
て
い
た
か
と
い
う
枠
組
み
に
呼
應
す
る
形
で
、
實
際
の
學
説
の
受
容
の
樣
相
を
示
し
て
く
れ

る
一
例
と
し
て
、
興
味
深
い
の
で
は
な
い
か
。

墓
誌
銘
で
は
も
う
一
例
、北
齊
の
天
統
三
年
（
五
六
七
）
の
「
堯
峻
墓
誌
銘
」
（
81
）

に
「
無
德
而
稱
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
君
諱
峻
、

字
難
宗
。
上
黨
長
子
人
也
」
に
續
け
て
、
堯
氏
の
來
歷
を
黃
帝
と
堯
帝
に
引
き
付
け
て
讚
歎
し
つ
つ
、「
そ
の
功
業
は
天
下
中
に
及
び
、
人
民
も

そ
れ
を
言
葉
に
は
で
き
な
か
っ
た
（
功
格
區
宇
、
民
莫
能
名
）」
と
言
っ
て
か
ら
、
具
體
的
な
堯
峻
の
祖
先
と
し
て
祖
父
や
父
を
紹
介
し
、
さ
ら

に
堯
峻
個
人
の
事
績
を
語
る
。
そ
し
て
銘
文
は
こ
れ
に
對
應
す
る
形
で
、
冒
頭
か
ら
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

陶
唐
已
降
、
仁
義
聿
興
、
系
流
玄
扈
、
原
永
丹
陵
。
則
天
爲
太
、
無
德
而
稱
、
自
時
厥
後
、
纓
黻
相
仍
。

陶
唐
（
堯
帝
）
の
時
代
よ
り
後
、
仁
義
が
勃
興
し
、
そ
の
血
脈
は
（
黃
帝
が
鳳
凰
の
圖
を
拜
受
し
た
と
傳
わ
る
）
玄
扈
山（
82
）か

ら
受
け
、
長

き
に
わ
た
る
一
族
の
歷
史
は
（
堯
の
生
誕
地
た
る
）
丹
陵
を
本
源
と
す
る
。
堯
帝
は
天
を
規
範
と
し
た
偉
大
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
德
は
稱

贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
降
の
時
代
に
は
、
官
位
を
帶
び
た
人
物
が
堯
氏
一
族
に
相
次
い
だ
。

先
の
「
功
格
區
宇
、
民
莫
能
名
」
の
「
民
莫
能
名
」、
さ
ら
に
銘
文
の
「
則
天
爲
太
」
は
、
明
ら
か
に
『
論
語
』
泰
伯
篇
（
堯
）
で
堯
を
「
唯

天
爲
大
、唯
堯
則
之
」
と
賞
嘆
し
、「
民
無
能
名
焉
」
と
し
た
も
の
を
用
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
則
天
爲
太
」
と
泰
伯
篇
（
三
讓
）
の
「
無
德
而
稱
」

が
對
句
を
構
成
し
て
お
り
、や
は
り
「
無
德
而
稱
」
は
泰
伯
篇
（
三
讓
）
と
泰
伯
篇
（
堯
）
の
兩
者
を
踏
ま
え
た
上
で
の
成
句
と
し
て
、「
絶
贊
型
」

の
意
味
を
表
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
朝
の
墓
誌
銘
で
も
、『
論
語
』
の
文
脈
を
伴
い
つ
つ
、「
絶
贊
型
」
で
の
「
無
德
而
稱
」
の

例
が
、
確
實
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
こ
の
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
、
隋
か
ら
初
唐
の
頃
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、「
序
文
」
を
擧
げ
て
お
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き
た
い
。
例
え
ば
陸
德
明
（
五
五
六
？
〜
六
二
七
？
）
は
『
經
典
釋
文
』
の
序
に
お
い
て
、
經
典
に
見
え
る
文
字
の
音
に
つ
い
て
、
漢
魏
以
來
の

混
亂
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

夫
筌
蹄
所
寄
、
唯
在
文
言
、
差
若
毫
釐
、
謬
便
千
里
。
夫
子
有
言
。
必
也
正
名
乎
。
名
不
正
、
則
言
不
順
、
言
不
順
、
則
事
不
成
。
故
君
子

名
之
必
可
言
也
、
言
之
必
可
行
也
。
斯
富
哉
言
乎
。
大
矣
盛
矣
、
無
得
而
稱
矣
。

い
っ
た
い
精
神
を
表
出
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
の
言
葉
は
、
文
章
上
に
展
開
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
り（
83
）、

ほ
ん
の
僅
か
な
差
異
が
、
と
ん

で
も
な
い
誤
謬
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
。
夫
子
（
孔
子
）
の
發
言
に
こ
う
あ
る
。「
き
っ
と
名
稱
を
正
し
き
も
の
に
す
る
だ
ろ
う
か
ね
。
名

稱
が
正
し
き
も
の
で
な
け
れ
ば
、
言
葉
が
順
序
立
た
ず
、
言
葉
が
順
序
立
た
な
け
れ
ば
、
物
事
が
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
君
子
は
名

稱
を
施
せ
ば
き
っ
と
そ
れ
を
言
葉
に
表
し
、
言
葉
に
表
せ
ば
き
っ
と
そ
れ
を
實
行
に
移
す
の
だ
」（『
論
語
』
子
路
篇
）。
滋
味
豐
か
で
あ
る

な
あ
、
こ
の
發
言
は
。
偉
大
か
つ
盛
大
で
、
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。

陸
德
明
は
、
言
葉
の
重
要
性
を
説
い
た
孔
子
の
發
言
を
引
用
し
、
そ
れ
を
「
絶
贊
型
」
の
「
無
得
而
稱
」
に
よ
っ
て
顯
彰
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ま
さ
に
自
ら
が
諸
經
典
に
見
え
る
言
葉
に
つ
い
て
探
究
す
る
『
經
典
釋
文
』
と
い
う
著
作
の
意
義
を
、
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。孔

穎
達
（
五
七
四
〜
六
四
八
）
は
、「
尚
書
正
義
序
」
に
お
い
て
「
絶
贊
型
」
の
「
無
得
而
稱
」
を
用
い
て
お
り
、し
か
も
そ
れ
は
「
巍
巍
蕩
蕩
」

と
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

先
君
宣
父
、
生
於
周
末
、
有
至
德
而
無
至
位
、
修
聖
道
以
顯
聖
人
。
芟
煩
亂
而
翦
浮
辭
、
擧
宏
綱
而
撮
機
要
。
上
斷
唐
虞
、
下
終
秦
魯
、
時

經
五
代
、
書

百
篇
。
採
翡
翠
之
羽
毛
、
拔
犀
象
之
牙
角
、
罄
荊
山
之
石
、
所
得
者
連
城
、
窮
漢
水
之
濱
、
所
求
者
照
乘
。
巍
巍
蕩
蕩
、
無

得
而
稱
、
郁
郁
紛
紛
、
於
斯
爲
盛
。
斯
乃
前
言
往
行
、
足
以
垂
法
將
來
者
也
。

我
が
先
祖
の
孔
宣
父
（
孔
子
）
は
、
周
代
の
末
に
生
を
享
け
、
優
れ
た
德
は
備
え
て
い
た
が
地
位
に
は
惠
ま
れ
ず
、
聖
人
の
道
に
沒
入
し
て
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聖
人
と
し
て
顯
現
し
た
。
入
り
亂
れ
て
い
た
事
柄
を
整
理
し
て
浮
つ
い
た
言
葉
を
切
り
揃
え
、
大
綱
を
取
り
上
げ
て
要
點
を
把
捉
し
た
。
唐

堯
・
虞
舜
を
上
限
と
し
、
秦
國
・
魯
國
を
下
限
と
し
、
五
代
（
堯
・
舜
・
夏
・
商
・
周
）
の
時
代
を
驅
け
巡
り
、
百
篇
の
書
物
（『
尚
書
』）

へ
と
ま
と
め
上
げ
た
。
そ
の
優
れ
た
中
身
は
、
翡
翠
の
羽
毛
を
摘
み
取
り
、
犀
や
象
の
牙
や
角
を
抜
き
取
り
、
荊
山
を
掘
り
盡
く
せ
ば
い
く

つ
も
の
城
と
交
換
し
た
い
程
の
玉
が
採
掘
で
き（
84
）、

漢
江
の
岸
邊
を
深
く
探
れ
ば
車
輛
を
照
ら
し
出
す
く
ら
い
の
珠
が
獲
得
で
き
た（
85
）、

と

い
う
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
な
く
崇
高
で
遙
か
遠
大
、
稱
贊
の
し
よ
う
も
な
い
程
で
、
文
化
の
香
氣
が
充
滿
す
る
こ
と
、
こ
の
書
物

（『
尚
書
』）
に
お
い
て
最
も
盛
大
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
錄
を
留
め
る
過
去
の
發
言
や
行
動
は
、
規
範
を
來
た
る
世
の
中
に
示
す
に
十
分
な
も

の
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
は
、
當
時
は
孔
安
國
の
手
に
成
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
「
尚
書
序
」
を
多
分
に
踏
ま
え
て
い
る（
86
）。

た
だ
し
「
採
翡
翠
之
羽
毛
」

以
下
、『
尚
書
』
の
内
容
の
素
晴
ら
し
さ
を
描
寫
し
た
部
分（
87
）と

、「
巍
巍
蕩
蕩
、
無
得
而
稱
、
郁
郁
紛
紛
、
於
斯
爲
盛
」
は
、
孔
穎
達
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
内
容
で
あ
る
。「
巍
巍
蕩
蕩
、
無
得
而
稱
」
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
論
語
』
泰
伯
篇
（
堯
）
と
泰
伯
篇
（
泰
伯
）
を

混
合
さ
せ
た
最
も
典
型
的
な
「
絶
贊
型
」
の
表
現
で
あ
る
。
實
は
對
を
成
す
「
郁
郁
紛
紛
、
於
斯
爲
盛
」
も
『
論
語
』
を
踏
ま
え
て
お
り（
88
）、『

論

語
』
を
典
故
と
し
た
四
句
に
よ
っ
て
、
い
ま
序
を
著
し
て
い
る
『
尚
書
正
義
』
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
著
作
と

そ
れ
に
冠
す
る
序
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
「
絶
贊
型
」
の
「
無
得
而
稱
」
と
い
う
關
係
は
、
陸
德
明
の
『
經
典
釋
文
』
へ
の
序
と
類
似
す
る
と
言

え
よ
う
。

具
體
的
な
著
作
に
對
す
る
序
で
は
な
く
、
あ
る
著
作
の
中
の
一
節
に
對
す
る
序
に
お
い
て
も
、
ま
た
「
絶
贊
型
」
の
「
無
得
而
稱
」
が
使
わ
れ

て
い
る
例
を
擧
げ
得
る
。
そ
れ
が
『
隋
書
』
經
籍
志
の
總
序
や
藝
術
傳
序
で
あ
る（
89
）。

經
籍
志
總
序
の
場
合
は
、
冒
頭
に
「
夫
經
籍
也
者
」
と
言
っ

て
經
籍
は
「
機
神
」
や
「
聖
哲
」
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
意
義
を
説
く
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

遭
時
制
宜
、
質
文
迭
用
、
應
之
以
通
變
、
通
變
之
以
中
庸
。
中
庸
則
可
久
、
通
變
則
可
大
、
其
教
有
適
、
其
用
無
窮
、
實
仁
義
之
陶
鈞
、
誠
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道
德
之
橐
籥
也
。
其
爲
用
大
矣
、
隨
時
之
義
深
矣
、
言
無
得
而
稱
焉
。

時
代
に
合
わ
せ
て
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
を
定
め
、
質
（
素
朴
）
と
文
（
洗
練
）
の
兩
要
素
を
互
い
に
發
揮
さ
せ
、
物
事
へ
の
應
對
に
は
變

化
の
道
理
を
辯
え
、
變
化
の
道
理
を
辯
え
る
に
は
中
庸
で
あ
る
よ
う
に
す
る
。
中
庸
で
あ
れ
ば
永
續
が
可
能
と
な
り
、
變
化
の
道
理
を
辯
え

れ
ば
盛
大
と
な
り
、
そ
の
教
え
は
適
切
で
、
そ
の
効
用
は
無
限
で
、
實
に
仁
義
を
形
作
る
轆
轤
で
あ
り
、
誠
に
道
德
を
生
み
出
す
鞴
で
あ
る
。

そ
の
効
用
た
る
や
絶
大
で
あ
り
、
そ
の
時
宜
に
か
な
う
こ
と
の
意
義
は
深
淵
で
あ
り
、
言
葉
に
よ
っ
て
は
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
の
も
の
で

あ
る
。

ま
た
藝
術
傳
序
で
は
、
古
の
樣
々
な
術
に
通
じ
て
い
た
人
物
を
分
野
別
に
列
擧
し
た
上
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
言
う
。

…
…
凡
此
諸
君
者
、
仰
觀
俯
察
、
探
賾
索
隱
、
咸
詣
幽
微
、
思
侔
造
化
、
通
靈
入
妙
、
殊
才
絶
技
。
或
弘
道
以
濟
時
、
或
隱
身
以
利
物
。
深

不
可
測
、
固
無
得
而
稱
焉
。

…
…
い
っ
た
い
こ
れ
ら
の
人
物
た
ち
は
、
上
は
天
文
か
ら
下
は
地
理
ま
で
を
觀
察
し
、
奧
深
く
祕
め
ら
れ
た
も
の
を
探
究
し
、
誰
も
が
幽
玄

の
境
地
に
到
達
し
、
思
慮
は
萬
物
の
創
造
者
に
等
し
く
、
靈
妙
な
る
事
象
世
界
に
入
り
込
み
、
こ
の
上
な
く
優
れ
た
才
能
や
技
術
を
有
し
て

い
た
。
あ
る
者
は
そ
の
道
を
押
し
廣
め
て
時
世
を
救
い
、
あ
る
者
は
身
を
潛
め
て
萬
物
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
深
淵
さ
は
測
定
不
能

で
、
實
に
稱
贊
し
よ
う
も
な
い
程
で
あ
る
。

こ
の
『
隋
書
』
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
主
題
と
な
る
「
經
籍
」
や
「
藝
術
」
の
意
義
を
述
べ
、
そ
れ
を
「
絶
贊
型
」
と
し
て
の
「
無
得
而

稱
」
の
表
現
に
よ
っ
て
宣
明
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
陸
德
明
や
孔
穎
達
、
さ
ら
に
は
南
朝
に
お
け
る
「
絶
贊
型
」
の
流
れ
の
中
に
置
く
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
序
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
南
朝
の
「
絶
贊
型
」
に
多
く
見
ら
れ
た
、
國
家
を
對
象
と
す
る
稱
贊
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」

の
用
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
張
九
齡
（
六
七
三
〜
七
四
〇
）
の
「
獅
子
贊
序
」（『
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
』
卷
十
七
）
で
あ
る
。

蓋
蠻
夷
君
長
、
歳
時
貢
獻
、
或
殊

絶
贐
、
實
於
内
府
、
或
異
獸
奇
禽
、
擾
於
外
囿
、
皆
其
覲
禮
、
若
中
國
之
贄
幣
、
所
不
辭
讓
、
明
異
方
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之
臣
妾
。
此
則
非
有
利
物
之
心
、
充
目
耳
之
翫
好
、
以
爲
懷
柔
之
道
、
示
天
地
之
含
容
。
不
其
然
歟
。
固
無
德
而
稱
也（
90
）。

思
う
に
夷
狄
の
君
王
た
ち
が
、
季
節
ご
と
に
獻
上
物
を
捧
げ
、
あ
る
場
合
は
ひ
ど
く
貴
重
な
品
物
と
し
て
、
宮
廷
内
の
倉
庫
に
充
塡
さ
れ
、

あ
る
場
合
は
世
に
も
珍
し
い
禽
獸
と
し
て
、外
苑
に
て
飼
い
馴
ら
さ
れ
る
の
は
、い
ず
れ
も
覲
禮
（
臣
下
が
天
子
に
朝
見
す
る
儀
禮
）
で
あ
っ

て
、
中
華
に
對
す
る
禮
品
の
獻
納
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
な
い
の
は
、
異
域
の
臣
下
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
利
益
を
得
よ
う
と
い
う
心
積
り
が
あ
る
わ
け
で
も
、
耳
目
の
慰
み
物
に
充
當
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
異
域

を
手
懷
け
る
手
段
と
し
、
中
華
世
界
の

容
さ
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
實
に
そ
の
德
は
稱

贊
し
よ
う
も
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
成
句
に
つ
い
て
、
そ
の
出
處
、
使
用
例
、
意
味
の
展
開
を
樣
々
に
見
て
き
た
。
そ
も
そ
も
「
無
德
（
得
）

而
稱
」
は
、『
論
語
』
季
氏
篇
と
泰
伯
篇
（
三
讓
）
に
見
え
た
表
現
で
あ
り
、
後
漢
・
晉
代
ま
で
は
、
專
ら
そ
の
『
論
語
』
の
文
脈
の
一
環
と
し

て
引
用
さ
れ
る
中
に
見
ら
れ
た
。
だ
が
南
朝
に
入
る
と
、
徐
々
に
『
論
語
』
の
文
脈
を
離
れ
て
、
一
つ
の
成
句
と
し
て
四
字
單
獨
で
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
主
な
用
法
は
、
對
象
と
な
る
人
物
や
事
業
の
德
、
業
績
な
ど
が
、
言
葉
に
し
て
稱
贊
し
切
れ
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
旨
を
、
議
論
の
ま
と

め
と
し
て
最
後
に
聲
高
に
叫
ぶ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
稿
に
再
三
實
例
を
示
し
た
「
絶
贊
型
」
で
あ
る
。
こ
の
「
絶
贊
型
」
は
、
人
民
が
泰
伯

の
三
讓
の
美
德
に
氣
が
付
か
ず
、
そ
う
し
た
一
般
の
人
民
に
は
氣
付
き
得
ぬ
程
に
泰
伯
の
德
が
至
上
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
泰
伯
篇
（
三
讓
）
の
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「
無
得
（
德
）
而
稱
」
を
、
表
現
形
式
と
し
て
は
用
い
つ
つ
、
堯
の
德
を
人
民
が
言
葉
に
よ
っ
て
形
容
し
得
な
か
っ
た
と
す
る
、
泰
伯
篇
（
堯
）

の
内
容
を
も
包
攝
す
る
こ
と
で
、
成
立
し
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
稱
」
字
の
「
稱
贊
」
よ
り
も
「
呼
稱
」（
言
語
化
）
と
い
う
側
面

に
重
點
を
置
い
て
、「
言
語
化
さ
れ
な
い
（
で
き
な
い
）」
と
い
う
意
味
で
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
以
上
の
「
絶
贊
型
」
は
、『
論
語
』
に
お
け
る
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
使
用
例
の
内
、
泰
伯
篇
（
三
讓
）
に
由
來
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
季
氏
篇
を
踏
ま
え
た
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
方
は
、
す
で
に
南
朝
の
段
階
か
ら
用
例
が
乏
し
く
、
そ
の
後
も
相
變
わ
ら
ず

ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
數
少
な
い
一
例
と
し
て
、
李
白
「
代
壽
山
答
孟
少
府
移
文
書
」
（
91
）

を
擧
げ
て
お
く
。
こ
れ
は
開
元
十
五
年

（
七
二
七
）
前
後
に
孟
少
府
な
る
人
物
か
ら
、
隱
棲
す
る
壽
山
よ
り
出
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
の
に
對
し
、
壽
山
の
代
筆
と
い
う
體
裁
で
李
白
が
答

え
た
興
味
深
い
書
簡
で
あ
る（
92
）が

、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

昨
於
山
人
李
白
處
見
吾
子
移
文
、
責
僕
以
多
寄
、
鄙
僕
以
特
秀
。
而
盛
談
三
山
五
岳
之
美
、
謂
僕
小
山
無
名
、
無
德
而
稱
焉
。
觀
乎
斯
言
、

何
太
謬
之
甚
也
。

近
頃
、
山
に
暮
ら
す
李
白
殿
の
下
で
あ
な
た
の
移
文
を
目
に
し
ま
し
た
が
、
私
が
人
氣
を
博
し
て
い
る
と
責
め
立
て
、
私
が
一
人
得
意
氣
で

あ
る
と
見
下
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
し
か
も
躍
起
に
な
っ
て
三
山
五
岳
の
素
晴
ら
し
さ
を
言
い
立
て
、私
は
ち
っ
ぽ
け
な
名
も
な
き
山
で
、

取
り
上
げ
る
に
足
る
德
も
な
い
と
評
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
言
葉
を
拜
見
し
ま
す
に
、
何
と
ひ
ど
く
間
違
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
壽
山
に
借
り
て
李
白
が
言
う
「
僕
小
山
無
名
、
無
德
而
稱
焉
」
は
、
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
劉
濬
か
ら
顧
邁
と
孔
道
存
に
宛
て
た
書
簡

の
用
法
と
似
通
い
、『
論
語
』
季
氏
篇
を
踏
ま
え
た
表
現
と
見
て
よ
い（
93
）。

だ
が
こ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
例
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
一
方
で
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
、
す
で
に
本
稿
で
示
し
た
通
り
、
何
も
南
朝
の
文
人
の
間
で
の
み
局
所
的
に
流
行
し
た

も
の
で
は
な
く
、
北
朝
で
も
積
極
的
に
模
倣
さ
れ
、
墓
誌
銘
や
隋
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
序
文
に
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
唐

代
以
後
は
、
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
に
限
ら
ず
、
樣
々
な
場
面
で
「
絶
贊
型
」
が
用
い
ら
れ
て
い
き
、「
無
德
（
得
）
而
稱
」
の
用
法
の
主
流
は
、
あ
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く
ま
で
「
絶
贊
型
」
な
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
の
實
例
を
列
擧
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
ら
は
す
で
に
一
つ
の
定

型
表
現
と
化
し
て
お
り
、
新
味
を
見
出
し
難
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

注（
1
） 『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
一
九
九
一
）
第
七
卷
、
一
五
一
頁
右
。

（
2
） 

以
下
、
十
三
經
注
疏
は
阮
元
本
（
藝
文
印
書
館
影
印
、
二
〇
〇
一
）
を
用
い
る
。

（
3
） 『
十
三
經
注
疏
校
勘
記　

十　

論
語　

孝
經
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
の
『
論
語
注
疏
校
勘
記
』
を
用
い
る
。
以
下
同
樣
。

（
4
） 

高
麗
本
に
つ
い
て
は
、
前
注
所
掲
書
の
「
整
理
説
明
」
二
「
論
語
注
疏
校
勘
記
引
據
版
本
考
實
」（
五
）「
高
麗
本
」、
參
照
。

（
5
） 

王
肅
注
は
す
で
に
『
論
語
』
本
文
を
引
い
た
際
に
括
弧
付
き
で
示
し
た
。
邢

疏
「
此
章
貴
德
也
。
齊
景
公
…
…
稱
焉
者
、
…
…
言
齊
君
景
公
雖
富
有
千
駟
、
及
其
死
也
、

無
德
可
稱
。
伯
夷
…
…
謂
與
者
、
…
…
其
此
所
謂
以
德
爲
稱
者
與
」。

（
6
） 『
知
不
足
齋
叢
書
』（
中
華
書
局
影
印
、
一
九
九
九
、
第
三
册
）
所
收
本
を
用
い
る
。
以
下
同
樣
。

（
7
） 

金
谷
治
編
『
唐
抄
本
鄭
氏
注
論
語
集
成
』（
平
凡
社
、
一
九
七
八
）
所
收
の
「
伯
二
五
一
〇
」
に
見
え
る
鄭
玄
注
は
次
の
通
り
で
、
や
や
邢

疏
所
引
の
も
の
と
異
な
る
部
分

も
あ
る
が
、
論
旨
は
同
じ
。「
太
伯
周
大
王
之
太
子
。
次
仲
雍
、
次
叔
不
見
、
次
季
歷
。
三
以
天
下
讓
者
、
見
季
歷
賢
、
又
生
文
王
、
又
聖
人
之
表
、
欲
以
讓
焉
。
以
爲
無
大

王
之
命
、
將
不
見
聽
。
大
王
有
疾
、
因
過
呉
越
、
採
藥
、
大
王
沒
、
而
不
返
、
季
歷
爲
喪
主
。
一
讓
。
季
歷
赴
之
、
不
來
奔
喪
。
二
讓
也
。
勉
喪
之
後
、
遂
斷
髮
文
身
、
倮

以
爲
飾
。
三
讓
也
。
三
讓
之
美
、
皆
蔽
隱
不
著
、
故
人
無
得
而
稱
之
。
三
讓
之
德
、
莫
大
於
此
」（
二
二
九
頁
）。
な
お
邢

疏
所
引
の
「
隱
蔽
不
著
」
の
「
隱
蔽
」
を
、
袁

鈞
『
鄭
氏
佚
書
』
で
は
、
後
に
詳
し
く
見
る
『
後
漢
書
』
丁
鴻
傳
論
の
李
賢
注
、
ま
た
『
詩
』
大
雅
・
皇
矣
の
正
義
な
ど
が
引
く
鄭
玄
注
が
「
蔽
隱
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、「
蔽

隱
」
を
是
と
す
る
が
、「
伯
二
五
一
〇
」
も
や
は
り
「
蔽
隱
」
で
あ
る
。

（
8
） 

古
典
研
究
會
叢
書
・
漢
籍
之
部
・
第
二
十
九
卷
『
後
漢
書
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
）。

（
9
） 

以
下
、
各
正
史
は
中
華
書
局
の
標
點
本
を
用
い
る
。

（
10
） 『
史
記
』
卷
三
十
一
・
呉
太
伯
世
家
「
太
史
公
曰
、
孔
子
言
、
太
伯
可
謂
至
德
矣
、
三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
」。『
漢
書
』
卷
二
十
八
下
・
地
理
志
下
・
呉
地
「
故
孔
子

美
而
稱
曰
、
大
伯
、
可
謂
至
惪
也
已
矣
。
三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
」。

（
11
） 

李
賢
注
「
論
語
、
齊
景
公
有
馬
千
駟
。
死
之
日
、
人
無
德
而
稱
焉
。
千
駟
、
四
千
匹
」。

（
12
） 

李
賢
注
「
論
語
、
孔
子
曰
、
太
伯
三
以
天
下
讓
、
民
無
得
而
稱
焉
。
鄭
玄
注
云
、
太
伯
、
周
太
王
之
長
子
、
欲
讓
其
弟
季
歷
。
太
王
有
疾
、
太
伯
因
適
吳
・
越
採
藥
、
太
王
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薨
而
不
返
、
季
歷
爲
喪
主
、
一
讓
也
。
季
歷
赴
之
、
不
來
奔
喪
、
二
讓
也
。
終
喪
之
後
、
遂
斷
髮
文
身
、
三
讓
也
」。

（
13
） 
實
際
、
黃
憲
の
傳
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
他
者
に
よ
る
彼
へ
の
好
評
價
の
語
で
占
め
ら
れ
る
。

（
14
） 『
文
選
』
に
は
胡
克
家
本
を
用
い
、
諸
本
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
注
記
す
る
。

（
15
） 

な
お
こ
の
發
言
に
對
し
、臣
下
の
郞
敷
は
「
太
伯
三
以
天
下
讓
、至
仲
尼
而
後
顯
其
至
德
」
と
答
え
る
。
ま
た
「
夫
非
常
之
人
」
云
々
は
、司
馬
相
如
「
難
蜀
父
老
」（『
文
選
』

卷
四
十
四
）「
蓋
世
必
有
非
常
之
人
、
然
後
有
非
常
之
事
。
有
非
常
之
事
、
然
後
有
非
常
之
功
。
夫
非
常
者
、
固
常
人
之
所
異
也
。
故
曰
、
非
常
之
原
、
黎
民
懼
焉
。
及
臻
厥

成
、
天
下
晏
如
也
」
に
基
づ
く
。

（
16
） 「
重
華
」
は
『
書
』
舜
典
「
曰
若
稽
古
帝
舜
、
曰
重
華
、
協
于
帝
（
孔
傳
、
華
謂
文
德
、
言
其
光
文
重
合
於
堯
、
俱
聖
明
）」
か
ら
舜
を
指
す
。「
文
命
」
は
『
史
記
』
卷
二
・

夏
本
紀
「
夏
禹
、
名
曰
文
命
」
か
ら
禹
を
指
す
。

（
17
） 「
文
」
字
に
中
華
書
局
標
點
本
の
校
勘
記
は
「
按
南
史
「
文
」
作
「
又
」、
屬
下
讀
」
と
す
る
。

（
18
） 

こ
の
書
簡
は
、
嚴
可
均
『
全
梁
文
』
卷
四
十
（『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
））
で
は
「
與
右
率
沈
約
書
請
撰
豫
章
文
獻
王
碑
文
」
と
題
し
て

採
錄
さ
れ
る
。

（
19
） 「
理
絶
某
某
」
は
、
道
理
が
某
某
の
枠
内
を
超
越
す
る
こ
と
。
見
や
す
い
例
を
二
つ
程
擧
げ
て
お
く
。『
後
漢
書
』
列
傳
七
十
八
・
西
域
傳
の
論
に
、
西
域
で
興
っ
た
佛
教
に

つ
い
て
、「
神
迹
詭
怪
、
則
理
絶
人
區
、
感
驗
明
顯
、
則
事
出
天
外
」
と
あ
る
。
任
昉
「
王
文
憲
集
序
」（『
文
選
』
卷
四
十
六
）
で
は
、
王
儉
の
人
柄
を
「
無
是
己
之
心
、
事

隔
於
容
謟
、
罕
愛
憎
之
情
、
理
絶
毀
譽
」
と
紹
介
す
る
。

（
20
） 

以
上
の
よ
う
な
理
解
で
は
、
一
見
す
る
と
こ
の
書
簡
は
墓
誌
の
撰
述
を
願
い
出
た
も
の
に
は
讀
め
な
い
。
だ
が
書
簡
は
こ
の
後
、
日
頃
の
生
活
は
と
も
か
く
、
偉
大
な
功
績

は
や
は
り
取
り
上
げ
る
に
足
る
も
の
だ
と
し
て
、
當
代
き
っ
て
の
文
章
家
た
る
沈
約
に
こ
そ
、
蕭
嶷
の
墓
誌
を
撰
述
し
て
ほ
し
い
と
强
く
訴
え
て
い
る
。
た
だ
豫
章
文
獻
王

嶷
傳
に
よ
れ
ば
、
殘
念
な
が
ら
沈
約
は
こ
の
要
請
を
辭
退
し
、
建
武
年
間
（
四
九
四
〜
四
九
八
）
に
入
っ
て
、
蕭
嶷
の
次
男
の
蕭
子
恪
が
改
め
て
沈
約
と
孔
稚
珪
に
墓
誌
の

撰
述
を
依
賴
し
た
と
い
う
。

（
21
） 『
南
齊
書
』
卷
四
十
・
武
十
七
王
傳
・
竟
陵
文
宣
王
子
良
「
建
武
中
、
故
吏
范
雲
上
表
爲
子
良
立
碑
、
事
不
行
」。
范
雲
は
始
興
内
史
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
（『
梁
書
』
卷

十
三
・
范
雲
傳
）。

（
22
） 

故
太
宰
竟
陵
文
宣
王
臣
某
、
與
存
與
亡
、
則
義
刑
社
稷
、
嚴
天
配
帝
、
則
周
公
其
人
。
體
國
端
朝
、
出
藩
入
守
。
進
思
必
告
之
道
、
退
無
苟
利
之
專
。
五
教
以
倫
、
百
揆
時
序
。

（
23
） 

四
部
叢
刊
本
（
涵
芬
樓
藏
宋
刊
本
）
に
「
五
臣
無
而
字
」
と
言
う
。

（
24
） 

六
府
臣
僚
、
三
藩
士
女
、
人
蓄
油
素
、
家
懷
鉛
筆
、
瞻
彼
景
山
、
徒
然
望
慕
。

（
25
） 『
孟
子
』
盡
心
上
「
古
之
人
、
得
志
、
澤
加
於
民
、
不
得
志
、
脩
身
見
於
世
。
窮
則
獨
善
其
身
、
達
則
兼
善
天
下
」
を
踏
ま
え
る
。

（
26
） 「
故
太
宰
淵
・
丞
相
嶷
、
親
賢
竝
軌
、
卽
爲
成
規
（
李
善
注
、
蕭
子
顯
・
齊
書
曰
、
豫
章
文
獻
王
嶷
、
字
宣
儼
、
薨
贈
丞
相
。
南
陽
樂
藹
、
爲
建
立
碑
。
第
二
子
恪
、
託
沈
約
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及
孔
稚
珪
爲
文
）、
乞
依
二
公
前
例
、
賜
許
刊
立
」。「
太
宰
淵
」
は
褚
淵
。

（
27
） 「
范
侯
淳
孝
睦
友
、
在
家
必
聞
、
直
道
正
色
、
立
朝
斯
著
。
一
金
之
俸
、
必
徧
親
倫
、
鍾
庾
之
秩
、
散
之
故
舊
。
佐
命
興
王
、
心
力
俱
盡
、
謀
猷
忠
允
、
諒
誠
匪
躬
。
破
産
而

字
死
友
之
孤
、
開
門
而
延
故
人
之
殯
」。「
死
友
」
が
江

を
、「
故
人
」
が
王

を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。

（
28
） 

書
簡
の
續
き
は
次
の
通
り
。「
器
用
車
馬
、
無
改
平
生
之
憑
、
素
論
款
對
、
不
易
布
素
之
交
。
若
斯
人
者
、
豈
云
易
遇
。
昉
將
莅
此
邦
、
務
在
遄
速
、
雖
解
駕
流
連
、
再
貽
款

顧
、
將
乖
之
際
、
不
忍
告
別
、
無
益
離
悲
、
祗
增
今
恨
。
永
念
平
生
、
忽
焉
疇
曩
、
追
尋
笑
緒
、
皆
成
悲
端
」。

（
29
） 

本
來
は
任
昉
の
『
文
選
』
で
の
兩
用
例
に
對
す
る
李
善
注
を
檢
證
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
胡
克
家
本
で
は
、
卷
三
十
六
「
宣
德
皇
后
令
」
に
は
『
論
語
』
泰
伯
篇
が
、
卷

三
十
八
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
に
は
『
論
語
』
季
氏
篇
が
、
そ
れ
ぞ
れ
注
釋
と
し
て
引
か
れ
、
李
善
注
が
兩
者
に
異
な
る
『
論
語
』
を
引
く
點
で
注
目
に
値
す
る
。

た
だ
卷
三
十
八
の
例
に
つ
い
て
、
胡
克
家
『
文
選
考
異
』
卷
七
は
「
袁
本
作
無
得
而
稱
、
已
見
上
文
。
茶
陵
本
複
出
、
非
」
と
し
、
六
臣
注
『
文
選
』
に
は
、
李
善
・
五
臣

注
の
順
の
系
統
（
茶
陵
本
な
ど
）
と
五
臣
・
李
善
注
の
順
の
系
統
（
袁
本
な
ど
）
が
存
在
す
る
わ
け
だ
が
、
確
か
に
前
者
に
屬
す
る
四
部
叢
刊
本
で
は
、『
論
語
』
季
氏
篇
が

引
か
れ
る
の
に
對
し
、
後
者
に
屬
す
る
明
州
本
（『
文
選
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
））
で
は
「
無
得
□
稱
、
已
見
上
文
」（「
□
」
は
紙
の
破
損
に
伴
い
不
明
な
が
ら
「
而
」

字
で
あ
る
に
違
い
な
い
）
と
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
明
州
本
の
「
已
見
上
文
」
の
指
す
箇
所
が
問
題
と
な
る
が
、
卷
三
十
八
よ
り
前
に
「
無
得
而
稱
」
に
注
釋
を
施
し
そ
う

な
の
は
、
實
は
第
二
節
に
取
り
上
げ
た
卷
五
・
左
思
「
呉
都
賦
」
の
「
世
無
得
而
顯
稱
」
と
、
卷
三
十
六
「
宣
德
皇
后
令
」
の
「
豐
功
厚
利
、
無
得
而
稱
」
の
二
例
な
の
で

あ
る
。
明
州
本
を
見
る
に
、「
呉
都
賦
」
で
は
劉
淵
林
注
と
し
て
、「
宣
德
皇
后
令
」
で
は
李
善
注
と
し
て
、
と
も
に
『
論
語
』
泰
伯
篇
が
引
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
（
な
お
胡

克
家
本
・
四
部
叢
刊
本
も
同
樣
）、
そ
う
で
あ
れ
ば
卷
三
十
八
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
の
「
已
見
上
文
」
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
が
相
當
す
る
こ
と
に
な
り
、
胡
克

家
本
や
四
部
叢
刊
本
が
『
論
語
』
季
氏
篇
を
引
く
の
と
齟
齬
す
る
。
さ
ら
に
複
雜
な
こ
と
に
、「
呉
都
賦
」
と
「
宣
德
皇
后
令
」
に
は
『
文
選
集
注
』（『
唐
鈔
文
選
集
註
彙
存
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
を
用
い
、『
文
選
集
注
』
で
は
「
呉
都
賦
」
は
卷
九
に
、「
宣
德
皇
后
令
」
は
卷
七
十
一
に
見
え
る
）
が
殘
存
す
る
の
だ
が
、
ま
た
樣
相
を

異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
『
文
選
集
注
』
で
は
、「
呉
都
賦
」
の
劉
淵
林
注
が
「
劉
逵
曰
、
孔
子
曰
、
太
伯
其
可
謂
至
德
也
。
三
以
天
下
讓
、
人
無
得
稱
焉
」
と
、
諸
本
に
比
べ

て
「
其
可
謂
至
德
也
」
の
句
が
多
く
、「
宣
德
皇
后
令
」
で
は
「
論
語
曰
、
人
無
得
而
稱
焉
」
と
、『
論
語
』
が
引
か
れ
る
も
の
の
、
前
文
を
伴
わ
な
い
た
め
に
何
篇
を
引
い

た
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
に
『
文
選
集
注
』
が
殘
存
し
な
い
こ
と
を
恨
み
と
す
る
が
、
と
に
か
く
こ
の
「
無
得
而
稱
」
の

表
現
に
對
す
る
李
善
注
を
（
胡
克
家
本
の
ま
ま
に
）
議
論
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
は
、
愼
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
い
ま
事
實
關
係
を
紹
介
す
る
に
止
め
る
。

な
お
李
善
注
と
「
已
見
上
文
」
に
つ
い
て
は
、
富
永
一
登
「『
文
選
』
李
善
注
の
增
補
改
變
―
從
省
義
例
「
巳
見
〜
」
に
つ
い
て
」（
同
氏
『『
文
選
』
李
善
注
の
活
用
―
文
學

言
語
の
創
作
と
繼
承
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
七
）、
參
照
。
本
注
の
一
部
は
、
愛
知
縣
立
大
學
の
洲
脇
武
志
氏
よ
り
教
示
を
得
た
内
容
が
含
ま
れ
る
。

（
30
） 

原
文
お
よ
び
譯
文
は
、
中
嶋
隆
藏
編
『
出
三
藏
記
集
序
卷
譯
注
』（
平
樂
寺
書
店
、
一
九
九
七
）
九
七
頁
に
よ
る
。

（
31
） 『
南
史
』
卷
七
・
梁
本
紀
中
・
武
帝
下
「（
太
清
元
年
夏
四
月
）
是
月
、
神
馬
出
、
皇
太
子
獻
寶
馬
頌
」。
題
は
『
文
苑
英
華
』
の
「
馬
寶
頌
」
に
從
う
。

（
32
） 『
莊
子
』
逍
遙
游
「
堯
治
天
下
之
民
、
平
海
内
之
政
、
往
見
四
子
藐
姑
射
之
山
、
汾
水
之
陽
、

然
喪
其
天
下
焉
」、
謝
瞻
「
張
子
房
詩
」（『
文
選
』
卷
二
十
一
）「
明
兩
燭
河
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「無德而稱」について

陰
、
慶
霄
薄
汾
陽
（
李
善
注
、
河
陰
・
汾
陽
、
舜
・
堯
二
帝
所
居
也
）」。

（
33
） 
肖
占
鵬
・
董
志
廣
『
梁
簡
文
帝
集
校
注
』（
南
開
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
は
「
此
就
梁
武
帝
言
、
謂
其
德
高
政
美
、
無
恰
當
言
語
可
述
」
と
説
明
し
、『
論
語
』
泰
伯
篇

を
引
用
す
る
（
卷
之
六
「
改
元
詔
」、
五
〇
七
頁
）。

（
34
） 

陳
志
平
・
熊
清
元
『
蕭
繹
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
八
）
は
、
校
注
と
し
て
『
論
語
』
泰
伯
篇
お
よ
び
『
釋
名
』
釋
言
語
「
德
、
得
也
」
を
引
く
（
二
七
頁
）。

（
35
） 「
實
乃
神
而
乃
聖
」
は
『
書
』
大
禹
謨
「
益
曰
、
都
、
帝
德
廣
運
、
乃
聖
乃
神
、
乃
武
乃
文
」
に
基
づ
き
、
僞
孔
傳
が
「
聖
無
所
不
通
、
神
妙
無
方
」
と
注
す
る
の
を
參
考
に

邦
譯
し
た
。

（
36
） 

興
膳
宏
「
金
樓
子
譯
注
（
三
）」（『
中
國
文
學
報
』
八
一
、
二
〇
一
一
）
は
、
注
釋
と
し
て
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
言
及
す
る
（
一
五
〇
頁
）。

（
37
） 

六
臣
注
本
は
、
四
部
叢
刊
本
で
は
「
德
」
字
に
作
り
、「
五
臣
本
作
得
字
」
と
い
い
、
明
州
本
で
は
「
得
」
字
に
作
り
、「
善
本
作
德
字
」
と
い
う
。

（
38
） 

慧
皎
の
生
卒
年
は
、
吉
川
忠
夫
・
船
山
徹
譯
『
高
僧
傳
（
一
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
）「
譯
者
解
説
」
の
「
著
者
慧
皎
の
事
績
」、
參
照
。
ま
た
『
高
僧
傳
』
は
大
正
新

脩
大
藏
經
版
を
用
い
る
。

（
39
） 

前
注
所
掲
の
吉
川
・
船
山
譯
『
高
僧
傳
（
一
）』
は
、「
原
文
の
「
固
に
得
て
稱
す
る
無
し
」
は
、『
論
語
』
泰
伯
篇
の
「
民
は
得
て
稱
す
る
無
し
」
に
な
ら
っ
た
表
現
」
と
注

す
る
（
三
五
二
頁
）。

（
40
） 

許
逸
民
『
徐
陵
集
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
）
で
は
「
勸
進
梁
元
帝
表
」（
二
六
一
頁
〜
）。
當
時
の
政
局
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
『
侯
景
の
亂
始
末
記　

南
朝
貴
族

社
會
の
命
運
』（
志
學
社
、
二
〇
一
九
）「
徐
陵
―
南
朝
貴
族
の
悲
劇
」
一
二
二
・
一
二
三
頁
、
參
照
。

（
41
） 『
徐
陵
集
校
箋
』
で
は
前
者
が
「
封
陳
公
九
錫
詔
」（
一
三
七
一
頁
〜
）、後
者
が
「
册
陳
王
九
錫
文
」（
一
四
九
一
頁
〜
）。
な
お
前
者
に
つ
い
て
、『
徐
陵
集
校
箋
』
で
は
「
德
」

字
を
「
得
」
字
に
作
り
、
校
記
に
張
燮
本
（
明
『
七
十
二
家
集
』）、
張
溥
本
（
明
『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
』）、
呉
本
（
清
・
呉
兆
宜
『
徐
孝
穆
集
箋
注
』）
に
從
い
改
め
た

と
言
う
。

（
42
） 

梁
の
敬
帝
（
蕭
方
智
）
は
承
聖
四
年
（
五
五
五
）
二
月
に
卽
位
後
、
同
年
七
月
に
北
齊
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
蕭
淵
明
に
代
わ
っ
て
一
度
は
退
位
し
て
皇
太
子
と
な
り
、
同
年

九
月
に
陳
霸
先
が
王
僧
辯
を
殺
害
し
た
こ
と
で
、
再
度
帝
位
に
卽
い
た
（『
梁
書
』
卷
六
・
敬
帝
本
紀
）。

（
43
） 「
禪
位
陳
王
詔
」（『
徐
陵
集
校
箋
』
一
三
九
三
頁
〜
）。
こ
こ
で
「
無
得
而
稱
」
が
「
巍
巍
蕩
蕩
」
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、先
の
「
封
陳
公
九
錫
詔
」

の
「
斯
又
巍
巍
蕩
蕩
、
無
德
而
稱
焉
」
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
「
德
」
字
を
「
得
」
字
に
作
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
44
） 『
藝
文
類
聚
』
で
は
「
太
伯
碑
」
を
「
梁
陸
雲
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
引
く
。
し
か
し
嚴
可
均
『
全
梁
文
』
卷
五
十
三
で
は
「
陸
雲
公
」
の
作
と
し
て
採
錄
し
、『
梁
書
』
卷

五
十
・
文
學
傳
下
・
陸
雲
公
に
も
、「
雲
公
先
製
太
伯
廟
碑
、
吳
興
太
守
張
纘
罷
郡
經
途
、
讀
其
文
歎
曰
、
今
之
蔡
伯
喈
也
」
と
「
太
伯
碑
」
を
執
筆
し
た
旨
が
記
錄
さ
れ
る

の
で
、
い
ま
陸
雲
公
の
作
品
と
し
て
扱
う
。

（
45
） 『
孟
子
』
萬
章
上
「
禹
薦
益
於
天
、
七
年
、
禹
崩
、
三
年
之
喪
畢
、
益
避
禹
之
子
於
箕
山
之
陰
。
朝
覲
訟
獄
者
、
不
之
益
而
之
啟
、
曰
、
吾
君
之
子
也
。
謳
歌
者
、
不
謳
歌
益
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而
謳
歌
啟
、
曰
、
吾
君
之
子
也
」。

（
46
） 
陸
雲
公
は
、
別
に
「
御
講
般
若
經
序
」（『
廣
弘
明
集
』
卷
十
九
）
に
お
い
て
、『
般
若
經
』
の
教
え
に
つ
い
て
「
盛
矣
哉
、
信
無
德
而
稱
也
」
と
ま
と
め
る
。
陸
雲
公
が
、「
無

德
而
稱
」
を
「
絶
贊
型
」
の
一
つ
の
決
り
文
句
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

 

　

ま
た
阮
元
本
に
據
る
限
り
、『
論
語
』
泰
伯
篇
は
「
無
得
而
稱
」
で
あ
る
。
た
だ
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
得
」
字
を
「
德
」
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
、
か
つ
「
無

德
而
稱
」
に
よ
る
「
絶
贊
型
」
も
す
で
に
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
數
多
く
、
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
た
。
や
は
り
「
絶
贊
型
」
の
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
は
、「
得
」
字
に
し
て

も
「
德
」
字
に
し
て
も
、
泰
伯
篇
に
由
來
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
47
） 

金
谷
氏
前
掲
書
二
四
二
・
二
四
三
頁
、
參
照
。

（
48
） 

吉
川
幸
次
郞
『
論
語　

上
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
）
は
、「「
名
」
の
字
は
動
詞
で
あ
り
、
古
注
に
引
く
包
咸
は
、「
能
く
其
の
名
を
識
（
し
）
る
無
し
」、
つ
ま
り
人
民

は
、
主
權
者
が
堯
と
い
う
名
で
あ
る
こ
と
を
、
知
る
者
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
に
説
く
よ
う
で
あ
る
が
、「
名
」
の
字
は
、
言
語
、
文
字
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
、
新
注
に
、「
亦
た
天
の
、
言
語
を
以
っ
て
形
容
す
可
か
ら
ざ
る
が
如
き
な
り
」
と
い
う
方
が
、
よ
ろ
し
い
で
あ
ろ
う
。
新
出
の
鄭
玄
の
注
も
、「
民
能
く
名
（
い
）

う
無
し
と
は
、
其
の
然
る
所
以
を
知
ら
ず
」
と
す
る
」（
二
七
三
頁
）
と
解
説
し
、
皇
疏
に
こ
そ
言
及
し
な
い
が
、「
名
」
を
「
名
づ
く
」
と
訓
じ
て
い
る
。

（
49
） 

李

宇
「
南
朝
に
お
け
る
集
團
文
學
の
形
成
―
蕭
子
良
の
西
邸
を
起
點
と
し
て
」（『
東
京
大
學
中
國
語
中
國
文
學
研
究
室
紀
要
』
二
一
、
二
〇
一
八
）、
五
三
頁
〜
六
二
頁
。

（
50
） 

前
者
は
『
全
北
齊
文
』
卷
四
・
魏
收
に
「
爲
孝
靜
帝
下
詔
禪
位
」
と
題
し
、
後
者
は
『
全
北
齊
文
』
卷
三
・
邢
劭
に
「
爲
文
宣
帝
受
禪
登
極
赦
詔
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
採

錄
さ
れ
る
。
彼
ら
を
作
者
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
嚴
可
均
の
按
語
、
參
照
。

（
51
） 

ほ
ぼ
同
文
が
『
北
齊
書
』
卷
三
十
七
・
魏
收
傳
に
も
見
え
る
が
、
中
華
書
局
標
點
本
の
校
勘
記
に
「
北
齊
書
卷
三
十
七　

按
此
卷
原
缺
、
宋
本
・
三
朝
本
・
南
本
・
局
本
卷

末
有
宋
人
校
語
云
、
此
傳
與
北
史
同
、
但
不
序
世
家
、
又
無
論
贊
、
疑
非
正
史
。
按
此
傳
與
北
史
卷
五
六
魏
收
傳
基
本
相
同
、
只
字
句
小
有
出
入
、
但
傳
首
敍
世
系
有
異
。

疑
北
齊
書
原
文
殘
存
傳
首
世
系
、
以
下
後
人
以
北
史
補
」
と
あ
る
。
い
ま
『
北
史
』
の
文
に
據
る
。

（
52
） 

溫
子
昇
は
『
魏
書
』
卷
八
十
五
と
『
北
史
』
卷
八
十
三
の
文
苑
傳
に
傳
が
あ
り
、武
定
五
年
（
五
四
七
）、高
澄
の
殺
害
に
關
わ
っ
た
と
の
疑
い
か
ら
獄
死
し
た
。
邢
卲
は
『
北

齊
書
』
卷
三
十
六
と
『
北
史
』
卷
四
十
三
に
傳
が
あ
り
、
皇
建
元
年
（
五
六
〇
）、

州
刺
史
と
な
っ
た
。
邢
卲
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
矢
嶋
徹
輔
「
邢
卲
年
譜
稿
」（『
鳥
取

大
學
教
育
學
部
研
究
報
告 

人
文
・
社
會
科
學
』
三
一
・
二
、
一
九
八
〇
）、
參
照
。

（
53
） 「
邢
子
才
・
魏
收
倶
有
重
名
、
時
俗
準
的
、
以
爲
師
匠
。
邢
賞
服
沈
約
而
輕
任
昉
、
魏
愛
慕
任
昉
而
毀
沈
約
、
毎
於
談
讌
、
辭
色
以
之
。

下
紛
紜
、
各
有
朋
黨
。
祖
孝
徵
嘗

謂
吾
曰
、
任
・
沈
之
是
非
、
乃
邢
・
魏
之
優
劣
也
」（
王
利
器
『
顏
氏
家
訓
集
解
（
增
補
本
）』（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
）、
二
七
三
頁
）。

（
54
） 「
沈
隱
侯
曰
、
文
章
當
從
三
易
。
易
見
事
、
一
也
。
易
識
字
、
二
也
。
易
讀
誦
、
三
也
。
邢
子
才
常
曰
、
沈
侯
文
章
、
用
事
不
使
人
覺
、
若
胸
臆
語
也
。
深
以
此
服
之
」（
二
七
二

頁
）。

（
55
） 

矢
嶋
徹
輔
「
魏
收
の
文
學
傾
向
に
つ
い
て
」（『
中
國
文
學
論
集
』
四
、
一
九
七
四
）
三
八
頁
。
氏
は
他
に
「
收
の
「
禪
位
册
」（『
北
齊
書
』
文
宣
紀
）
と
い
う
文
章
も
任
昉
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「無德而稱」について

の
「
禪
位
梁
王
策
」（『
梁
書
』
武
帝
紀
上
）
の
語
句
を
所
々
に
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
」
と
す
る
。
ま
た
同
氏
に
は
「
邢
卲
の
文
學
觀
」（『
鳥
取
大
學
教
育
學
部
研
究
報

告 

人
文
・
社
會
科
學
』
二
九
・
二
、
一
九
七
八
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
沈
約
を
筆
頭
と
す
る
南
朝
文
學
の
、
邢
卲
の
文
學
に
對
す
る
影
響
が
論
じ
ら
れ
る
。

（
56
） 
な
お
邢
卲
・
魏
收
と
同
時
代
に
、
梁
か
ら
の
使
者
と
し
て
北
齊
に
暮
ら
し
、
北
朝
の
文
學
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
徐
陵
は
、
盛
ん
に
「
無
德
（
得
）
而
稱
」
を
、「
絶
贊

型
」
で
王
朝
交
替
期
の
文
章
に
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
用
例
は
、
す
べ
て
邢
卲
・
魏
收
よ
り
後
で
あ
る
。

（
57
） 

以
上
の
よ
う
な
、
南
朝
文
人
に
お
け
る
典
故
の
共
用
と
、
そ
の
北
朝
へ
の
傳
播
の
樣
相
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
桓
山
之
悲
」
に
つ
い
て
―
典
故
と
用
法
―
」（
拙
著
『
南
北

朝
時
代
の
士
大
夫
と
社
會
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
八
）、
參
照
。

（
58
） 

吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
）
第
一
册
所
收
「『
後
漢
書
』
解
題
」
三
八
四
頁
。
ま
た
吉
川
忠
夫
「
史
家
范
曄
の
謀
反
」（
前
掲
『
侯
景
の
亂
始
末
記

　

南
朝
貴
族
社
會
の
命
運
』、
所
收
）
二
四
五
頁
で
も
、「
か
れ
に
と
っ
て
『
後
漢
書
』
の
執
筆
は
、
た
だ
た
ん
に
史
學
の
問
題
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
歷
史
事
實

の
傳
達
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
す
で
に
先
人
の
業
績
に
つ
く
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
一
書
を
世
に
問
う
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
歷
史
事
實
を
い
か
に
解
釋
し
評
價
す
る

か
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
解
釋
し
評
價
し
た
結
果
を
「
序
」「
論
」「
贊
」
と
し
て
い
か
に
表
現
す
る
か
。
そ
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
て
文
學
の
問
題
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と

言
う
。

（
59
） 

前
注
所
掲
「『
後
漢
書
』
解
題
」
三
八
八
頁
〜
三
九
三
頁
。

（
60
） 

吉
川
忠
夫
「
范
曄
と
劉
知
幾
」（
同
氏
『
六
朝
精
神
史
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
四
、
所
收
）
一
八
一
頁
。

（
61
） 

中
華
書
局
標
點
本
の
校
勘
記
に
「
云
崔
氏
三
字
、
各
本
脱
、
據
南
史
補
」。
た
だ
『
南
史
』
卷
二
十
二
・
王
曇
首
傳
附
筠
で
は
、「
所
以
范
蔚
宗
云
崔
氏
雕
龍
」
に
作
り
、
校

勘
記
が
清
・
李
慈
銘
『
南
史
札
記
』
な
ど
か
ら
「
雕
龍
」
の
上
に
「
世
禪
」
を
補
う
べ
き
旨
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
62
） 

然
不
過
父
子
兩
三
世
耳
。
非
有
七
葉
之
中
、
名
德
重
光
、
爵
位
相
繼
、
人
人
有
集
、
如
吾
門
世
者
也
。
沈
少
傅
約
語
人
云
、
吾
少
好
百
家
之
言
、
身
爲
四
代
之
史
、
自
開
闢

已
來
、
未
有
爵
位
蟬
聯
、
文
才
相
繼
、
如
王
氏
之
盛
者
也
。
汝
等
仰
觀
堂
構
、
思
各
努
力
。

（
63
） 

以
上
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
文
が
『
魏
書
』
卷
十
二
・
孝
靜
紀
に
見
え
る
が
、
五
月
八
日
で
あ
る
と
の
情
報
は
『
北
齊
書
』
高
德
政
傳
に
の
み
見
え
、
今
こ
ち
ら
に
據
っ
た
。

（
64
） 「
永
作
虞
賓
」
に
つ
い
て
、
李
賢
注
は
「
虞
賓
謂
舜
以
堯
子
丹
朱
爲
賓
。
虞
書
曰
、
虞
賓
在
位
、
是
也
。
以
喩
山
陽
公
爲
魏
之
賓
也
」
と
す
る
。
獻
帝
は
退
位
後
に
曹
魏
か
ら

山
陽
公
に
封
じ
ら
れ
た
。

（
65
） 「
帝
不
堪
憂
辱
、
詠
謝
靈
運
詩
曰
、
韓
亡
子
房
奮
、
秦
帝
魯
連
耻
。
本
自
江
海
人
、
忠
義
動
君
子
」。
こ
の
詩
は
『
宋
書
』
卷
六
十
七
・
謝
靈
運
傳
に
見
え
、
宋
朝
に
よ
る
自

ら
の
逮
捕
に
反
逆
の
意
を
示
す
べ
く
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
66
） 「
然
固
之
總
述
合
在
一
篇
、
使
其
條
貫
有
序
、
歷
然
可
閲
。
蔚
宗
後
書
、
實
同
班
氏
、
乃
各
附
本
事
、
書
於
卷
末
。
篇
目
相
離
、
斷
絶
失
次
。
而
後
生
作
者
、
不
悟
其
非
、
如

蕭
（
子
顯
）
李
（
百
藥
）
南
北
齊
（
舊
脱
齊
字
）
史
、
大
唐
新
修
晉
史
、
皆
依
范
書
誤
本
、
篇
終
有
贊
。
夫
毎
卷
立
論
、
其
煩
已
多
、
而
嗣
論
以
贊
、
爲
黷
彌
甚
」（
清
・
浦

起
龍
『
史
通
通
釋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）、
七
七
頁
）。
劉
知
幾
に
よ
る
范
曄
の
『
後
漢
書
』
の
論
贊
に
對
す
る
批
判
は
、
前
掲
吉
川
氏
「
范
曄
と
劉
知
幾
」
の
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三
「
劉
知
幾
の
『
後
漢
書
』
批
判
―
そ
の
二
―
」、
參
照
。

（
67
） 
前
掲
吉
川
・
船
山
譯
『
高
僧
傳
（
一
）』
で
は
、
譯
經
篇
下
の
「
論
」
に
對
し
、
前
注
の
劉
知
幾
の
批
判
も
踏
ま
え
つ
つ
次
の
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
。「
史
書
の
各
篇
末
に

論
と
贊
を
そ
え
る
こ
と
、
南
朝
宋
の
范
曄
撰
『
後
漢
書
』
に
始
ま
る
。
唐
の
劉
知
幾
は
『
史
通
』
論
贊
篇
に
お
い
て
、
各
篇
ご
と
に
論
を
立
て
る
こ
と
す
ら
と
て
も
煩
瑣
で

あ
る
の
に
、
そ
の
う
え
論
に
つ
づ
け
て
贊
を
設
け
る
の
は
ま
す
ま
す
も
っ
て
餘
計
な
こ
と
だ
と
批
判
し
て
い
る
が
、『
高
僧
傳
』
は
そ
の
な
ら
わ
し
に
從
う
の
で
あ
る
。
…
…

譯
經
、
義
解
、
神
異
、
習
禪
、
明
律
、
亡
身
、
誦
經
、
興
福
の
八
篇
に
は
論
と
贊
（
明
律
、
興
福
の
二
篇
は
「
讚
」
に
作
る
）
が
備
わ
る
が
、
經
師
と
唱
導
の
二
篇
に
は
論

が
そ
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
贊
を
缺
く
」（
三
五
二
頁
）。

（
68
） 『
隋
書
』
經
籍
志
・
史
・
正
史
に
は
「
後
漢
書
讚
論
四
卷　

范
曄
撰
」（『
舊
唐
書
』
經
籍
志
で
は
「
後
漢
書
論
贊
五
卷　

范
曄
撰
」、『
新
唐
書
』
藝
文
志
で
は
「
范
曄
後
漢
書

論
贊
五
卷
」）
と
「
漢
書
纉
十
八
卷　

范
曄
撰
」（『
舊
唐
書
』
經
籍
志
（
雜
史
類
）
で
は
「
後
漢
書
纉
十
三
卷　

范
曄
撰
」、『
新
唐
書
』
藝
文
志
（
雜
史
類
）
で
は
「
范
曄
後

漢
書
纉
十
三
卷
」）
が
著
錄
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
前
掲
吉
川
氏
「『
後
漢
書
』
解
題
」
で
は
、「「
後
漢
書
讚
論
」、「
漢
書
纉
」
は
『
後
漢
書
』
の
贊
あ
る
い
は
論
を
單
行

し
た
書
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
そ
れ
ぞ
れ
四
卷
、
十
八
卷
と
大
部
で
あ
る
の
が
氣
が
か
り
で
あ
る
」（
四
〇
〇
頁
）
と
言
う
。
假
に
吉
川
氏
の
推
測
の
通
り
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
通
じ
て
特
に
范
曄
『
後
漢
書
』
の
論
や
贊
が
、『
後
漢
書
』
か
ら
獨
立
し
た
文
章
と
し
て
廣
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
69
） 

こ
の
墓
誌
銘
の
拓
本
は
、
上
海
博
物
館
所
藏
『
梁
蕭
敷
及
王
氏
墓
誌
銘
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五
）
に
よ
り
實
見
し
た
。
そ
の
「
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
拓
本
は
元
代

よ
り
前
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
唯
一
傳
世
す
る
も
の
で
あ
る
。『
全
梁
文
』
卷
五
十
・
徐
勉
、
清
・
方
履

『
金
石
萃
編
補
正
』
卷
一
（『
石
刻
史
料
新
編
』（
五
）
一
般
類
（
新

文
豐
出
版
公
司
、
一
九
七
七
）、
所
收
）、『
江
蘇
金
石
志
』
金
石
二
（『
石
刻
史
料
新
編
』（
十
三
）
地
方
類
・
江
蘇
、
所
收
）、
趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』（
天
津
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
二
）、
毛
遠
明
『
漢
魏
六
朝
碑
刻
校
注
』
第
三
册
（
線
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
に
釋
讀
が
な
さ
れ
る
が
、
各
本
で
異
な
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
例
え

ば
「
體
□
璇
源
」
の
「
□
」
を
、『
全
梁
文
』
以
外
は
い
ず
れ
も
「
自
」
字
に
釋
讀
す
る
。
實
見
の
限
り
、
上
部
第
一
畫
と
や
や
太
身
の
□
形
の
合
わ
せ
た
樣
子
か
ら
、「
自
」

字
に
釋
讀
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
が
、對
を
成
す
「
炳
靈
聖
緒
」
の
「
靈
」
字
と
の
對
應
か
ら
は
疑
問
で
あ
り
、い
ま
存
疑
と
し
て
お
く
。
ま
た
「
積
德
累
仁
之
基
」
の
「
累
」

字
を
、『
全
梁
文
』
の
み
「
賢
」
字
に
作
る
。
た
だ
「
積
德
累
仁
」
の
四
字
自
體
は
、『
韓
詩
外
傳
』
卷
七
「
今
夫
子
積
德
累
仁
、
爲
善
久
矣
」
な
ど
用
例
も
多
く
、「
積
德
累

仁
之
基
」
で
も
、『
藝
文
類
聚
』
卷
四
十
八
・
侍
中
に
引
く
梁
・
王
筠
「
爲
從
兄
讓
侍
中
表
」
に
「
元
勳
舊
儒
之
胄
、
積
德
累
仁
之
基
、
九
世
七
葉
之
華
、
相
韓
事
漢
之
貴
」

と
あ
る
（
た
だ
し
『
初
學
記
』
卷
十
二
・
侍
中
に
引
く
同
文
で
は
「
基
」
字
を
「
家
」
字
に
作
る
）。
以
上
と
實
見
を
踏
ま
え
、
い
ま
「
累
」
字
に
釋
讀
す
る
。
さ
ら
に
「
詳

乎
二
筴
」
を
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
だ
け
が
「
許
子
一
筴
」
に
釋
讀
す
る
が
、
對
句
を
成
す
「
載
在
六
詩
」
と
の
對
應
か
ら
、
從
わ
な
い
（『
漢
魏
六
朝
碑
刻
校
注
』
も

「『
詳
乎
二
筴
』、
墓
誌
彙
編
作
『
許
子
一
策
』、
以
『
詳
乎
』
爲
『
許
子
』、
殊
不
可
通
」
と
注
し
、
そ
の
釋
讀
を
否
定
し
て
い
る
）。

（
70
） 「
二
策
」
と
「
六
詩
」
は
、
何
か
蕭
氏
の
來
源
や
事
績
を
示
す
文
獻
を
想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
體
的
に
何
を
指
す
か
は
、
遺
憾
な
が
ら
不
詳
で
あ
る
。
な
お
隋
の

「
劉
仁
恩
墓
誌
」（
胡
戟
・
榮
新
江
主
編
『
大
唐
西
市
博
物
館
藏
墓
誌
』
上
册
（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
）、
三
六
・
三
七
頁
）
に
、
劉
氏
の
來
歷
を
述
べ
た
上
で
、「
流

諸
史
册
、
播
在
笙
鏞
、
詳
略
而
言
、
無
俟
該
備
」
と
言
う
の
を
參
考
に
す
れ
ば
、「
二
策
」
と
「
六
詩
」
の
間
に
は
、
散
文
と
韻
文
と
い
う
區
別
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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俟
考
。

（
71
） 
拓
本
及
び
釋
讀
は
注
（
69
）
所
掲
書
、
參
照
。
な
お
實
見
の
限
り
、「
可
得
而
略
焉
」
の
「
可
」
字
は
磨
滅
が
激
し
く
、
確
信
を
持
っ
て
「
可
」
字
と
は
釋
讀
し
難
い
面
が
あ

る
が
、
先
行
の
釋
讀
が
す
べ
て
「
可
」
字
と
す
る
こ
と
に
從
っ
て
お
く
。

（
72
） 「
前
志
」
が
何
を
指
す
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、「
前
志
」
の
語
自
體
は
『
左
傳
』
成
公
十
五
年
「
子
臧
辭
曰
、
前
志
有
之
曰
、
聖
達
節
、
次
守
節
、
下
失
節
」
に
基
づ
く
。

（
73
） 『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
二
二
九
頁
。

（
74
） 「
締
構
連
珠
、
開
峰
合
璧
、
綿
基
雲
藹
」
は
、
元
氏
の
發
源
を
、
星
々
や
日
月
か
ら
の
影
響
を
享
受
し
た
結
果
の
も
の
と
し
て
描
出
し
て
い
る
と
理
解
し
た
。「
締
構
」
は
左

思
「
魏
都
賦
」（『
文
選
』
卷
六
）
に
「
而
是
有
魏
開
國
之
日
、
締
構
之
初
」
と
あ
っ
て
、
物
事
の
始
ま
り
を
意
味
し
、「
開
峰
」
は
用
例
未
詳
な
が
ら
、
同
樣
の
意
味
に
と
っ

た
。「
連
珠
」
と
「
合
璧
」
は
『
漢
書
』
卷
二
十
一
上
・
律
曆
志
上
に
「
日
月
如
合
璧
、
五
星
如
連
珠
」
と
あ
る
。「
綿
基
」
は
『
魏
書
』
卷
五
十
九
・
蕭
寶
夤
傳
「
皇
朝
綿

基
累
葉
、
恩
均
四
海
、
自
北
徂
南
、
要
荒
仰
澤
、
能
言
革
化
、
無
思
不
韙
」
や
北
魏
「
王
普
賢
墓
誌
銘
」（『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
七
〇
頁
）「

世
啟
輝
、
綿
基
重
美
」

な
ど
、
何
世
代
に
も
渡
る
こ
と
で
、「
雲
藹
」
は
西
晉
・
陸
雲
「
晉
故
散
騎
常
侍
陸
府
君
誄
」
の
「
揮
袂
雲
藹
、
殞
淚
雨
零
」（『
陸
雲
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
）、

一
〇
〇
頁
）
な
ど
實
際
の
雲
氣
の
意
味
の
用
例
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
「
連
珠
」
や
「
合
璧
」
と
同
樣
に
自
然
物
を
用
い
、
雲
氣
の
密
集
す
る
樣
子
に
借
り
て
、
元
氏
が
連

綿
と
人
材
を
輩
出
し
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
解
し
た
。

（
75
） 「
玉
板
銀
繩
之
言
、
華
渚
丹
陵
之
事
」
は
、
元
氏
の
來
歷
に
關
わ
る
具
體
的
な
帝
王
に
ま
つ
わ
る
言
葉
や
事
績
を
指
す
と
理
解
し
た
。「
玉
板
銀
繩
之
言
」
に
つ
い
て
、
例
え

ば
『
藝
文
類
聚
』
卷
九
十
八
・
瑞
祥
部
上
・
龍
に
引
く
「
河
圖
」
で
は
、「
舜
以
太
尉
卽
位
、
與
三
公
臨
觀
、
黃
龍
五
采
、
負
圖
出
舜
前
、
以
黃
玉
爲
柙
、
玉
檢
金
繩
、
芝
爲

泥
、
章
曰
、
天
黃
帝
符
璽
」
と
あ
り
、『
隋
書
』
卷
七
十
六
・
文
學
傳
・
潘
徽
の
『
韻
纂
』
へ
の
序
文
に
、「
金
繩
玉
字
、
表
殷
夏
之
符
」
と
あ
る
な
ど
、
こ
の
種
の
符
瑞
を

伴
い
登
場
し
た
帝
王
は
多
岐
に
わ
た
り
、
特
定
し
難
い
。

 

　

一
方
で
「
華
渚
丹
陵
之
事
」
に
つ
い
て
、
華
渚
は
少
昊
、
丹
陵
は
堯
の
生
地
と
さ
れ
る
（『
宋
書
』
卷
二
十
七
・
符
瑞
志
上
な
ど
）。『
魏
書
』
卷
一
・
序
紀
に
よ
れ
ば
、
北

魏
の
元
氏
は
黃
帝
と
嫘
祖
の
間
に
生
ま
れ
た
少
昊
と
昌
意
の
内
、
昌
意
の
末
子
が
北
方
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
起
源
と
し
、
少
昊
や
堯
の
血
統
を
引
く
と
の
記
載
は
見
え
な

い
（『
魏
書
』
序
紀
に
つ
い
て
は
吉
本
道
雅
「
魏
書
序
紀
考
證
」（『
史
林
』
九
三
―
三
、
二
〇
一
〇
）、
參
照
）。
た
だ
元
氏
で
は
、
北
魏
の
「
元
崇
業
墓
誌
銘
」（『
漢
魏
南
北

朝
墓
誌
彙
編
』
一
五
五
頁
）
に
「
丹
陵
發
輝
、
華
渚
開
耀
、
君
侯
誕
載
、
神
儀

照
」
と
「
華
渚
」「
丹
陵
」
の
對
句
が
見
え
る
。
ま
た
「
元
秀
墓
誌
銘
」（『
漢
魏
南
北
朝
墓

誌
彙
編
』
一
三
二
頁
）「
分
光
若
水
、
析
綵
丹
陵
、
連
華
崑
岫
、
通
輝
玉
繩
」、
北
周
の
「
元
世
緒
墓
誌
銘
」（『
大
唐
西
市
博
物
館
藏
墓
誌
』
一
六
・
一
七
頁
）「
壽
丘
導
洪
波

之
緒
、
丹
陵
崇
瑶
榭
之
基
、
聯
日
馭
於
湯
泉
、
映
宸
離
於
若
木
」（「
壽
丘
」
は
黃
帝
の
生
誕
地
）
な
ど
、「
丹
陵
」
の
語
で
元
氏
の
淵
源
に
堯
を
置
く
。
さ
ら
に
「
元
壽
安
墓

誌
銘
」（『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
一
九
一
頁
）
は
「
赤
文
綠
錯
之
權
輿
、
壽
丘
華
渚
之
閥
閱
、
豈
生
商
之
可
侔
、
何
作
周
之
云
比
。
固
巳
鏤
諸
金
板
玉
牒
、
於
茲
可
得
而

略
焉
」
と
し
、「
壽
丘
華
渚
」
は
黃
帝
と
少
昊
の
生
誕
地
の
並
稱
で
あ
る
し
、「
赤
文
綠
錯
」
は
『
藝
文
類
聚
』
卷
十
一
・
帝
王
部
一
・
帝
堯
陶
唐
氏
の
「
尚
書
中
候
曰
、
帝

堯
卽
政
、
榮
光
出
河
、
休
氣
四
塞
、
龍
馬
銜
甲
、
赤
文
綠
色
」
か
ら
堯
を
指
そ
う
。
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な
お
「
華
渚
」「
丹
陵
」
の
對
句
は
、
必
ず
し
も
元
氏
の
淵
源
を
物
語
る
場
合
に
限
ら
ず
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
謝
莊
「
孝
武
帝
哀
策
文
」（『
藝
文
類
聚
』
卷
十
三
・

帝
王
部
三
・
宋
孝
武
帝
）「
樞
電
皇
根
、
月
瑶
國
緒
、
胤
裔
丹
陵
、
蟬
聯
華
渚
」、『
周
書
』
卷
九
・
皇
后
傳
・
武
帝
李
皇
后
「
伏
惟
月
精
効
祉
、
坤
靈
表

、
瑞
肇
丹
陵
、
慶

流
華
渚
」、
唐
太
宗
「
捨
舊
宅
造
興
聖
寺
詔
」（『
廣
弘
明
集
』
卷
二
十
八
上
）「
丹
陵
啓
聖
、
華
緒
降
祥
、
叶
德
神
居
、
克
隆
鴻
業
。
朕
丕
承
大
寶
、
奄
宅
域
中
」（「
緒
」
字
、

『
全
唐
文
』
卷
九
作
「
渚
」）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
窪
添
慶
文
「
墓
誌
の
起
源
と
そ
の
定
型
化
」（
同
氏
『
墓
誌
を
用
い
た
北
魏
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
）、
所
收
）

で
は
、
北
魏
に
あ
っ
て
は
洛
陽
遷
都
以
降
、
宗
室
が
ほ
と
ん
ど
墓
誌
を
も
つ
に
至
り
、
そ
の
情
報
が
共
有
さ
れ
て
墓
誌
の
定
型
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
四
三

頁
〜
四
五
頁
）。
す
る
と
元
氏
の
墓
誌
銘
に
用
い
ら
れ
る
「
華
渚
」
や
「
丹
陵
」
は
、
嚴
密
に
元
氏
の
出
自
と
對
應
せ
ず
と
も
、
由
緒
あ
る
家
系
と
し
て
の
元
氏
を
描
出
す
る

た
め
の
パ
タ
ー
ン
表
現
の
一
つ
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
解
す
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
76
） 『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
二
三
六
頁
。

（
77
） 

注
（
75
）
で
紹
介
し
た
「
元
壽
安
墓
誌
銘
」、
注
（
70
）
で
紹
介
し
た
「
劉
仁
恩
墓
誌
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
他
數
例
を
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
か
ら
擧
げ
れ
ば
、

「
有
周
之
苗
胤
。
漢
馮
唐
者
、
蓋
其
遠
祖
也
。
列
古
流
聲
、
丹
青
垂
咏
、
仍
葉
重
華
、
綿
今
不
朽
、
悉
備
之
典
策
、
不
復
詳
論
」（「
馮
會
墓
誌
銘
」、
八
四
・
八
五
頁
）、「
長

源
浩
淼
、
聯
光
天
首
、
鴻
本
扶
疎
、
列
萼
雲
端
。
攀
宵
宅
日
、
既
彪
炳
於
圖
書
、
握
符
控
海
、
又

於
墳
史
。
今
不
復
言
之
矣
」（「
元
煥
墓
誌
銘
」、
一
六
八
頁
）、「
高
祖

孝
文
皇
帝
之
孫
、
臨
洮
王
愉
之
元
子
也
。
分
光
霄
極
、
毓
彩
璿
池
、
南
史
有
詳
、
斯
焉
可
略
」（「
元
寶
月
墓
誌
銘
」、
一
七
六
頁
）
な
ど
。
こ
う
し
た
表
現
パ
タ
ー
ン
の
定
着

の
背
景
に
は
、
先
行
す
る
記
錄
が
あ
る
程
に
燦
然
と
輝
く
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
や
、
現
實
と
し
て
紹
介
す
る
べ
き
家
柄
に
關
す
る
史
料
が
な
い
こ
と
を

カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
狙
い
な
ど
が
、
指
摘
で
き
よ
う
。

 

　

な
お
特
に
「
無
得
而
稱
」
の
表
現
を
と
る
こ
と
が
、
徐
勉
の
蕭
敷
の
墓
誌
銘
に
お
け
る
表
現
の
影
響
か
は
、
例
も
少
な
く
斷
定
し
得
な
い
。
た
だ
北
朝
の
墓
誌
銘
が
南
朝

の
そ
れ
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
窪
添
慶
文
「
遷
都
後
の
北
魏
墓
誌
に
關
す
る
補
考
」（
同
氏
前
掲
書
、
九
三
・
九
四
頁
）、
參
照
。
ま
た
土
屋
聰
「
北
魏
墓

誌
銘
に
お
け
る
南
齊
永
明
声
律
理
論
の
反
映
に
つ
い
て
」（『
中
國
文
學
論
集
』
四
三
、
二
〇
一
四
）
で
は
、
北
魏
墓
誌
銘
に
お
い
て
、
南
齊
で
の
永
明
声
律
理
論
が
徐
々
に

浸
透
し
て
い
た
樣
を
、
實
證
し
て
い
る
。

（
78
） 『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
二
七
六
頁
。

（
79
） 『
史
記
』
卷
三
十
一
・
呉
太
伯
世
家
に
は
「
採
藥
」
の
こ
と
は
見
え
な
い
が
、『
漢
書
』
卷
二
十
八
下
・
地
理
志
下
・
呉
地
、『
論
衡
』
譴
告
篇
、『
呉
越
春
秋
』
呉
太
伯
傳
第

一
な
ど
で
は
、
太
伯
（
泰
伯
）
が
呉
越
に
出
向
い
た
こ
と
の
背
景
に
「
採
藥
」
を
設
定
し
て
お
り
、
泰
伯
篇
（
三
讓
）
の
鄭
玄
注
を
含
め
れ
ば
、
後
漢
に
は
「
採
藥
」
の
こ

と
が
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
「
元
天
穆
墓
誌
銘
」
は
「
無
德
而
稱
」
の
表
現
を
伴
っ
て
い
て
、
泰
伯
篇
（
三
讓
）
を
踏
ま
え
る
と
見
て
よ
く
、
そ
れ
に
「
採
藥
」

の
こ
と
を
織
り
交
ぜ
て
注
釋
し
て
い
る
の
は
鄭
玄
で
あ
る
。

（
80
） 「
漢
世
鄭
玄
竝
爲
衆
經
注
解
、
服

・
何
休
各
有
所
説
。
玄
易
・
書
・
詩
・
禮
・
論
語
・
孝
經
、

左
氏
春
秋
、
休
公
羊
傳
、
大
行
於
河
北
」。
な
お
陳
奇
が
『
論
語
』
に
施

し
た
注
釋
は
、
解
釋
の
多
く
が
鄭
玄
と
相
違
し
た
と
さ
れ
る
（『
魏
書
』
儒
林
傳
・
陳
奇
）
が
、
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
北
魏
に
お
け
る
『
論
語
』
の
解
釋
は
や
は
り
鄭
玄
が



八
〇

「無德而稱」について

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
陳
奇
の
『
論
語
』
注
の
こ
と
が
特
記
さ
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

（
81
） 『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
四
三
七
頁
。
ま
た
「
河
北
磁
縣
東
陳
村
北
齊
堯
峻
墓
」（『
文
物
』
一
九
八
四
年
〇
四
期
、
執
筆
は
磁
縣
文
化
館
・
朱
全
升
）、
參
照
。

（
82
） 『
宋
書
』
卷
二
十
九
・
符
瑞
志
下
・
白
鳩
「
玄
扈
之
鳳
、
昭
帝
軒
之
鴻
烈
」（
何
承
天
上
表
）、『
太
平
寰
宇
記
』
卷
一
四
一
・
山
南
西
道
・
商
州
・
洛
南
縣
「
玄
扈
山
、
在
縣

西
北
一
百
里
。
黃
帝
錄
云
、
帝
在
玄
扈
山
上
、
與
大
司
馬
容
光
・
左
右
輔
周
昌
等
一
百
二
十
人
臨
之
、
有
鳳
銜
圖
、
以
至
帝
前
。
圖
以
黃
玉
爲
匣
、
署
曰
、
黃
帝
詔
司
命
集

帝
行
錄
。
帝
令
開
之
、
其
文
可
曉
。
黃
帝
再
拜
受
圖
」。

（
83
） 『
尚
書
正
義
』
尚
書
序
の
正
義
に
「
且
言
者
意
之
聲
、
書
者
言
之
記
。
是
故
存
言
以
聲
意
、
立
書
以
記
言
。
故
易
曰
、
書
不
盡
言
、
言
不
盡
意
。
是
言
者
意
之
筌
蹄
、
書
言
相

生
者
也
」
と
あ
る
の
を
參
考
に
邦
譯
し
た
。

（
84
） 『
史
記
』
卷
八
十
一
・
廉
頗
列
傳
「
趙
惠
文
王
時
、
得
楚
和
氏
璧
。
秦
昭
王
聞
之
、
使
人
遺
趙
王
書
、
願
以
十
五
城
請
易
璧
」。

（
85
） 『
史
記
』
卷
四
十
六
・
田
敬
仲
完
世
家
「
梁
王
曰
、
若
寡
人
國
小
也
、
尚
有
徑
寸
之
珠
、
照
車
前
後
各
十
二
乘
者
十
枚
」。

（
86
） 「
尚
書
序
」
に
「
先
君
孔
子
、
生
於
周
末
、
睹
史
籍
之
煩
文
、
懼
覽
之
者
不
一
、
遂
乃
定
禮
樂
、
明
舊
章
、
刪
詩
爲
三
百
篇
、
約
史
記
而
修
春
秋
、
讚
易
道
以
黜
八
索
、
述
職

方
以
除
九
丘
。
討
論
墳
典
、
斷
自
唐
虞
以
下
訖
於
周
、
芟
夷
煩
亂
、
翦
截
浮
辭
、
擧
其
宏
綱
、
撮
其
機
要
、
足
以
垂
世
立
教
」
と
あ
り
、
特
に
傍
線
を
施
し
た
部
分
が
孔
穎

達
の
文
章
と
重
な
る
。

（
87
） 

因
み
に
云
う
。
我
が
國
の
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
に
藤
原
親
經
が
執
筆
し
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
眞
名
序
に
は
、「
毎
至
玄
圃
花
芳
之
朝
、
璅
砌
風
凉
之
夕
、
斟
難
波
津
之

遺
流
、
尋
淺
香
山
之
芳
躅
。
或
吟
或
詠
、
拔
犀
象
之
牙
角
、
無
黨
無
偏
、
採
翡
翠
之
羽
毛
。
裁
成
而
得
二
千
首
、
類
聚
而
爲
二
十
卷
、
名
曰
新
古
今
和
歌
集
矣
」（
峯
村
文
人

『
新
古
今
和
歌
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
四
三
、
小
學
館
、
一
九
九
五
）
に
よ
る
）
と
あ
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』
が
採
擇
し
た
優
れ
た
歌
を
形
容
す
る
「
採
翡
翠
之
羽

毛
」
や
「
拔
犀
象
之
牙
角
」
の
句
は
、
孔
穎
達
「
尚
書
正
義
序
」
に
基
づ
こ
う
。

（
88
） 『
論
語
』
八
佾
「
子
曰
、
周
監
於
二
代
、
郁
郁
乎
文
哉
」、
泰
伯
「
孔
子
曰
、
才
難
、
不
其
然
乎
。
唐
虞
之
際
、
於
斯
爲
盛
」。

（
89
） 『
隋
書
』
の
成
立
と
、
本
紀
・
列
傳
お
よ
び
志
の
關
係
は
、
拙
稿
「『
隋
書
』
の
成
立
と
そ
の
問
題
―
辛
彥
之
の
沒
年
と
明
堂
の
議
論
か
ら
」（『
六
朝
學
術
學
會
報
』

二
一
、
二
〇
二
〇
）、
參
照
。

（
90
） 「
德
」、『
唐
文
粋
』
卷
九
十
四
作
「
得
」。

（
91
） 『
李
太
白
全
集
』
卷
二
十
六
・
書
類
（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
）
一
二
二
一
・
一
二
二
二
頁
。

（
92
） 

市
川
桃
子
・
郁
賢
皓
『
新
編
李
白
の
文
―
書
・
頌
の
譯
注
考
證
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
）
七
頁
、
參
照
。

（
93
） 

前
注
所
掲
書
は
、「
僕
小
山
無
名
、無
德
而
稱
焉
」
に
對
す
る
注
釋
に
言
う
。「
こ
の
部
分
の
讀
み
方
と
し
て
、（
一
）
僕
の
小
山
に
し
て
無
名
無
德
な
る
も
稱
す
と
謂
ふ
。（
二
）

僕
の
小
山
に
し
て
無
名
無
德
な
る
も
稱
せ
ら
る
る
と
謂
ふ
。（
三
）
僕
小
山
に
し
て
無
名
、
德
に
し
て
稱
す
る
無
し
と
謂
ふ
。
の
三
通
り
が
考
え
ら
れ
た
。（
一
）
は
、
壽
山

が
小
山
で
無
名
で
無
德
で
あ
る
の
に
自
ら
誇
っ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
。（
二
）
は
、
壽
山
が
小
山
で
無
名
で
無
德
で
あ
る
の
に
人
か
ら
賞
贊
さ
れ
る
、
と
い
う
意
味
。（
三
）
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は
、
小
山
で
無
名
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
稱
す
る
ほ
ど
の
德
も
な
い
、
と
い
う
意
味
。
こ
こ
で
は
、
内
容
か
ら
考
え
て
、
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
（
二
）
の
解
釋
を
採
っ
た
」

と
し
、「
私
が
小
さ
な
山
で
、
名
も
な
く
德
も
な
い
の
に
高
い
評
判
を
得
て
い
る
、
と
お
っ
し
ゃ
る
」
と
邦
譯
す
る
。
し
か
し
本
稿
の
議
論
か
ら
、「
無
德
而
稱
」
の
四
字
を

崩
す
（
一
）（
二
）
の
解
釋
は
無
理
で
あ
り
、『
論
語
』
季
氏
篇
を
踏
ま
え
て
（
三
）
の
方
向
性
で
解
す
べ
き
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

附
記　

本
稿
の
内
容
は
、
元
來
は
二
〇
二
〇
年
八
月
に
、
北
京
の
地
で
開
か
れ
る
豫
定
で
あ
っ
た
あ
る
學
會
に
て
、
口
頭
發
表
す
る
べ
く
準
備
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
國
外
は
お
ろ
か
、
國
内
の
移
動
す
ら
制
限
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
、
發
表
の
場
を
失
っ
た
た
め
、
急
遽
二
〇
二
〇
年
度
前
期
の
特
殊
講
義
に
て
、
こ
の
内
容
を
樣
々
に
肉
付
け
し

つ
つ
、
授
業
と
し
て
話
を
し
た
。
そ
の
特
殊
講
義
の
出
席
者
に
よ
る
畫
面
越
し
で
の
貢
獻
に
對
し
、
こ
こ
に
謝
意
を
記
す
。


